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第１章　教育行政

　

延
岡
市
は
、
教
育
の
基
本
方
針
と
し
て
、
本
市
の
水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
、
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
、
そ
の
中
で
育
ま
れ
た
伝
統

文
化
お
よ
び
多
彩
な
産
業
な
ど
、こ
れ
ら
の
特
色
や
資
源
を
活
か
し
、あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
に
お
い
て
、「
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
」「
豊

か
な
心
」「
す
ぐ
れ
た
知
性
」
を
そ
な
え
、
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
国
際
感
覚
に
あ
ふ
れ
、
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
き
、
市
制
施
行
七
十
周
年
に
あ
た
り
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）、「
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り
都
市
宣

言
」
を
行
っ
た
。

　

こ
の
宣
言
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
次
の
四
つ
の
柱
を
立
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

１　

豊
か
な
学
校
教
育
を
子
ど
も
た
ち
に

　
「
学
力
の
向
上
」「
豊
か
な
心
の
醸
成
」「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育
の
充
実
」「
安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
」「
健
や
か
な

心
身
の
育
成
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２　

豊
か
な
生
涯
学
習
を
地
域
に

　
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
と
家
庭
の
教
育
力
向
上
」「
青
少
年
の
健
全
育
成
」「
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
」「
い
つ
で
も
学
べ
る
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
」「
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

３　

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
市
民
に

　
「
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
」「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
」「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
の
支
援
と
指
導
者
の
育
成
」「
競

技
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り
」「
大
会
や
合
宿
が
盛
ん
な
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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４　

豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
未
来
に

　
「
市
民
協
働
に
よ
る
文
化
活
動
の
推
進
と
情
報
発
信
」「
次
代
の
文
化
を
担
う
青
少
年
の
育
成
」「
文
化
事
業
の
推
進
と
施
設
の
機

能
充
実
」「
文
化
財
保
護
・
啓
発
の
推
進
」「
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
文
化
の
振
興
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

第
一
章
　
教 

育 

行 

政

　　

第
一
節	
教
育
委
員
会

　

一　

教
育
委
員
会
機
構

　

教
育
委
員
会
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
第
二
編
・
第
三
章
・
第
三
節
・
一
項
教
育
委
員
会
を
参
照
。

二　

教
育
費
の
推
移

　

各
年
度
の
教
育
費
の
推
移
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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三　

歴
代
教
育
委
員

　

歴
代
教
育
委
員
に
つ
い
て
は
、
第
二
編
・
第
三
章
・
第
三
節
・
一
項
教
育
委
員
会
を
参
照
。

表　一般会計（当初予算）に対する教育費 （単位：千円）

年　度 一般会計予算額 教育費予算額 構成比（％）

平成15 40,258,000 4,197,609 10.43

16 41,447,000 4,071,240 9.82

17 40,177,000 4,387,611 10.92

18 51,269,114 4,720,354 9.21

19 55,678,000 3,892,179 6.99

20 54,140,000 3,802,339 7.02

21 51,317,000 3,859,644 7.52

22 53,624,000 4,309,202 8.04

23 56,222,000 4,500,543 8.00

24 53,713,000 3,931,527 7.32

（資料：延岡市教育委員会総務課）
（注）平成18年度は、合併により当初予算が骨格予算であるため、６月補正後

の予算額を計上
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第
二
章
　
学 

校 

教 

育

第
一
節	

学
校
施
設
の
整
備

一　

施
設
の
整
備
充
実
と
課
題

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
の
児
童
生
徒
急
増
期
に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
改
築
・
改
造
を
必
要
と

す
る
施
設
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
老
朽
化
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
兵
庫
県
南
部
地
震
、
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
、
近
年
の
大
規
模
な
地
震
の
発
生
状
況
を
受
け
、

学
校
施
設
の
耐
震
性
の
確
保
が
急
務
と
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
施
設
の
耐
震
性
能
の

確
保
を
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
学
校
施
設
整
備
の
課
題
と
し
て
は
、
施
設
の
耐
震
性
能
の
確
保
を
早
急
に
図
り
、
併
せ
て
改
築
や
大
規
模
改

造
等
の
老
朽
化
対
策
を
図
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日
の
学
校
施
設
に
求
め
ら
れ
る
地
域
と
の
連
携
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
等
を

視
野
に
入
れ
た
施
設
整
備
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

二　

主
要
な
施
設
整
備
の
成
果

　

こ
の
一
〇
年
間
に
お
け
る
小
中
学
校
の
主
要
な
施
設
整
備
の
成
果
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表　主要な施設整備の成果
年度 　 学 校 名 　 事業費（円） 　 概 要 　

平成  
14 

川 島 小 学 校
76,423,000 中学校給食実施に伴う小学校給食室の整備

港 小 学 校

南 小 学 校 53,848,840 
プール建設工事 
・ステンレス製25ｍ×14ｍ（７コース） 
・補助プール（50㎡）　　　合計400㎡

東 海 中 学 校 10,260,250 中学校給食実施に伴う受入室の整備

島 野 浦 中 学 校 292,846,844 校舎改築（13・14年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　1,809㎡

島 野 浦 中 学 校 165,352,057 屋内運動場改築（13･14年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　1,037㎡

南 中 学 校 79,076,000 
プール建設工事 
・ステンレス製25ｍ×14ｍ（７コース） 
　　　　　　　　　　　　　合計350㎡

15 

東 小 学 校
80,432,500 中学校給食実施に伴う小学校給食室の整備

方 財 小 学 校

東 海 小 学 校 91,466,500 
プール建設工事 
・ステンレス製25ｍ×14ｍ（７コース） 
・補助プール（50㎡）　　　合計400㎡

延 岡 中 学 校 7,081,000 中学校給食実施に伴う受入室の整備
旭 中 学 校 36,914,950 エレベータ及び多目的便所を設置

東 海 中 学 校 214,728,490 校舎改築（15・16年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　2,293㎡

16 

延岡小学校外９校 8,914,500 小学校施設の耐震診断優先度調査
緑 ヶ 丘 小 学 校 91,788,050 中学校給食実施に伴う小学校給食室の整備
南 中 学 校 7,484,000 中学校給食実施に伴う受入室の整備

東 海 中 学 校 350,137,205 校舎改築（15・16年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　2,293㎡

17 

川島小学校外14校 6,405,000 小学校施設の耐震診断優先度調査
延岡中学校外11校 6,602,400 中学校施設の耐震診断優先度調査

恒 富 中 学 校 375,578,473 校舎改築（17・18年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　4,530㎡

西 階 幼 稚 園 161,709,000 園舎改築 
・鉄骨造平屋建　786㎡

18 

北方小学校外５校 525,000 小学校施設の耐震診断優先度調査

北 浦 小 学 校 460,769,499 校舎改築 
・鉄筋コンクリート造２階建　1,818㎡

北方中学校外２校 336,000 中学校施設の耐震診断優先度調査

恒 富 中 学 校 669,207,786 校舎改築（17・18年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　4,530㎡

南 幼 稚 園 外 ２ 園 294,000 幼稚園施設の耐震診断優先度調査
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年度 　 学 校 名 　 事業費（円） 　 概 要 　

19 

南 小 学 校 外 ２ 校 11,247,000 小学校施設の耐震診断
南 中 学 校 外 １ 校 5,418,000 中学校施設の耐震診断

恒 富 中 学 校 80,019,905 
プール建設工事 
・ステンレス製25ｍ×14ｍ（７コース） 
　　　　　　　　　　　　　合計350㎡

20 
岡富小学校外13校 49,609,500 小学校施設の耐震診断及び補強設計
延岡中学校外６校 28,274,400 中学校施設の耐震診断及び補強設計
南 幼 稚 園 1,050,000 南幼稚園の耐震診断

21 
南小学校外12校１園 149,840,990 南小学校耐震補強工事 

小学校・幼稚園施設の耐震診断及び補強設計

土々呂中学校外11校 99,722,750 土々呂中・南中学校耐震補強工事 
中学校施設の耐震診断及び補強設計

22 

西 小 学 校 外 1 9 校 595,141,280 西小学校外４校耐震補強工事 
小学校施設の耐震診断及び補強設計

伊 形 小 学 校 67,022,325 既設校舎屋根への太陽光発電装置設置に合わ
せ屋根改修

旭 小 学 校 335,217,119 校舎改築（22・23年度２カ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　3,096㎡

方 財 小 学 校 53,485,460 
プール建設工事 
・FRP製25ｍ×６ｍ（３コース） 
・補助プール（50㎡）　　　合計200㎡

延岡中学校外11校 67,509,000 延岡中学校外１校耐震補強工事 
中学校施設の耐震診断及び補強設計

北 川 中 学 校 51,100,000 武道場新築 
・鉄骨造平屋建　300㎡

南 幼 稚 園 16,334,000 南幼稚園耐震補強工事

23 

旭 小 学 校 409,311,119 校舎改築（22・23年度２ヵ年事業） 
・鉄筋コンクリート造３階建　3,096㎡

黒岩小学校外24校 150,523,052 黒岩小学校外１校耐震補強工事 
小学校施設の耐震診断及び補強設計

東 海 中 学 校 308,445,704 屋内運動場改築 
・鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　1,176㎡

浦城中学校外10校 153,051,053 浦城中学校耐震補強工事外 
中学校施設の耐震診断及び補強設計

（資料：延岡市教育委員会総務課）
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第
二
節
　
学
校
教
育
の
現
状

　
　
　

一　

学
校
教
育
の
動
向

　　

１　

前
学
習
指
導
要
領

　

各
学
校
に
お
い
て
編
成
さ
れ
る
教
育
課
程
の
基
準
で
あ
る
学
習
指
導
要
領
は
、
社
会
や
子
ど
も
た
ち
の
変
化
を
踏
ま
え
、
概
ね

一
〇
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
て
き
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
一
日
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
（
小
中
学
校
）
は
、

変
化
の
激
し
い
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
力
は
「
生
き
る
力
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

た
め
に
教
育
内
容
の
厳
選
と
授
業
時
数
の
削
減
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
創
設
、
中
学
校
に
お
け
る
選
択
教
科
の
授
業
時
数
の
増

加
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
は
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
学
習
指
導
要
領
は
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
指
導
す
べ
き
内
容
を
示
し
た
も
の
（
学
習
指
導
要
領
の
基
準
性
）
で
あ
り
、
各
学
校
が
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態

に
応
じ
、
学
習
指
導
要
領
が
示
し
て
い
な
い
内
容
を
加
え
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

　

２　

知
識
基
盤
社
会
の
到
来
と
子
ど
も
た
ち
の
教
育
的
課
題

　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
二
十
一
世
紀

は
、
新
し
い
知
識
・
情
報
・
技
術
が
、
政
治
・
経
済
・
文
化
を
は
じ
め
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
の
活
動
の
基
盤
と
し
て
飛
躍
的
に

重
要
性
を
増
す
、
い
わ
ゆ
る
「
知
識
基
盤
社
会
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
は
国
際
的
に
も
共
有
さ
れ
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
、「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
を
担
う
子
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ど
も
た
ち
に
必
要
な
能
力
を
「
主
要
能
力
（
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）」
と
し
て
位
置
づ
け
、国
際
的
に
比
較
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。

十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
実
施
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
お
よ
び
国
際
教
育
到
達
度
評
価
学
会
の
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
調
査
の
結

果
で
は
、
児
童
生
徒
に
読
解
力
や
記
述
式
問
題
に
課
題
が
あ
る
こ
と
、
読
解
力
で
成
績
中
位
層
が
減
り
、
低
位
層
が
増
加
し
、
成
績

分
布
の
分
散
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
に
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
が
実
施
さ
れ
、
小
学
校
六
年
生
お
よ
び
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
国
語
・
算
数
・
数
学
に
つ
い
て
、
知
識
・
技
能
の
定
着
と
、

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
力
の
両
面
に
わ
た
る
調
査
が
行
わ
れ
た
。
併
せ
て
、
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
等
に
関
す
る
調
査
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
国
際
的
な
学
力
調
査
と
同
様
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
は
相
当
数
の
子
ど
も

た
ち
が
概
ね
身
に
付
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
問
う
読
解
力
や
記
述
式
の
問
題
に
課
題
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

３　

改
正
教
育
基
本
法

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
二
月
に
六
〇
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
は
、
豊
か
な
情
操
や
道
徳
心
、
自
律
の
精
神
や

公
共
の
精
神
、
生
命
や
自
然
の
尊
重
、
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
へ
の
寄
与
と
い
っ
た
新
し
い
理
念
を
教
育

の
目
標
（
第
二
条
）
と
し
て
規
定
し
た
。
さ
ら
に
、生
涯
学
習
の
理
念
（
第
三
条
）、義
務
教
育
の
目
的
（
第
五
条
）、家
庭
教
育
（
第

十
条
）、
幼
児
期
の
教
育
（
第
十
一
条
）、
学
校
、
家
庭
お
よ
び
地
域
住
民
等
の
相
互
の
連
帯
協
力
（
第
十
三
条
）、
教
育
行
政
（
第

十
六
条
）、
教
育
振
興
基
本
計
画
（
第
十
七
条
）
な
ど
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
方
向
性
に
か
か
わ
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

４　

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正

　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
六
月
に
公
布
さ
れ
た
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
で
は
、
教
育
基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
義
務
教

育
の
目
標
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
・
中
・
高
等
学
校
等
に
お
い
て
は
、「
生
涯
に
わ
た
り
学
習
す
る
基
盤
が
培
わ
れ
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る
よ
う
、
基
礎
的
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の
能
力
を
は
ぐ
く
み
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
こ
と
に
、
特
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

５　

新
学
習
指
導
要
領

　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
一
月
に
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の

改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
が
中
央
教
育
審
議
会
よ
り
示
さ
れ
、
同
年
三
月
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た
。
改
訂
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

⑴　
「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
の
共
有

　
　

⑵　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得

　
　

⑶　

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
育
成

　
　

⑷　

確
か
な
学
力
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
時
数
の
確
保

　
　

⑸　

学
習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習
慣
の
確
立

　
　

⑹　

豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育
成
の
た
め
の
指
導
の
充
実

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、小
学
校
に
お
い
て
は
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
か
ら
、中
学
校
に
お
い
て
は
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
た
。

　

６　
「
延
岡
市
の
わ
か
あ
ゆ
教
育
」
お
よ
び
「
わ
か
あ
ゆ
教
育
プ
ラ
ン
」
の
策
定

　

本
市
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月
に
北
方
町
、
北
浦
町
、
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
に
北
川
町
と
合
併
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
新
た
な
学
校
教
育
の
方
向
を
明
確
に
し
、
基
本
的
な
大
綱
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
延
岡
市
の
わ
か
あ
ゆ
教
育
」
並
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び
に
「
わ
か
あ
ゆ
教
育
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
従
い
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
て
進

め
る
教
育
と
児
童
生
徒
に
対
す
る
義
務

教
育
九
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

二　

児
童
生
徒
数
の
推
移

　

延
岡
市
に
お
け
る
児
童
生
徒
数
の
推

移
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

表　小中学校児童生徒数推移

（単位：人）

年度（平成） 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
小学校児童数 7,717 7,687 7,649 8,106 8,178 8,043 7,927 7,754 7,570 7,328 
中学校生徒数 4,047 3,894 3,824 4,096 4,230 4,185 4,205 4,126 4,097 4,023 

（各年度５月１日現在） （資料：延岡市教育委員会学校教育課・各私立小中学校）
（注１）学校基本調査による
（注２）旧北方町・旧北浦町（15～17）、旧北川町（15～18）の児童生徒数は含まない
（注３）18年度以降は、私立小学校を含む

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 （年度）
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小学校児童数
中学校生徒数
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三　

学
力
向
上
の
取
り
組
み

　　

延
岡
市
で
は
、
児
童
生
徒
に
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

１　

理
数
教
育

　
　

⑴　
「
講
師
派
遣
事
業
」（
平
成
十
一
年
度
～
）

　

市
内
の
企
業
で
の
実
習
、
見
学
、
講
話
等
を
と
お
し
て
、
科
学
に
関
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
旭
化
成
関

連
一
六
社
、
旭
有
機
材
工
業
な
ど
の
企
業
の
協
力
を
得
て
、
延
岡
市
内
の
中
学
校
一
七
校
、
お
よ
び
門
川
町
の
中
学
校
二
校
（
門
川

中
、
西
門
川
中
）
へ
講
師
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
　

⑵　
「
ジ
ュ
ニ
ア
科
学
者
の
翼
」（
十
三
年
度
～
）

　

日
本
の
最
先
端
の
科
学
技
術
に
触
れ
、
科
学
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
論
文
に
よ
り
選
抜
さ
れ
た
一
二
人
の
中

学
二
年
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
を
利
用
し
、
国
立
科
学
博
物
館
・
野
口
研
究
所
・
日
本
科
学
未
来
館
・
千
葉
現
代
産
業
科
学
館
・
東

京
大
学
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
。
毎
回
、
各
研
修
先
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
発
表
並
び
に
個
人
報
告
を
旭
化
成
向
陽
倶
楽
部
で
行
っ
て

い
る
。

　
　

⑶　
「
わ
く
わ
く
理
数
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
延
岡
」（
二
十
年
度
～
）

　

小
中
学
生
、
教
員
を
対
象
に
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て
理
数
お
よ
び
理
数
教
育
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
型
科
学
教
育
研
究
所
（
リ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
）
か
ら
招
き
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
る
。
実
施
内
容
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ
く
理
数
教
室
」、
親
子
・
教
員
・
一
般
を
対
象
と
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し
た
「
わ
く
わ
く
理
数
講
演
会
」
な
ど
で
あ
る
。

　

２　

読
書
教
育

　

読
書
活
動
は
、
児
童
生
徒
の
知
的
活
動
を
増
進
し
、
豊
か
な
感
性
や
情
操
を
育
む
上
で
た
い
へ
ん
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
児
童
生

徒
の
望
ま
し
い
読
書
習
慣
の
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
多
様
な
読
書
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
読
書
に
親
し
む
た
め
の
環
境
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

市
内
の
各
学
校
で
は
、
朝
の
読
書
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
と
お
し
て
、
児
童
生
徒
が
本
に
親
し
む
場

を
計
画
的
に
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
か
ら
各
小
中
学
校
の
校
長
、
図
書
館
教
育
担
当
者
を
対
象

と
し
た
「
延
岡
市
小
・
中
学
校
図
書
館
研
修
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
校
長
を
は
じ
め
と
し
た
組
織
的
な
取
り
組
み
を
図
る
た
め
に
、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

児
童
生
徒
の
読
書
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
家
庭
読
書
「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」
の
取
り
組
み
も
推

進
し
て
い
る
。

　

３　

そ
の
他
の
取
り
組
み

　
　

⑴　

家
庭
学
習
の
充
実
（
家
庭
学
習
の
手
引
き
）（
平
成
十
五
年
度
～
）

　

市
学
校
教
育
研
修
所
作
成
の
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」（
小
一
～
中
三
ま
で
の
九
種
類
）
を
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
、
各
学
校
で

学
級
活
動
や
学
校
参
観
日
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
各
学
校
で
は
、
こ
の
手
引
き

を
も
と
に
、
学
校
の
実
態
に
即
し
た
手
引
き
を
作
成
し
、
具
体
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

⑵　

計
算
力
の
向
上
（
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
リ
ン
ト
）（
十
五
年
度
～
）
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児
童
生
徒
の
計
算
力
を
高
め
る
た
め
に
、
市
学
校
教
育
研
修
所
に
お
い
て
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
リ
ン
ト
」
を
作
成
し
、
全
学
校
に

そ
の
デ
ー
タ
を
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
プ
リ
ン
ト
の
活
用
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、年
二
回
、プ
リ
ン
ト
か
ら
抜
粋
し
た
「
計

算
力
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
市
の
平
均
と
自
校
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
実
態
調
査
の
結
果
を
も
と

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
プ
リ
ン
ト
（
デ
ー
タ
）
も
作
成
し
、
個
別
指
導
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　

⑶　

言
語
力
の
向
上
（
ぐ
ん
ぐ
ん
プ
リ
ン
ト
・
音
読
文
集
）（
十
六
年
度
～
）

　

児
童
生
徒
の
言
語
力
を
高
め
る
た
め
に
、
市
学
校
教
育
研
修
所
で
は
、
小
学
校
二
～
六
年
の
言
語
事
項
を
ま
と
め
た
「
ぐ
ん
ぐ
ん

プ
リ
ン
ト
」
を
全
児
童
に
配
布
し
て
い
る
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
や
朝
自
習
の
時
間
等
に
活
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
用
促

進
と
評
価
の
た
め
に
「
言
語
力
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
市
の
平
均
と
自
校
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
常
的
に
音
読
す
る
機
会
を
設
け
、
読
む
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
優
れ
た
文
学
的
文
章
や
延
岡
に
ま
つ
わ
る
話
、
短

歌
や
俳
句
、
さ
ら
に
は
各
小
学
校
の
校
歌
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
「
音
読
文
集
」
を
作
成
し
、
毎
年
一
年
生
に
配
布
し
て
い
る
。
各

学
校
で
は
、
音
読
カ
ー
ド
を
使
っ
て
日
常
的
に
活
用
し
た
り
、
学
年
末
に
は
「
音
読
検
定
」
を
行
い
表
彰
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
児

童
が
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　

⑷　

教
師
の
授
業
力
向
上
（
各
教
科
の
授
業
モ
デ
ル
の
提
示
）（
二
十
三
年
度
～
）

　

市
学
校
教
育
研
修
所
常
任
研
究
員
会
で
は
、
国
語
・
社
会
・
算
数
・
数
学
・
理
科
・
外
国
語
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
に
確
か
な
学

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
教
科
の
単
元
構
成
や
具
体
的
な
手
立
て
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
教
師
が
同
じ

考
え
方
で
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
常
任
研
究
員
が
各
教
科
の
モ
デ
ル
と
な
る
授
業
を
公
開
し
、

実
践
的
な
形
で
、
め
ざ
す
授
業
を
広
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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⑸　

延
岡
市
「
観
点
別
到
達
度
調
査
」
の
実
施
（
二
十
三
年
度
～
）

　

小
学
校
の
低
・
中
学
年
を
対
象
に
、
当
該
学
年
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
国
語
科
・

算
数
科
の
観
点
別
到
達
度
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
児
童
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
一
年
間
の
学
習
の
成
果
を
振
り
返
り
、
定
着
が
不
十
分
な
学
習
内
容
を
中
心

に
補
充
学
習
を
行
う
と
と
も
に
、
教
師
の
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
に
活
か
し
て
い
る
。

　
　

⑹　
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
延
岡
」
学
力
向
上
協
議
会
の
取
り
組
み
（
十
五
年
度
～
）

　

延
岡
市
小
・
中
学
校
校
長
会
で
は
、
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
度
に
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、「
学
力
向
上
の
た
め

の
指
針
（
提
言
）」
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
具
現
化
を
目
指
し
て
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
度
に
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
延
岡
」
学

力
向
上
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
小
中
連
携
に
よ
る
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
と
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
り
、
市
全
体
の
教

育
水
準
の
向
上
を
目
指
し
て
、
各
中
学
校
区
で
具
体
的
な
実
践
を
展
開
し
て
い
る
。

　

四　

生
徒
指
導
の
充
実

　　

１　

少
年
非
行
の
状
況

　

延
岡
市
の
各
学
校
で
は
、
社
会
環
境
の
変
化
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
か
ら
、
家
庭
の
在
り
方
、
基
本
的
生
活
習
慣
や
マ
ナ
ー
、

善
悪
の
判
断
な
ど
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
組
織
的
、
計
画
的
に

生
徒
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
特
に
い
じ
め
、
不
登
校
、
問
題
行
動
、
そ
の
他
児
童
生
徒
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
や
地
域

社
会
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し
た
生
徒
指
導
を
推
進
し
て
き
た
。
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ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
「
こ
こ
ろ

の
教
育
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
指
導
・
相

談
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
オ
ア
シ
ス
教
室
で
の
指
導
・
援
助
、
な
ら
び
に
関
係

機
関
団
体
等
と
連
携
し
た
指
導
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
市
に
お
け
る
青
少
年
の
学
職
別
年
次
別
推
移
状
況
は
、
下
の
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

２　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
オ
ア
シ
ス
教
室
（
市
適
応
指
導
教
室
）

　

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
「
不
登
校
は
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ

り
う
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
学
校
や
家
庭
・
地
域
お
よ
び
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
度
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
オ
ア
シ

ス
教
室
を
設
置
し
て
、
指
導
・
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
、
学
校
へ
の
不
適

応
児
童
生
徒
の
対
応
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

結
果
と
し
て
、
オ
ア
シ
ス
教
室
で
の
生
活
で
人
間
関
係
の
築
き
方
を
学
ん

だ
り
、
学
力
を
つ
け
て
進
学
の
意
志
が
芽
生
え
た
り
し
て
、
学
校
復
帰
を
果

た
す
児
童
生
徒
も
少
な
く
な
い
。

　
　

⑴　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
オ
ア
シ
ス
教
室
の
目
的
は
、
不
登
校
の
児
童
生

　
　
　

徒
に
対
し
て
、
指
導
援
助
を
行
い
、
当
該
児
童
生
徒
が
正
常
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
不
登
校

　
　
　

の
事
態
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

表　学職別年次別推移表 （単位：人）
年次別

学職別 平成20 21 22 23

総 数 673
（124）

358
（66）

437
（102）

462
（86）

　

学

生

生

徒
　

小 学 生 ― 1 2
（1） ―

中 学 生 68
（11）

80
（17）

87
（28）

65
（20）

高 校 生 291
（62）

135
（28）

149
（38）

150
（26）

そ の 他 27
（10）

1 8
（１）

3
（１）

計 386
（83）

217
（45）

246
（68）

218
（47）

有 職 少 年 141
（8）

52
（7）

70
（10）

117
（8）

無 職 少 年 146
（33）

89
（14）

121
（24）

127
（31）

（注）（　　）内は女子で内数 （資料：延岡警察署）
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⑵　

指
導
援
助
の
方
針
は
、
当
該
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
心
の
動
き
を
大
事
に
し
、
小
集
団
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

　
　
　

通
し
て
、成
就
感
や
充
実
感
を
味
わ
わ
せ
た
り
、自
信
や
適
応
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

⑶　

登
校
し
よ
う
と
い
う
意
思
を
も
ち
な
が
ら
も
、
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
の
悩
み
を
理
解
し
、
優
し
く
手
を
さ
し
の
べ
て

　
　
　

支
援
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
オ
ア
シ
ス
教
室
」
と
し
た
。

　
　

⑷　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
オ
ア
シ
ス
教
室
の
業
務
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
学
校
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
携
、
教
育

　
　
　

相
談
、
適
応
指
導
、
学
習
指
導
な
ら
び
に
そ
の
他
の
不
登
校
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

　
　

⑸　

設
置
場
所
は
、
延
岡
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
内
（
東
本
小
路
）
で
あ
る
。

五　

中
学
生
の
進
路

　　

延
岡
市
に
お
け
る
中
学
生
の
進
路
別
卒
業
者
数
の
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表　中学生の進路別卒業者数・総括表（平成23年度） （単位：人）

性　別
区　分 男 女 計 割合

（％）
　 卒 業 者 総 数 　 725 639 1,364 −

高等学校及び 
高等専門学校 
へ の 進 学 者

県内高 
等学校

全 日 制
県 立 503 440 943 69.1
私 立 156 159 315 23.1

定 時 制 24 19 43 3.2

単位制
定時制

昼 − − − −
夜 − − − −

土・日 − − − −
通 信 制 5 3 8 0.6

県外高 
等学校

全 日 制 13 4 17 1.2
定 時 制 ・ 通 信 制 − − − −

高 等 専 門 学 校 3 1 4 0.3
計 704 626 1,330 97.5

就 職 進 学 者
県内の定時制・通信制高等学校 1 − 1 0.1
県外の定時制・通信制高等学校 − − − −

計 1 − 1 0.1

特 別 支 援 
諸学校進学者

県 内 の 特 別 支 援 学 校 3 3 6 0.4
県 外 の 特 別 支 援 学 校 − − − −

計 3 3 6 0.4

そ の 他 の 
進 学 者

専 修 学 校 ・ 各 種 学 校
各 種 訓 練 校 等 そ の 他

県 内 4 1 5 0.4
県 外 − − − −

計 4 1 5 0.4

就 職 者
（家事従事者を含む。就職進学

者は除く。）

県 内 3 3 6 0.4
県 外 − − − −

計 3 3 6 0.4
無職　・　その他 10 6 16 1.2

平成24年３月末現在 （資料：延岡市教育委員会学校教育課）
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六　

人
権
・
同
和
教
育

　

１　

学
校
に
お
け
る
人
権
・
同
和
教
育

　

学
校
に
お
け
る
人
権
・
同
和
教
育
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
が
人
権
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
を
深
め
、
人
権
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
全
教
育
活
動
を
通
し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
人
権
尊
重
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、
人
権
尊
重

に
関
す
る
望
ま
し
い
価
値
観
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
の
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

延
岡
市
は
、昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
「
延
岡
市
学
校
同
和
教
育
推
進
実
行
委
員
会
」
を
設
立
、平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

に
「
延
岡
市
学
校
人
権
・
同
和
教
育
推
進
実
行
委
員
会
」
と
改
称
し
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
等
で
の
人
権
・
同
和
教
育
に
関

す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
一
貫
し
た
研
修
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
四
人
の
学
習
指
導
等
支
援
教
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
延
岡
地
区
同
和
教
育
研
究
協
議
会
と
も
連
携
し
、

各
学
校
の
人
権
・
同
和
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に
人
権
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
真
に
差
別
を
な
く
し
て

い
く
意
思
と
実
践
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　

⑴　

人
権
・
同
和
問
題
の
基
本
的
認
識
に
か
か
わ
る
校
内
研
修
や
児
童
生
徒
お
よ
び
教
職
員
の
意
識
・
実
態
を
ふ
ま
え
た
社
会

　
　
　

科
に
お
け
る
人
権
・
同
和
問
題
の
教
材
研
究
な
ら
び
に
実
践
化
の
推
進
に
努
め
る
。

　
　

⑵　

各
種
研
修
会
で
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
の
教
職
員
相
互
の
交
流
を
図
り
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
幼
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児
期
か
ら
の
系
統
的
な
教
育
に
努
め
る
。

　
　

⑶　

人
権
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
認
識
を
深
め
る
た
め
、
教
職
員
の
研
修
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　
　
　
　

本
市
は
、
人
権
・
同
和
問
題
の
解
決
を
図
る
教
育
実
践
を
中
核
と
す
る
人
権
・
同
和
教
育
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

　
　
　

な
く
し
て
い
く
道
筋
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
本
市
教
職
員
な

　
　
　

ら
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
反
差
別
・
人
権
確
立
の
歩
み
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

七　

財
団
法
人
延
岡
市
育
英
会

　

１　

奨
学
規
程
の
改
正　

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
、
奨
学
規
程
の
一
部
を
変
更
し
、
専
修
学
校
を
奨
学
資
金
貸
与
対
象
校
に
加
え
、
二
十
年

（
二
〇
〇
八
）
四
月
か
ら
貸
与
額
を
高
等
学
校
等
奨
学
生
に
月
額
一
万
五
〇
〇
〇
円
、
大
学
等
奨
学
生
に
同
二
万
五
〇
〇
〇
円
と
増

額
し
た
。

　

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月
の
北
方
町
お
よ
び
北
浦
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
本
市
と
二
町
の
奨
学
制
度
を
統
合
し
た
。
ま
た
、

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
の
北
川
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
こ
れ
に
同
町
の
奨
学
制
度
を
統
合
し
た
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

三
月
現
在
で
、
こ
れ
ま
で
こ
の
制
度
を
活
用
し
た
奨
学
生
は
、
高
等
学
校
等
奨
学
生
四
四
八
人
、
大
学
等
奨
学
生
八
一
七
人
の
計

一
二
六
五
人
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、貸
与
中
の
奨
学
生
は
、高
等
学
校
等
奨
学
生
三
五
人
、大
学
等
奨
学
生
五
四
人
の
計
八
九
人
で
あ
る
。

　

な
お
、
財
産
は
、
二
十
四
年
三
月
末
現
在
で
、
基
本
財
産
三
〇
〇
万
円
、
運
用
財
産
二
億
四
五
六
〇
万
円
で
、
総
財
産
は

二
億
四
八
六
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。



ー 544ー

第 5 編　教育と文化の振興

　　

第
三
節
　
学	

校	

保	

健

　

一　

児
童
生
徒
・
教
職
員
の
健
康
管
理

　　

１　

児
童
生
徒
の
健
康
管
理

　

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
定
期
の
健
康
診
断
は
、
数
次
に
わ
た
る
法
改
正
を
経
て
、
そ
の
内
容
は
年
ご
と
に
充
実
し
て
き
た
。

　

戦
後
約
一
〇
年
間
は
、
感
染
症
の
早
期
発
見
や
治
療
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
公
衆
衛
生
施
策
の
徹
底
や
生
活
環
境

が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
感
染
症
は
激
減
し
て
い
る
。

　

代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
が
近
視
・
う
歯
（
虫
歯
）・
小
児
肥
満
・
ア
レ
ル
ギ
ー
症
等
の
非
感
染
性
疾
患
の
増
加
で
あ
り
、
延
岡
市

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
健
康
診
断
の
内
容
も
、
感
染
症
以
外
の
疾
病
、
異
常
の
発
見
に
重
点
が
移
り
つ
つ
あ
る
。

　

本
市
で
は
独
自
に
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
度
か
ら
小
学
校
五
年
生
・
中
学
校
二
年
生
の
全
員
を
対
象
に
脊
柱
側
彎
症
検

査
を
、
ま
た
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
度
か
ら
は
中
学
校
の
全
員
を
対
象
に
貧
血
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
る
。

　

２　

教
職
員
の
健
康
管
理

　

教
職
員
の
健
康
管
理
は
、
長
い
間
結
核
健
診
が
主
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）「
労
働
安
全
衛
生
法
」
の
改
正
に
伴
い
、

「
学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則
」
も
一
部
改
正
さ
れ
、
教
職
員
の
健
康
診
断
項
目
に
も
新
し
い
検
査
項
目
が
加
え
ら
れ
た
。
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急
増
す
る
生
活
習
慣
病
の
対
策
が
そ
の
主
眼
と
な
っ
て
い
る
が
、
心
電
図
・
胃
検
診
・
肝
機
能
検
査
等
が
加
わ
り
、
医
療
機
関
の

協
力
を
得
て
、
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
健
康
診
断
に
よ
り
疾
病
の
早
期
発
見
は
も
と
よ
り
、健
康
管
理
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
ど
、そ
の
効
果
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。

　

３　

延
岡
市
学
校
保
健
会

　

延
岡
市
学
校
保
健
会
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
度
よ
り
学
校
医
・
学
校
歯
科
医
・
学
校
薬
剤
師
ら
の
学
校
保
健
に
関
す

る
専
門
家
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
保
健
管
理
に
関
す
る
調
査
や
研
究
、
学
校
現

場
が
当
面
す
る
課
題
の
検
討
な
ど
学
校
保
健
の
充
実
・
向
上
に
努
め
、
各
部
会
が
連
帯
を
図
り
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
活
動
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
学
校
保
健
研
究
大
会
は
、
当
初
よ
り
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
で

六
〇
回
を
迎
え
る
。

二　

児
童
生
徒
の
体
位

　

１　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
に
お
け
る
延
岡
市
児
童
生
徒
の
体
位
の
平
均
と
、
県
・
全
国
平
均
と
の
比
較
は
、
次
の
表

１
・
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表
１

　
児

童
生

徒
の

体
位

（
男

子
）

（
全

国
・

県
と

の
比

較
）

性
別

測
定

項
目

身
　

　
　

長
（

㎝
）

体
　

　
　

重
（

㎏
）

座
　

　
　

高
（

㎝
）

年
齢

・比
較

年
齢

延
岡

市
宮

崎
県

全
国

延
岡

市
宮

崎
県

全
国

延
岡

市
宮

崎
県

全
国

学
校

別
　男子　

　小学校　

6
116.7

116.4 
116.6 

21.4 
21.3 

21.3 
65.0 

64.6 
64.9 

7
122.6

121.8 
122.6 

24.8 
23.9 

24.0 
68.4 

67.3 
67.7 

8
127.4

128.0 
128.2 

26.9 
27.6 

27.0 
69.7 

70.3 
70.2 

9
133.1

133.1 
133.5 

30.4 
30.0 

30.3 
72.6 

72.3 
72.6 

10
138.3

138.4 
138.8 

34.1 
34.1 

33.8 
74.4 

74.5 
74.9 

11
145.6 

144.8 
145.0 

39.6 
38.5 

38.0 
77.8 

77.6 
77.6 

　中学校　

12
151.9 

151.7 
152.3 

45.5 
44.0 

43.8 
81.0 

80.8 
81.2 

13
158.4 

159.1 
159.6 

49.5 
49.2 

49.0 
83.1 

84.6 
84.9 

14
163.5 

164.1 
165.1 

56.0 
54.4 

54.2 
87.4 

87.4 
88.1 

平
成
23年

度
現
在

（
資
料
：
延
岡
市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
）



ー 547ー

第２章　学校教育

表
２

　
同

（
女

子
）

性
別

測
定

項
目

身
　

　
　

長
（

㎝
）

体
　

　
　

重
（

㎏
）

座
　

　
　

高
（

㎝
）

年
齢

・比
較

年
齢

延
岡

市
宮

崎
県

全
国

延
岡

市
宮

崎
県

全
国

延
岡

市
宮

崎
県

全
国

学
校

別
　女子　

　小学校　

6
115.2

115.0 
115.6 

20.5 
20.6 

20.8 
63.9 

64.0 
64.4 

7
121.3

120.9 
121.6 

23.4 
23.4 

23.4 
67.0 

66.9 
67.2 

8
128.5

127.3 
127.4 

26.8 
26.3 

26.4 
70.3 

69.9 
69.9 

9
133.9

133.9 
133.5 

30.0 
30.5 

29.8 
72.9 

72.8 
72.7 

10
136.8

140.0 
140.2 

33.1 
34.1 

34.0 
74.3 

75.9 
75.9 

11
147.7 

146.9 
146.7 

39.7 
39.6 

38.8 
80.1 

79.5 
79.2 

　中学校　

12
151.8 

151.5 
151.9 

45.6 
44.8 

43.6 
82.5 

81.9 
82.1 

13
154.6 

154.1 
155.0 

48.1 
47.2 

47.1 
82.9 

83.4 
83.9 

14
156.0 

155.7 
156.6 

50.4 
50.7 

49.9 
84.7 

84.5 
84.9 

平
成
23年

度
現
在

（
資
料
：
延
岡
市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
）
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三　

延
岡
市
学
校
保
健
会
歴
代
会
長

　
平
成　

十
六
年
度　

二
十
二
代　

井　

出　
　
　

稔
（
学
校
医
）

　
　
　

十
七
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　

十
八
年
度　

二
十
三
代　

津
野
田　

兼　

吾
（
学
校
歯
科
医
）

　
　
　

十
九
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　

二
十
年
度　

二
十
四
代　

田　

中　

俊　

一
（
学
校
薬
剤
師
）

　
　

二
十
一
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

二
十
二
年
度　

二
十
五
代　

江　

崎　
　
　

豊
（
学
校
医
）

　
　

二
十
三
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

二
十
四
年
度　

二
十
六
代　

赤　

坂　

彦
四
郎
（
学
校
歯
科
医
）

四　

学
校
保
健
教
育
功
労
全
国
表
彰
者

　
平
成　

十
五
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

佐　

井　

勇
二
郎
（
学
校
医
）

　
　
　

十
六
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

井　

出　

康　

雄
（
学
校
医
）

　
　
　

十
六
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

四　

倉　

襄　

一
（
学
校
歯
科
医
）
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十
七
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

中
元
寺　

昌　

俊
（
学
校
医
）

　
　
　

十
七
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

川　

並　

洋　

子
（
学
校
薬
剤
師
）

　
　
　

十
八
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

延
岡
市
立
恒
富
中
学
校
（
学
校
安
全
）

　
　
　

二
十
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

延
岡
市
立
延
岡
小
学
校
（
学
校
安
全
）

　
　

二
十
二
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

萩　

原　

武　

雄
（
学
校
医
）

　
　

二
十
三
年
度　

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

倉　

澤　

教　

昭
（
学
校
薬
剤
師
）

第
四
節
　
学
校
等
一
覧

一　

幼　

稚　

園

　

１　

市
立
幼
稚
園
・
私
立
幼
稚
園
の
園
児
数
、
学
級
数
等
の
状
況
は
、
次
の
表
１
・
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表１　市立幼稚園

　 園 名 　 　 所 在 地 　
園児数（人）

学級数 教諭数
（人）男 女 計

南 幼 稚 園 平原町２丁目825番地 13 8 21 1 3

西 階 幼 稚 園 野田３丁目14番地１
４歳児 26 32 58

4 5
５歳児 26 37 63

北 方 幼 稚 園 北方町川水流卯965番地
４歳児 1 2 3

1 2
５歳児 1 3 4

北 浦 幼 稚 園 北浦町古江1915番地 ※平成24年度休園

延 岡 市 幼 児
こ と ば の 教 室 愛宕町１丁目１番地１ 2

計 67 82 149 6 12

平成24年５月１日現在 （資料：延岡市教育委員会学校教育課）
（注）教諭数は本務者のうち主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭を計上

表２　私立幼稚園

　 園 名 　 　 所 在 地 　
園児数（人）

学級数 教諭数
（人）３歳児 ４歳児 ５歳児 計

土 々 呂 幼 稚 園 櫛津町4425番地６ 13 13 23 49 4 6

一 つ 岡 幼 稚 園 北一ケ岡２丁目９番１号 12 29 31 72 4 7

一 ツ 岡 南 幼 稚 園 南一ケ岡２丁目14番１号 54 64 61 179 7 11

聖 心 ウ ル ス ラ
学 園 付 属 幼 稚 園 緑ケ丘３丁目７番21号 26 27 23 76 4 6

東 幼 稚 園 卸本町７番24号 55 69 90 214 9 15

城 山 幼 稚 園 東本小路４番地９ 28 24 20 72 4 4

わ か 葉 幼 稚 園 北町２丁目１番地３ 19 35 33 87 4 6

延 岡 カ ト リ ッ ク
幼 稚 園 須崎町４番地２ 18 23 21 62 4 6

えほんの森幼稚園 昭和町２丁目105番地 18 11 17 46 4 6

延 岡 望 幼 稚 園 中川原町２丁目4704番地６ 27 45 31 103 6 10

東 海 幼 稚 園 稲葉崎町２丁目2428番地１ 45 55 64 164 7 10

川 島 幼 稚 園 川島町3851番地 11 30 21 62 3 7

計 326 425 435 1,186 60 94

平成24年５月１日現在 （資料：延岡市教育委員会学校教育課）
（注）教諭数は本務者のうち主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭を計上
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二　

小　

学　

校

　

１　

市
立
小
学
校　

　

北
方
町
・
北
浦
町
・
北
川
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
一
一
校
増
加
し
た
が
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
校
を
統
合
し
、
二
十
四

年
（
二
〇
一
二
）
度
現
在
、
分
校
を
含
め
三
一
校
と
な
っ
た
。

　

２　

私
立
小
学
校

　
　

⑴　
「
学
校
法
人
延
岡
学
園
」
尚
学
館
小
学
校
（
大
峡
町
）

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
に
、「
学
校
法
人
延
岡
学
園
」
尚
学
館
小
学
校
が
、
宮
崎
県
内
で
初
め
て
の
私
立
小
学
校
と
し

て
開
校
し
た
。「
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
な
が
ら
、
個
性
を
大
事
に
し
、
複
雑
に
進
む
社
会
に
適
応
で
き
る
質
の
高
い
教
育
を
実
現

す
る
」
を
教
育
方
針
と
し
、
三
年
（
一
九
九
一
）
に
開
校
し
た
尚
学
館
中
学
校
と
連
携
し
、
質
の
高
い
授
業
に
対
し
て
意
欲
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
児
童
を
育
成
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
、
入
学
児
一
五
人
で
全
学
年
が
揃
っ
た
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
五
月
一
日
現
在
の
児
童
数
は
、

総
計
七
三
人
、
学
級
数
は
、
各
学
年
一
学
級
の
計
六
学
級
で
あ
る
。

　

な
お
、
小
学
校
児
童
数
・
学
級
数
お
よ
び
校
地
保
有
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表　小学校児童数・学級数および校地保有状況
市立小学校

学　校　名 所　在　地 児童数 
（人） 学級数

校地面積（㎡）
建物敷 運動場 その他 計

延 岡 小 学 校 大貫町１丁目3000番地 449 17 (2) 14,229 11,083 − 25,312
岡 富 小 学 校 高千穂通3830番地 427 15 (2) 8,996 10,381 − 19,377
旭 小 学 校 中川原町２丁目4623番地 480 19 (2) 18,742 7,975 − 26,717
恒 富 小 学 校 愛宕町１丁目１番地１ 258 12 (2) 10,430 11,147 − 21,577
西 小 学 校 古城町２丁目９番地９ 360 14 (2) 5,840 6,863 − 12,703
南 小 学 校 平原町２丁目825番地１ 702 25 (3) 9,612 7,900 − 17,512
緑ケ丘小学校 緑ケ丘４丁目11番１号 296 13 (2) 6,212 6,730 − 12,942
東 小 学 校 出北５丁目12番１号 638 22 (2) 12,982 10,455 − 23,437
方 財 小 学 校 方財町18番地２ 58 5 − 2,293 3,532 203 6,028
東 海 小 学 校 稲葉崎町１丁目1703番地 431 16 (2) 11,032 11,328 − 22,360
川 島 小 学 校 川島町2770番地イ 164 6 − 4,408 7,047 − 11,455
港 小 学 校 東海町182番地 17 3 − 5,392 3,188 406 8,986
黒 岩 小 学 校 大野町744番地２ 26 4 − 3,325 4,728 16 8,069
土々呂小学校 土々呂町１丁目276番地 335 14 (2) 13,150 14,362 − 27,512
名 水 小 学 校 鯛名町545番地 39 5 (1) 3,381 8,138 − 11,519
南 方 小 学 校 野田３丁目14番地２ 784 27 (2) 10,155 13,538 − 23,693
上南方小学校 細見町2971番地13 121 7 (1) 18,054 7,507 − 25,561
熊野江小学校 熊野江町2600番地２ 10 3 − 2,721 2,818 470 6,009
島野浦小学校 島浦町14番地７ 43 4 − 4,556 2,806 498 7,860
浦 城 小 学 校 浦城町346番地イ 9 3 − 2,738 3,181 818 6,737
一ケ岡小学校 南一ケ岡２丁目17番１号 362 14 (2) 14,098 13,635 − 27,733
伊 形 小 学 校 伊形町5700番地 337 13 (1) 12,253 8,353 14,565 35,171
東海東小学校 柚の木田町2332番地 347 14 (2) 13,000 11,182 3,708 27,890
北 方 小 学 校 北方町川水流卯965番地 146 8 (2) 12,648 10,434 1,039 24,121
城 小 学 校 北方町早上巳1664番地 20 3 − 2,670 2,682 924 6,276
美々地小学校 北方町美々地未985番地 19 3 − 5,518 4,371 1,650 11,539
三 椪 小 学 校 北方町板下戌465番地 21 4 (1) 2,634 4,288 3,383 10,305
北 浦 小 学 校 北浦町古江1915番地 160 8 (2) 6,378 3,485 11,645 21,508
宮 野 浦 分 校 北浦町宮野浦1801番地 10 2 − 1,631 1,392 97 3,120
三川内小学校 北浦町三川内2761番地 23 4 (1) 6,325 7,283 3,005 16,613
北 川 小 学 校 北川町長井4514番地 163 7 (1) 5,636 4,043 9,891 19,570

計 7,255 314 (37) 251,039 225,855 52,318 529,212
平成24年５月１日現在 （資料：延岡市教育委員会）
（注）学級数欄（　）は特別支援学級の内数

私立小学校

学　校　名 所　在　地 児童数 
（人） 学級数

校地面積（㎡）
建物敷 運動場 その他 計

尚学館小学校 大峡町7820番地 73 6 − − − −
平成24年５月１日現在 （資料：尚学館小学校）

（注）校地は、延岡学園高校および尚学館中学校と併設
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三　

中　

学　

校

　　

１　

市
立
中
学
校

　

北
方
町
・
北
浦
町
・
北
川
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
四
校
増
加
し
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
現
在
、
一
七
校
と
な
っ
た
。

　

２　

私
立
中
学
校

　
　

⑴　

延
岡
学
園
尚
学
館
中
学
校
（
大
峡
町
）

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
四
月
学
校
法
人
延
岡
学
園
が
「
尚
学
館
中
学
校
」
を
開
校
し
た
。
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
に
、
生
徒
の
能
力
・
資
質
・
特
性
を
尊
重
し
、
弾
力
的
な
教
育
課
程
の
編
成
と
運
用
を
行
い
、
六
カ
年
の
中
高
一
貫
教
育
を
系

統
的
・
合
理
的
に
実
践
し
て
い
る
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
三
月
第
十
六
期
生
を
送
り
出
し
、
卒
業
生
は
七
九
六
人
と
な
る
。
卒

業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
に
進
学
し
て
お
り
、
有
名
国
立
大
学
、
有
名
私
立
大
学
、
難
関
の
医
学
部
医
学
科
な
ど
に
多
数
合
格
者
を

輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
部
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
県
大
会
で
数

回
優
勝
し
て
い
る
。
な
お
二
十
四
年
五
月
一
日
現
在
の
生
徒
数
は
総
計
三
二
九
人
、
学
級
数
は
一
一
学
級
で
あ
る
。

　
　

⑵　

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
聡
明
中
学
校
（
緑
ヶ
丘
）

　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
、
学
校
法
人
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
に
併
設
型
の
六
年
制
中
高
一
貫
校
「
聖
心
ウ
ル
ス

ラ
学
園
聡
明
中
学
校
」
を
開
校
し
た
。
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
、
高
等
部
を
開
設
し
、
現
在
に
至
る
。
本
校
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
精
神
で
あ
る
「
心
の
教
育
」
を
根
底
に
、「
確
か
な
学
力
」
お
よ
び
「
健
全
な
体
」
を
育
む
と
と
も
に
、小
規
模
校
の
特
徴
を
生
か
し
、

き
め
細
か
な
指
導
の
も
と
、
教
育
の
質
的
な
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
進
路
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
修
学
旅
行
お
よ
び
英
語
合
宿
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
中
学
校
生
徒
数
・
学
級
数
お
よ
び
校
地
保
有
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表　中学校生徒数・学級数および校地保有状況
市立中学校

学　校　名 所　在　地 生徒数 
（人） 学級数

校地面積（㎡）

建物敷 運動場 その他 計

延 岡 中 学 校 浜砂１丁目６番１号 322 12 (2) 10,679 13,041 − 23,720

恒 富 中 学 校 古城町４丁目149番地 290 11 (2) 6,716 12,552 − 19,268

岡 富 中 学 校 本小路75番地２ 430 15 (2) 7,987 6,718 − 14,705

旭 中 学 校 富美山町298番地１ 227 8 (1) 12,723 10,461 − 23,184

西 階 中 学 校 西階町１丁目4042番地３ 411 14 (2) 16,697 6,092 828 23,617

南 中 学 校 緑ケ丘３丁目６番１号 575 18 (2) 9,893 12,161 102 22,156

東 海 中 学 校 無鹿町１丁目2218番地１ 528 16 (2) 14,804 9,712 955 25,471

土々呂中学校 松原町３丁目8933番地１ 552 18 (2) 14,261 17,514 208 31,983

黒 岩 中 学 校 大野町750番地イ 13 3 − 4,834 9,600 548 14,982

南 方 中 学 校 細見町2994番地 65 4 (1) 5,672 12,345 − 18,017

熊野江中学校 熊野江町2511番地１ 4 1 − 3,210 6,322 1,629 11,161

浦 城 中 学 校 浦城町36番地ロ 11 2 − 2,666 4,472 1,504 8,642

島野浦中学校 島浦町322番地４ 31 3 − 4,967 2,005 928 7,900

北 方 中 学 校 北方町川水流卯972番地 90 4 (1) 10,564 14,585 3,625 28,774

北 浦 中 学 校 北浦町古江2270番地 117 5 (1) 12,687 12,135 612 25,434

三川内中学校 北浦町三川内2787番地 18 4 (1) 6,266 2,185 6,015 14,466

北 川 中 学 校 北川町川内名7248番地 104 4 (1) 8,517 9,765 563 18,845

計 3,788 142 (20) 153,143 161,665 17,517 332,325

平成24年５月１日現在 （資料：延岡市教育委員会）
（注）学級数欄（　）は特別支援学級の内数

私立中学校

学　校　名 所　在　地 生徒数 
（人） 学級数

校地面積（㎡）

建物敷 運動場 その他 計

尚学館中学校 大峡町7820番地 170 6 − − − −

聡 明 中 学 校 緑ケ丘３丁目７番21号 65 3 1,444 − − 1,444

平成24年５月１日現在 （資料：尚学館中学校・聡明中学校）
（注１）尚学館中学校の生徒数は、高等部を含まない。校地は、延岡学園高校と併設
（注２）聡明中学校の生徒数は、高等部を含まない。運動場は、聖心ウルスラ学園高校と共有
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四　

高 

等 

学 

校

　

１　

県
立
高
等
学
校

　
　

⑴　

県
立
延
岡
高
等
学
校
（
古
城
町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
三
月
、
宮
崎
県
立
延
岡
中
学
校
と
し
て
創
立
が
認
可
さ
れ
、
同
年
五
月
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
式
を
挙
行
す
る
。
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
新
制
の
延
岡
恒
富
高
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
お
よ
び
延
岡
岡
富
高
等
学
校
と
な
っ
た
が
、
翌
年
統
合
さ
れ
延
岡
恒
富
高
等
学
校
と
な
る
。
三
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
（
一
九
五
九
）
に
、
延
岡
高
等
学
校
と
改
称
し
、
現
在
に
至
る
。

平
成　

十
五
年　

四
月　

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
普
通
科
が
一
学
級
減
と
な
り
、
六
学
級
（
う
ち
理
数
コ
ー
ス
二
学
級
）
と
な
る
。

　
　
　

十
六
年　

四
月　

校
長
宮
川
直
臣
が
退
職
の
た
め
、
都
農
高
等
学
校
校
長
岩
﨑
健
一
郎
が
第
二
十
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
七
年　

四
月　

普
通
科
四
学
級
（
定
員
一
六
〇
人
）・
理
数
科
二
学
級
（
定
員
八
〇
人
）
と
な
る
。

　
　
　

十
八
年　
四
月　

校
長
岩
﨑
健
一
郎
が
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
転
任
の
た
め
、
宮
崎
南
養
護
学
校
校
長
佐
々
木
逸
夫
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
一
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

二
十
年　

四
月　

校
長
佐
々
木
逸
夫
が
宮
崎
南
高
等
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
福
島
高
等
学
校
校
長
伊
東
順
夫
が
第
二
十
二
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
長
と
し
て
着
任

　
　

二
十
一
年　

十
月　

創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
提
灯
行
列
を
行
う
。

　
　

二
十
二
年　

四
月　

校
長
伊
東
順
夫
が
退
職
の
た
め
、
大
宮
高
等
学
校
副
校
長
佐
藤
則
夫
が
第
二
十
三
代
校
長
と
し
て
着
任
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二
十
三
年　

四
月　

理
数
科
を
改
編
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
二
学
級
を
設
置
す
る
。

　

旧
制
延
岡
中
学
校
・
延
岡
高
等
女
学
校
以
来
の
伝
統
を
継
承
し
、
校
訓
「
剛
健
・
自
治
・
信
愛
」
の
具
現
化
を
図
り
、
教
職
員
の

「
あ
つ
い
（
熱
い
・
厚
い
・
篤
い
）
指
導
」
の
も
と
、
自
ら
の
可
能
性
に
常
に
挑
戦
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
く
ま
し
い
人
材
の
育

成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
設
置
さ
れ
た
普
通
科
理
数
コ
ー
ス
二
ク
ラ
ス
（
定
員
八
〇
人
）
は
、十
七
年
（
二

〇
〇
五
）
に
理
数
科
に
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
科
に
改
編
さ
れ
た
。
同
学
科
は
、
地
域
の
課
題

（
医
師
確
保
を
中
心
と
す
る
医
療
体
制
の
整
備
）
お
よ
び
地
域
の
特
質
（
県
内
一
の
工
業
集
積
地
、
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー
構
想
）
に

対
応
す
る
た
め
に
、
そ
の
目
標
を
学
科
名
に
明
確
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

⑵　

県
立
延
岡
西
高
等
学
校
（
野
地
町
）（
閉　

校
）

沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
四
月
、
宮
崎
県
立
延
岡
西
高
等
学
校
と
し
て
創
立
し
、
延
岡
高
等
学
校
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
六
月
に
野
地
町
へ
移
転
す
る
。
四
十
年
（
一
九
六
五
）
四
月
に
は
、
全
学
年
体
制
が
整
い
高
等
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
に
努
め
た
が
、
県
立
延
岡
星
雲
高
等
学
校
が
創
立
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
閉
校
と
な
る
。

平
成　

十
四
年　

三
月　

準
校
旗
を
制
定
し
、「
智
恵
・
美
徳
・
健
康
・
愛
校
・
自
立
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。

　
　
　

十
五
年　

四
月　

校
長
黒
木
勝
範
が
退
職
の
た
め
、
県
立
小
林
高
等
学
校
教
頭
河
野
包
が
第
十
二
代
校
長
と
し
て
着
任
。
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
科
学
省
の
研
究
校
と
し
て
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
度
ま
で
指
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

十
一
月　

県
教
育
委
員
会
が
延
岡
地
区
普
通
科
再
編
整
備
に
つ
い
て
、
十
七
年
度
か
ら
本
校
と
延
岡
東
高
等
学
校
の
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生
徒
募
集
を
停
止
し
、
新
高
校
を
設
置
し
生
徒
募
集
を
行
う
こ
と
を
発
表
す
る
。

　
　
　

十
七
年　

二
月　

学
校
法
人
高
梁
学
園
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
す
る
。

　
　
　

十
九
年　

三
月　

第
四
十
二
回
卒
業
式
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閉
校
式
典
を
挙
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
長
河
野
包
が
県
立
高
鍋
高
等
学
校
へ
転
任
す
る
。

　

本
市
二
校
目
の
県
立
普
通
科
高
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
本
校
は
、
哲
学
者
カ
ン
ト
の
崇
高
な
理
念
「
自
立
・
人
間
尊
重
・
世
界
平

和
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
四
四
年
に
わ
た
っ
て
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
近
年
の
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
県
立
延
岡
東
高
等

学
校
と
再
編
統
合
し
、
新
設
の
県
立
延
岡
星
雲
高
等
学
校
と
し
て
活
動
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑶　

県
立
延
岡
東
高
等
学
校
（
牧　

町
）（
閉　

校
）

沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
一
月
に
宮
崎
県
立
延
岡
東
高
等
学
校
と
し
て
創
立
し
、
高
校
教
育
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
努
め
た
が
、
延
岡
星
雲
高
等
学
校
が
創
立
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
と
な
る
。

平
成　

十
五
年
十
一
月　

県
教
育
委
員
会
が
、
延
岡
地
区
普
通
科
再
編
整
備
に
つ
い
て
発
表
し
、
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
度
か
ら
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
の
生
徒
募
集
を
停
止
し
、
延
岡
東
高
等
学
校
内
に
新
設
校
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　

十
六
年　

四
月　

校
長
荒
木
正
昭
が
退
職
の
た
め
、
県
立
門
川
農
業
高
等
学
校
長
池
上
和
文
が
第
十
二
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
七
年　

六
月　

県
教
育
委
員
会
か
ら
「
学
力
向
上
推
進
モ
デ
ル
校
」
の
指
定
を
受
け
る
。

　
　
　

十
九
年　

三
月　

第
二
十
八
回
卒
業
式
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閉
校
式
典
を
挙
行
す
る
。
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本
市
三
校
目
の
県
立
普
通
科
高
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
本
校
は
、「
努
力
・
清
心
・
創
造
」
を
校
訓
と
し
、
旭
日
の
勢
い
を
示
す

東
雲
を
象
徴
と
し
て
三
〇
年
に
わ
た
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
近
年
の
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
県
立
延
岡
西
高
等
学
校
と
再

編
統
合
し
、
新
設
の
県
立
延
岡
星
雲
高
等
学
校
と
し
て
そ
の
活
動
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑷　

県
立
延
岡
星
雲
高
等
学
校
（
牧　

町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
延
岡
西
高
等
学
校
お
よ
び
延
岡
東
高
等
学
校
を
統
合
し
、
宮
崎
県
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
岡
星
雲
高
等
学
校
と
し
て
創
立
。
普
通
科
五
学
級
（
定
数
二
〇
〇
人
）、
国
際
人
文
科
一
学
級
（
定
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
人
）
を
設
置
し
、
現
在
に
至
る
。

平
成　

十
六
年　

四
月　

延
岡
地
区
新
高
等
学
校
開
設
準
備
委
員
会
が
発
足
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

県
教
育
委
員
会
が
、
十
七
年
度
の
募
集
定
員
と
入
試
日
程
を
発
表
す
る
。

　
　
　

十
七
年　

四
月　

県
立
延
岡
東
高
等
学
校
校
長
池
上
和
文
が
初
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
校
式
お
よ
び
第
一
回
入
学
式
を
挙
行
す
る
。

　
　
　

十
八
年　

三
月　

校
歌
を
制
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　

十
一
月　

第
一
回
国
際
人
文
科
海
外
語
学
研
修
を
行
う
。

　
　
　

二
十
年　

四
月　

校
長
池
上
和
文
が
退
職
し
、
県
立
日
南
工
業
高
等
学
校
校
長
木
許
恭
三
郎
が
第
二
代
校
長
と
し
て
着
任　

　
　

二
十
二
年　

四
月　

校
長
木
許
恭
三
郎
が
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
日
南
振
徳
高
等
学
校
校
長
浜
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剛
士
が
第
三
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

県
教
育
委
員
会
が
「
国
際
人
文
科
」
か
ら
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
」
へ
の
改
称
を
発
表
す
る
。

　
　

二
十
四
年　

四
月　

校
長
浜
口
剛
士
が
退
職
の
た
め
、
県
立
延
岡
た
い
よ
う
支
援
学
校
校
長
浜
松
達
生
が
第
四
代
校
長
と
し
て
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着
任

　

本
校
は
、
県
立
延
岡
西
高
等
学
校
お
よ
び
県
立
延
岡
東
高
等
学
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、「
志
の
風
・
美
し
の
風
・
創
造
の
風
」

を
校
訓
と
し
て
、新
し
く
開
設
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
伝
統
校
で
あ
る
県
立
延
岡
高
等
学
校
と
と
も
に
、公
立
の
進
学
校
と
し
て
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
に
は
「
国
際
人
文
科
」
を
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
」
と
し
て
学
科

改
編
し
、
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　

⑸　

県
立
延
岡
商
業
高
等
学
校
（
桜
ヶ
丘
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
四
月
、
郡
立
延
岡
商
業
学
校
と
し
て
開
校
し
、
幾
多
の
校
名
変
更
・
変
遷
を
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
現
在
地
に
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
、
宮
崎
県
立
延
岡
商
業
高
等
学
校
と
し
て
創
立

平
成　

十
四
年　

九
月　

山
下
新
天
街
の
「
イ
ベ
ン
ト
工
房
」
に
出
店
し
、生
徒
の
手
に
よ
る
販
売
実
習
店
舗
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
和
」
の
経
営
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　

十
月　

文
化
祭
の
一
部
を
山
下
新
天
街
な
ど
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
行
う
「
街
中
文
化
祭
」
が
始
ま
る
。

　
　
　

十
五
年　

四
月　

校
長
河
野
眞
積
が
県
立
宮
崎
商
業
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
幹
栗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
重
隆
が
第
十
五
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
七
年　

六
月　

文
部
科
学
省
の
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
研
究
開
発
事
業
の
指
定
を
受
け
、
三
年
間
の
取
り
組
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
る
。

　
　
　

十
八
年　

四
月　

校
長
栗
山
重
隆
が
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
日
向
工
業
高
等
学
校
教
頭
赤
池
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
が
第
十
六
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
科
改
編
に
よ
り
情
報
処
理
科
二
学
級
を
募
集
停
止
し
、
経
営
情
報
科
一
学
級
を
新
設
。
商
業
科
（
二
学
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級
）、
会
計
科
（
一
学
級
）、
流
通
経
済
科
（
一
学
級
）、
経
営
情
報
科
（
一
学
級
）
の
五
学
級
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

大
韓
民
国
華
城
市
の
三
槐
高
等
学
校
と
起
業
家
教
育
に
関
す
る
研
究
開
発
協
力
校
の
協
定
を
結
ぶ
。

　
　
　

十
九
年
十
一
月　

文
部
科
学
省
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
研
究
開
発
事
業
研
究
発
表
会
を
開
催
す
る
。

　
　
　

二
十
年　

四
月　

校
長
赤
池
要
一
が
県
立
妻
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
高
鍋
高
等
学
校
教
頭
中
浦
和
博
が
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　

十
月　

大
韓
民
国
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ｏ
ｏ
１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
外
国
の
学
校
と
し
て
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
、「
敢
闘
賞
」
を
受
賞
す
る
。

　
　

二
十
一
年　

四
月　
「
楽
天
」
か
ら
「
楽
天
Ｉ
Ｔ
学
校
」
の
指
定
を
受
け
る
。

　
　

二
十
三
年　

四
月　

校
長
中
浦
和
博
が
退
職
の
た
め
、
県
立
宮
崎
西
高
等
学
校
副
校
長
北
林
信
彦
が
第
十
八
代
校
長
と
し
て
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任

　
　
　
　
　
　

十
一
月　

創
立
九
十
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
す
る
。

　

本
校
は
、「
質
実
剛
健
・
堅
忍
持
久
・
勤
労
愛
好
」を
校
訓
と
し
、産
業
人
と
し
て
の
誇
り
と
積
極
的
に
社
会
に
貢
献
す
る
気
概
を
持
っ

た
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
「
栄
光
は
君
に　

挑
戦
せ
よ
延
商
生
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
教
師
と
生
徒
が
達
成
感
・
成
就

感
を
共
有
し
、
共
に
学
び
共
に
成
長
し
て
い
く
教
育
の
場
の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
　

⑹　

県
立
延
岡
工
業
高
等
学
校
（
緑
ヶ
丘
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
校
舎
が
中
川
原
に
あ
っ
た
宮
崎
県
立
延
岡
商
業
学
校
は
、
宮
崎
県
立
延
岡
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
学
校
に
切
り
替
え
ら
れ
、
幾
多
の
校
舎
、
名
称
の
変
遷
を
経
て
、
四
十
年
（
一
九
六
五
）
四
月
に
宮
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
延
岡
工
業
高
等
学
校
と
校
名
を
改
称
し
、
現
在
に
至
る
。
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平
成　

十
四
年　

四
月　

入
学
募
集
定
員
変
更
に
よ
り
機
械
科
が
一
学
級
減
と
な
る
。

　
　
　

十
五
年　

四
月　

校
長
鮫
嶋
芳
郎
が
退
職
の
た
め
、
県
立
宮
崎
工
業
高
等
学
校
教
頭
大
迫
昭
洋
が
第
十
八
代
校
長
と
し
て
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任

　
　
　

十
六
年　

四
月　

電
気
科
・
電
子
科
を
統
合
し
て
電
気
電
子
科
と
し
て
再
編
す
る
。

　
　
　

十
七
年　

四
月　

校
長
大
迫
昭
洋
が
退
職
の
た
め
、
県
立
延
岡
第
二
高
等
学
校
長
荒
武
眞
晴
が
第
十
九
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
九
年　

四
月　

校
長
荒
武
眞
晴
が
退
職
の
た
め
、
県
立
日
向
工
業
高
等
学
校
長
松
山
孝
太
郎
が
第
二
十
代
校
長
と
し
て
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
学
工
学
科
を
環
境
科
学
シ
ス
テ
ム
科
へ
学
科
改
変
す
る
。

　
　

二
十
一
年　

四
月　

校
長
松
山
孝
太
郎
が
県
立
佐
土
原
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
延
岡
と
と
ろ
聴
覚
支
援
学
校
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
富
山
隆
志
が
第
二
十
一
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　

十
二
月　

第
四
期
日
本
の
環
境
を
守
る
若
武
者
育
成
塾（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
主
催
）の
成
果
発
表
会
に
て「
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ル
の
群
灯
工
都
を
照
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
環
境
化
学
シ
ス
テ
ム
科
が
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
。

　
　

二
十
三
年　

九
月　

土
木
科
が
、
地
元
伝
統
工
法
の
「
な
ん
ば
引
き
へ
の
挑
戦
」
に
つ
い
て
県
北
地
区
産
業
教
育
振
興
会
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
発
表
を
行
う
。

　
　

二
十
四
年　

五
月　

土
木
科
が
、
北
川
町
長
井
の
家
田
川
水
系
で
「
な
ん
ば
引
き
」
の
実
地
体
験
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
岡
市
、
旭
化
成
株
式
会
社
延
岡
支
社
、
延
岡
市
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
や
っ
ち
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ん
け
グ
ロ
ー
バ
ル
身
近
な
と
こ
ろ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
」
を
行
う
。

　

本
校
は
、
校
訓
「
立
志
・
勉
励
・
創
造
」
の
精
神
の
も
と
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な
人
材
育
成
の
た
め
に
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
を
活
か
し
、
安
心
安
全
防
災
、
キ
ャ
リ
ア
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
一
年
時
か
ら
進
路

学
習
に
取
り
組
み
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
進
路
目
標
に
応
じ
て
、
学
習
、
資
格
取
得
、
部
活
動
な
ど
を
熱
心
に
行
っ
て
お
り
、
卒
業

生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
産
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
　

⑺　

県
立
延
岡
青
朋
高
等
学
校
（
旧
県
立
延
岡
第
二
高
等
学
校
）（
平
原
町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
宮
崎
県
立
延
岡
中
学
校
に
定
時
制
夜
間
部
が
設
置
さ
れ
、
二
十
三
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
四
八
）
学
制
改
革
で
県
立
延
岡
恒
富
高
等
学
校
を
創
設
、
定
時
制
に
夜
間
部
普
通
科
・
夜
間
部
併
設
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
・
通
信
教
育
部
を
設
置
す
る
。
そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
現
在
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

移
転
、
県
立
延
岡
第
二
高
等
学
校
と
し
て
二
部
制
の
独
立
校
と
な
り
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称
を
変
更
し
、
宮
崎
県
立
延
岡
青
朋
高
等
学
校
と
な
る
。

平
成　

十
五
年　

四
月　

校
長
瀬
戸
久
夫
が
退
職
の
た
め
、
県
立
宮
崎
工
業
高
等
学
校
教
頭
荒
武
眞
晴
が
、
第
十
五
代
校
長
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

着
任

　
　
　

十
七
年　

四
月　

校
長
荒
武
眞
晴
が
県
立
延
岡
工
業
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
宮
崎
工
業
高
等
学
校
教
頭
大
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
一
が
、
第
十
六
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
八
年　

四
月　

学
校
改
組
に
と
も
な
い
校
名
を
宮
崎
県
立
延
岡
青
朋
高
等
学
校
と
改
称
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
時
制
夜
間
部
に
午
後
の
授
業
を
設
置
し
、
昼
夜
開
講
型
定
時
制
の
二
部
制
を
導
入
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
信
制
課
程
と
定
時
制
課
程
（
二
部
）
の
単
位
制
高
校
と
し
て
再
出
発
す
る
。

　
　
　

二
十
年　

四
月　

校
長
大
重
順
一
が
県
立
都
城
工
業
高
等
学
校
校
長
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
宮
崎
西
高
等
学
校
教
頭
末
廣
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
が
、
第
十
七
代
校
長
と
し
て
着
任
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二
十
三
年　

四
月　

校
長
末
廣
芳
文
が
退
職
の
た
め
、
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
教
頭
津
隈
亮
典
が
、
第
十
八
代
校
長
と
し
て
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任

　

本
校
は
、
県
内
に
二
校
あ
る
県
立
の
定
時
制
通
信
制
の
専
門
高
校
と
し
て
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
勤
労
生
徒
や
多
様
な
入
学
動
機
を

持
っ
た
幅
広
い
年
齢
層
の
生
徒
の
普
通
教
育
や
専
門
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
校
訓
と
し
て
、「
自
主
自
立
・
友
愛
協
調
・
規
律
責
任
」

を
掲
げ
、
学
ぶ
力
と
人
間
力
を
身
に
つ
け
た
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

２　

私
立
高
等
学
校

　
　

⑴　

延
岡
学
園
高
等
学
校
（
大
峡
町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

学
校
法
人
延
岡
学
園
を
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
創
立
し
、
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
校
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
岡
学
園
高
等
学
校
と
改
称
し
現
在
に
至
る
。

平
成　

十
五
年　

四
月　

校
長
佐
々
木
國
夫
が
退
任
の
た
め
、
安
藤
正
勝
が
第
九
代
校
長
と
し
て
就
任

　
　
　

十
六
年　

四
月　

普
通
科
特
別
進
学
コ
ー
ス
新
設

　
　
　

十
七
年　

五
月　

室
内
運
動
場
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
ド
ー
ム
完
成

　
　
　

十
八
年　

四
月　

校
長
安
藤
正
勝
が
退
職
の
た
め
、
田
爪
靖
が
第
十
代
校
長
と
し
て
就
任

　
　
　

十
九
年　

四
月　

校
長
田
爪
靖
が
退
職
の
た
め
、
河
野
幸
一
が
第
十
一
代
校
長
と
し
て
就
任

　
　

二
十
一
年　

四
月　

停
止
し
て
い
た
調
理
科
の
募
集
を
再
開

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

理
事
長
佐
々
木
國
夫
が
退
職
の
た
め
、
佐
々
木
雅
彦
が
第
三
代
理
事
長
と
し
て
就
任

　

建
学
の
精
神
「
自
立
心
を
養
い
有
為
な
社
会
人
を
育
て
る
」
に
の
っ
と
り
、
私
学
の
特
色
を
生
か
し
、
社
会
に
有
為
な
人
材
育
成

の
た
め
勤
勉
、
進
取
お
よ
び
礼
節
を
重
ん
じ
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
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部
活
動
も
盛
ん
で
、
野
球
部
は
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会
に
過
去
六
回
出
場
し
た
。
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
二
十
三

年
（
二
〇
一
一
）
度
に
全
国
高
等
学
校
三
大
会
（
総
体
・
国
体
・
選
抜
）
を
全
て
制
し
「
高
校
三
冠
」
を
達
成
し
、
ま
た
、
二
十
四

年
（
二
〇
一
二
）
度
も
、
全
国
高
等
学
校
二
大
会
を
制
覇
し
た
。

　
　

⑵　

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
（
緑
ヶ
丘
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

設
立
母
体
で
あ
る
「
聖
心
の
ウ
ル
ス
ラ
宣
教
女
修
道
会
」
が
、
延
岡
市
の
要
請
を
受
け
て
昭
和
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
五
）
二
月
、
学
校
法
人
緑
ヶ
丘
学
園
を
創
立
し
、
同
年
四
月
、
緑
ヶ
丘
学
園
高
等
学
校
を
開
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月
、
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
と
改
称
し
現
在
に
至
る
。

平
成　

十
五
年　

四
月　

英
語
コ
ー
ス
を
特
別
進
学
コ
ー
ス
に
、
普
通
コ
ー
ス
を
総
合
コ
ー
ス
に
改
編

　
　
　

十
六
年　

四
月　

福
祉
コ
ー
ス
を
総
合
コ
ー
ス
に
含
め
、
特
別
進
学
コ
ー
ス
と
の
二
コ
ー
ス
に
改
編

　
　
　

十
七
年　

八
月　

野
球
部
が
、
第
八
十
七
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
（
夏
の
甲
子
園
）
に
出
場

　
　
　

十
八
年　

四
月　

第
七
代
校
長
に
中
利
幸
が
就
任

　
　
　

二
十
年　

四
月　

福
祉
コ
ー
ス
を
保
育
福
祉
コ
ー
ス
に
改
編

　
　

二
十
二
年　

四
月　

第
八
代
校
長
に
牧
野
み
ど
り
が
就
任

　

本
校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ
き
、「
神
が
愛
し
た
よ
う
に
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
」
を
建
学
の
精
神
と

し
て
「
平
和
の
た
め
に
働
く
人
間
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

道
徳
的
、
宗
教
的
情
操
教
育
を
重
ん
じ
、
人
格
を
陶
冶
し
、
正
し
い
道
徳
観
と
世
界
観
を
養
い
、
高
い
知
性
と
豊
か
な
心
情
を
備

え
た
品
性
あ
る
人
間
の
育
成
を
目
的
と
す
る
。
校
風
と
し
て
伝
統
的
に
礼
儀
礼
節
を
重
ん
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
学
校
全
体

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
の
人
々
か
ら
は
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。



ー 565ー

第２章　学校教育

　

な
お
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
か
ら
看
護
師
を
養
成
す
る
五
年
一
貫
の
看
護
科
を
開
設
す
る
。

五　

特
別
支
援
学
校

　

１　

県
立
特
別
支
援
学
校

　
　

⑴　

県
立
延
岡
と
と
ろ
聴
覚
支
援
学
校
（
土
々
呂
町
）（
閉　

校
）

沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
知
事
の
認
可
で
設
立
し
た
延
岡
盲
唖
学
校
は
、
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
盲
学
校
お
よ
び
県
立
ろ
う
学
校
延
岡
分
校
と
な
り
、
三
十
年
（
一
九
五
五
）
宮
崎
県
立
延
岡
ろ
う
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
に
、
さ
ら
に
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
宮
崎
県
立
延
岡
と
と
ろ
聴
覚
支
援
学
校
に
校
名
を
改
称
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
四
年（
二
〇
一
二
）宮
崎
県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
が
創
立
さ
れ
る
に
及
び
統
合
し
閉
校
と
な
る
。

平
成　

十
四
年　

九
月　

十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
度
高
等
部
の
募
集
を
停
止
す
る
。

　
　
　

十
五
年　

四
月　

校
長
原
口
忠
夫
が
退
職
の
た
め
、
県
立
都
城
ろ
う
学
校
教
頭
石
川
英
夫
が
第
十
七
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　

十
月　

九
州
地
区
聾
学
校
体
育
・
文
化
連
盟
宮
崎
大
会
を
主
管
校
と
し
て
実
施
す
る
。

　
　
　

十
七
年　

三
月　

高
等
部
を
廃
止
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

四
月　

校
長
石
川
英
夫
が
県
立
清
武
養
護
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
日
南
高
等
学
校
教
頭
川
﨑
基
宏
が
第
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
九
年　

四
月　

校
長
川
﨑
基
宏
が
県
立
小
林
工
業
高
等
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
宮
崎
工
業
高
等
学
校
教
頭
富
山
隆
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
第
十
九
代
校
長
と
し
て
着
任
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二
十
年　

四
月　

宮
崎
県
立
延
岡
と
と
ろ
聴
覚
支
援
学
校
に
校
名
を
改
称
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

十
月　

創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

　
　

二
十
一
年　

四
月　

校
長
富
山
隆
志
が
県
立
延
岡
工
業
高
等
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
都
城
商
業
高
等
学
校
教
頭
松
田
朝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
第
二
十
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　

二
十
四
年　

三
月　

校
長
松
田
朝
子
が
門
川
高
等
学
校
へ
転
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
へ
統
合
し
閉
校
す
る
。

　

本
校
は
、
高
い
専
門
性
に
基
づ
く
学
力
向
上
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
早
期
教

育
相
談
を
含
め
、
聴
覚
障
が
い
児
に
対
す
る
県
北
唯
一
の
言
語
聴
覚
教
育
を
行
う
教
育
機
関
と
し
て
、
県
民
の
期
待
を
担
い
な
が
ら
、

八
十
周
年
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築
き
あ
げ
て
き
た
。

　
　

⑵　

県
立
延
岡
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
（
松
山
町
）（
閉　

校
）

沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
宮
崎
県
立
延
岡
養
護
学
校
と
し
て
設
立
し
、
翌
年
に
、
小
学
部
七
学
級
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
部
四
学
級
で
開
校
。
そ
の
後
学
級
変
遷
が
あ
り
、
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
は
高
等
部
が
新
設
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
宮
崎
県
立
延
岡
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
に
校
名
を
改
称
し
、
二
十
四
年　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
二
）
宮
崎
県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
が
創
立
さ
れ
る
に
及
び
統
合
し
閉
校
と
な
る
。

平
成　

十
四
年　

四
月　

校
長
荒
木
正
昭
が
県
立
延
岡
東
高
等
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
延
岡
ろ
う
学
校
教
頭
戸
高
豊
秀
が
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
七
年　

四
月　

校
長
戸
高
豊
秀
が
退
職
の
た
め
、
本
校
教
頭
新
穂
洋
子
が
第
十
二
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　

五
月　

常
陸
宮
両
殿
下
が
お
成
り
に
な
ら
れ
る
。
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十
八
年　

四
月　
「
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
づ
く
り
」
の
認
定
校
と
な
る
。

　
　
　

二
十
年　

四
月　

校
長
新
穂
洋
子
が
退
職
の
た
め
、
本
校
教
頭
福
里
裕
典
が
第
十
三
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
県
立
延
岡
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
に
校
名
を
改
称
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
千
穂
高
等
学
校
内
に
高
等
部
三
学
級
編
制
で
、
分
校
と
し
て
高
千
穂
校
を
開
校
し
、
第
一
回
入
学
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
う
。

　
　

二
十
二
年　

四
月　

校
長
福
里
裕
典
が
県
立
明
星
視
覚
支
援
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
本
校
教
頭
上
村
喜
一
が
第
十
四
代
校
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　

八
月　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
宮
崎
大
会
の
合
唱
部
門
に
参
加
す
る
。

　
　

二
十
四
年　

三
月　

県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
へ
統
合
し
閉
校
す
る
。

　

本
校
は
、
県
内
唯
一
の
高
等
部
を
置
く
肢
体
不
自
由
児
の
学
校
で
あ
る
。
県
内
各
地
か
ら
入
学
し
て
来
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の

半
数
近
く
は
寄
宿
舎
生
活
を
送
っ
て
き
た
。
肢
体
が
不
自
由
で
あ
る
た
め
、
普
通
学
校
で
の
学
習
に
は
支
障
が
あ
る
の
で
、
本
校
で

は
、
小
学
校
・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
（
普
通
科
）
に
準
ず
る
教
育
を
施
す
と
と
も
に
、
機
能
訓
練
を
行
い
な
が
ら
、
自
ら
障
が

い
を
改
善
し
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
補
う
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
さ
せ
て
き
た
。

　
　

⑶　

県
立
延
岡
た
い
よ
う
支
援
学
校
（
櫛
津
町
）（
閉　

校
）

沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
宮
崎
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
よ
っ
て
、
知
的
障
が
い
者
施
設
「
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
園
」
が
設
置
さ
れ
、
生
活
訓
練
を
主
と
す
る
学
園
運
営
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
、
施
設
内
に
土
々
呂
小
・
中
学
校
分
校
が
開
設
さ
れ
、
学
校
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。
養
護
学
校
の
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
化
に
先
駆
け
、
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
土
々
呂
小
・
中
学
校
分
校
が
県
立
学
校
に
移
管
さ
れ
、
宮
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崎
県
立
延
岡
南
養
護
学
校
と
し
て
櫛
津
町
に
開
設
し
た
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
高
等
部
が
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

置
さ
れ
、
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
宮
崎
県
立
延
岡
た
い
よ
う
支
援
学
校
に
校
名
を
改
称
し
、
二
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
二
）
宮
崎
県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
が
創
立
さ
れ
る
に
及
び
統
合
し
閉
校
と
な
る
。

平
成　

十
五
年　

二
月　

全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
緑
化
で
準
特
選
と
な
る
。

　
　
　

十
六
年　

四
月　

校
長
上
村
勝
が
退
職
の
た
め
、
県
立
延
岡
養
護
学
校
教
頭
高
橋
和
平
が
第
十
三
代
校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
八
年　

四
月　

校
長
高
橋
和
平
が
県
立
都
城
養
護
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
宮
崎
養
護
学
校
教
頭
黒
木
茂
が
第
十
四
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
長
と
し
て
着
任

　
　
　

十
九
年
十
一
月　

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

　
　
　

二
十
年　

四
月　

校
長
黒
木
茂
が
県
立
都
城
養
護
学
校
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
宮
崎
南
養
護
学
校
長
武
富
志
郎
が
第
十
五
代  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
長
と
し
て
着
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
県
立
延
岡
た
い
よ
う
支
援
学
校
に
校
名
を
改
称
す
る
。

　
　

二
十
二
年　

四
月　

校
長
武
富
志
郎
が
県
教
育
委
員
会
へ
転
任
の
た
め
、
県
立
日
向
高
等
学
校
教
頭
浜
松
達
生
が
第
十
六
代
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
と
し
て
着
任

　
　

二
十
四
年　

三
月　

校
長
浜
松
達
生
が
県
立
延
岡
星
雲
高
等
学
校
へ
転
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
へ
統
合
し
閉
校
す
る
。

　

本
校
は
、
養
護
学
校
義
務
制
と
関
連
し
て
、
ひ
か
り
学
園
在
園
の
児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
当
該
地
域
在
住
の
知
的
障
が
い
児
に
対

し
て
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
を
施
し
て
き
た
。
ま
た
障
が
い
の
程
度
や
発
達
の
状
況
に
応
じ
て
、
主
体
的
に
改
善
・
克
服
す
る

能
力
を
育
み
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
進
ん
で
社
会
生
活
に
参
加
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す
る
能
力
や
態
度
を
養
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
き
た
。

　
　

⑷　

県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
（
野
地
町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）に
閉
校
と
な
っ
た
県
立
延
岡
西
高
等
学
校
の
跡
地
に
、二
十
四
年（
二
〇
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
延
岡
と
と
ろ
聴
覚
支
援
学
校
、
県
立
延
岡
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
、
お
よ
び
県
立
延
岡
た
い
よ
う
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
が
統
合
さ
れ
、
県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
と
な
る
。

平
成
二
十
三
年　

四
月　

新
設
県
立
特
別
支
援
学
校
開
設
準
備
委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
　

二
十
四
年　

四
月　

宮
崎
県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
を
創
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
立
延
岡
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
校
長
上
村
喜
一
が
初
代
校
長
、
早
瀬
公
高
が
県
内
初
の
民
間
登
用
の
副
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
と
し
て
着
任

　

本
校
は
、「
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
自
立
す
る
心
と
力
を
育
み
、
可
能
性
を
高
め
、
未
来
を
拓
く
総
合
的
な
専
門
教
育
の

実
現
」
を
設
置
理
念
と
し
、
基
本
方
針
と
し
て
は
、
多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
専
門
性
の
高
い
教
育
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
支
援
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
労
働
と
連
携
し
た
地
域
支
援
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
教
育
施
策
の
方
向
と
し
て
は
、
複
数

の
障
が
い
に
対
応
し
た
専
門
教
育
の
実
施
、
就
学
前
か
ら
卒
業
後
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
の
実
施
、
一
般
就
労
を
め
ざ
し
た
職
業
教

育
の
充
実
、
地
域
の
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
の
充
実
、
さ
ら
に
付
加
機
能
と
し
て
子
育
て
支
援
機
能
、
自
立
支
援

機
能
、
地
域
交
流
機
能
、
研
修
・
啓
発
機
能
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
る
。
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六　

大　
　
　

学

　

１　

私
立
大
学

　
　

⑴　

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
（
緑
ヶ
丘
）（
閉　

校
）

沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
四
月
緑
ヶ
丘
学
園
短
期
大
学
と
し
て
開
学
し
、
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
緑
ヶ
丘
学
園
延
岡
短
期
大
学
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
に
改
称
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
閉
校
と
な
る
。

平
成　

十
六
年　

四
月　

第
三
代
学
長
に
中
村
義
男
が
就
任
す
る
。

　
　
　

十
九
年　

四
月　

第
五
代
理
事
長
に
シ
ス
タ
ー
佐
田
栄
子
が
就
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
代
学
長
に
太
田
賢
一
郎
が
就
任
す
る
。

　
　

二
十
二
年　

一
月　

第
五
代
学
長
に
シ
ス
タ
ー
佐
田
栄
子
が
就
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

四
月　

全
学
科
の
学
生
の
募
集
を
停
止
す
る
。

　
　

二
十
三
年　

三
月　

最
後
の
卒
業
式
お
よ
び
閉
校
式
を
挙
行
す
る
。

　

本
学
は
、
県
北
唯
一
の
短
期
大
学
と
し
て
四
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
県
北
を
中
心
と
す
る
地
域
の
高
等
教
育
に
寄
与
し
て
き
た
。

そ
の
間
、
三
五
三
四
人
（
家
政
科
二
六
五
人
・
食
物
栄
養
学
科
一
四
四
二
人
・
幼
児
教
育
学
科
一
八
二
七
人
）
も
の
卒
業
生
を
輩
出

し
て
き
た
。
卒
業
生
は
、
栄
養
士
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
な
ど
と
し
て
県
北
の
み
な
ら
ず
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
え
閉
校
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
精
神
は
今
な
お
、
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
、
聖
心
ウ

ル
ス
ラ
学
園
聡
明
中
学
校
、
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
付
属
幼
稚
園
に
お
い
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。



ー 571ー

第２章　学校教育

　
　

⑵　

九
州
保
健
福
祉
大
学
（
吉
野
町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
文
部
大
臣
か
ら
九
州
保
健
福
祉
大
学
の
設
置
を
認
可
さ
れ
、
翌
年
社
会
福
祉
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
、
保
健
科
学
部
が
開
学
し
、
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
通
信
教
育
部
が
、
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
制
の
薬
学
部
薬
学
科
が
開
設
、
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
六
年
制
に
移
行
し
現
在
に
至
る
。

平
成　

十
五
年　

四
月　

薬
学
部
薬
学
科
（
一
二
〇
人
）
を
開
設
す
る
。

　
　
　

十
六
年　

四
月　

大
学
院
（
通
信
制
）
社
会
福
祉
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
、
大
学
院
（
通
信
制
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
科
学
研
究
科
学
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
を
開
設
す
る
。

　
　
　

十
八
年　

四
月　

第
四
代
学
長
に
南
嶋
洋
一
が
就
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
学
部
薬
学
科
が
、
六
年
制
（
二
〇
〇
人
）
に
移
行
す
る
。

　
　
　

十
九
年　

三
月　

薬
学
科
第
一
期
生
が
卒
業
す
る
。第
九
二
回
薬
剤
師
国
家
試
験
の
合
格
率（
九
七
・
五
％
）が
全
国
一
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

四
月　

社
会
福
祉
学
部
子
ど
も
保
育
福
祉
学
科
（
五
〇
人
）、保
健
科
学
部
臨
床
工
学
科
（
四
〇
人
）
を
開
設
す
る
。

　
　
　

二
十
年　

四
月　

社
会
福
祉
学
部
臨
床
福
祉
学
科
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
（
三
〇
人
）
を
開
設
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
学
部
薬
学
科
の
定
員
を
一
八
〇
人
と
し
、
動
物
生
命
薬
科
学
科
（
四
年
制
）（
三
〇
人
）
を
開
設
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
（
四
月
入
学
一
五
人
、
九
月
入
学
一
二
人
）
を
開
始
す
る
。

　
　

二
十
一
年　

三
月　

薬
学
科
第
三
期
生
が
卒
業
す
る
。
第
九
四
回
薬
剤
師
国
家
試
験
の
合
格
率
（
九
七
・
〇
六
％
）
が
全
国
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

五
月　

九
州
保
健
福
祉
大
学
開
学
一
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
立
者
加
計
勉
記
念
室
を
開
設
す
る
。
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石
井
記
念
友
愛
社
・
み
そ
の
児
童
福
祉
会
・
順
正
学
園
に
よ
る
「
児
童
養
護
施
設
卒
園
者
を
支
援
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
協
力
協
定
を
締
結
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
岡
市
・
高
梁
市
・
高
梁
学
園
に
よ
る
「
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
連
携
協
力
協
定
を
締
結
す
る
。

　
　

二
十
二
年　

四
月　

学
校
法
人
高
梁
学
園
を
学
校
法
人
順
正
学
園
に
名
称
を
変
更
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
機
能
療
法
学
別
科
（
四
〇
人
）
を
開
設
し
、
薬
学
部
薬
学
科
の
定
員
を
一
四
〇
人
に
す
る
。

　
　

二
十
四
年　

四
月　

医
療
薬
学
研
究
科
医
療
薬
学
専
攻（
四
年
制
）博
士
課
程（
四
人
）、臨
床
工
学
別
科（
四
〇
人
）を
開
設
す
る
。

　

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
「
学
生
一
人
ひ
と
り
の
も
つ
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
引
き
伸
ば
し
、
社
会
に
有

為
な
人
材
を
養
成
す
る
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
社
会
福
祉
学
部
、
保
健
科
学
部
、
薬
学
部
、
通
信
教
育
部
、
大
学
院
（
通
信
制
）

を
設
置
し
、
人
材
の
養
成
を
図
っ
て
い
る
。
特
に
薬
学
部
は
、
薬
剤
師
国
家
試
験
の
合
格
率
が
全
国
一
に
な
る
な
ど
目
覚
ま
し
い
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
本
市
の
福
祉
先
進
都
市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
行
政
と
大
学
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
同
開
催
や
学

術
会
議
の
開
催
な
ど
、
情
報
発
信
や
人
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
民
講
座
「
の
べ
お
か
市
民
大
学
院
」
や
各
種
講
演
会
、
審

議
会
等
々
、
大
学
の
機
能
の
活
用
、
人
材
派
遣
の
協
力
な
ど
に
よ
り
、
本
市
の
地
域
文
化
の
向
上
や
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

七　

専
修
学
校
・
各
種
学
校

　

１　

専
修
学
校

　
　

⑴　

 

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
（
緑
ヶ
丘
）（
閉　

校
）
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沿　
　
　
　
　
　
　

革　

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
二
月
厚
生
労
働
大
臣
指
定
養
成
機
関
と
し
て
緑
ヶ
丘
学
園
延
岡
歯
科
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
士
学
院
（
修
業
年
限
一
年
）
設
置
が
認
可
さ
れ
、
そ
の
後
、
修
業
年
限
が
二
年
と
な
る
。
平
成
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
）
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
と
改
称
し
、
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閉
校
と
な
る
。

平
成　

十
六
年　

四
月　

第
三
代
校
長
に
中
村
義
男
が
就
任
す
る
。

　
　
　

十
九
年　

四
月　

第
四
代
校
長
に
太
田
賢
一
郎
が
就
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
の
募
集
を
停
止
す
る
。

　
　
　

二
十
年　

三
月　

最
後
の
卒
業
式
（
一
五
人
）
を
行
い
、
閉
校
と
な
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
と
し
て
、
開
校
以
来
三
六
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
愛
と
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
た
有
能
な
歯
科
衛
生
士
を
養
成
し
て
き
た
。
こ
の
間
の
卒
業
生
は
八
八
一
人
に
の
ぼ
り
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
で
活
躍
し
て

い
る
。
二
十
年
三
月
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
え
閉
校
し
た
。

　
　

⑵　

ト
ラ
イ
ア
ー
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
（
須
崎
町
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
延
岡
洋
裁
専
門
学
院
と
し
て
開
院
し
、
そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
学
校
法
人
ミ
ウ
ラ
学
園
「
ト
ラ
イ
ア
ー
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
」
に
校
名
を
改
称
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
に
至
る
。

　

本
校
は
、「
豊
か
な
心
・
洞
察
力
・
勤
労
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
人
間
形
成
を
第
一
義
に
掲
げ
、
九
年
（
一
九
九
七
）
四
月
私

立
向
陽
台
高
等
学
校
（
大
阪
府
茨
木
市
）
の
広
域
通
信
制
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
信
制
（
単
位
制
）
を
実
施
し
て
い
る
。
単

位
制
授
業
に
よ
り
、
能
力
に
応
じ
た
科
目
の
選
択
が
自
由
に
で
き
る
な
ど
理
想
的
な
授
業
が
展
開
さ
れ
、
卒
業
生
は
、
本
校
の
「
高
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等
課
程
」
お
よ
び
向
陽
台
高
等
学
校
の
「
普
通
科
」
の
卒
業
証
書
を
同
時
に
取
得
で
き
る
。

　
　

⑶　

延
岡
看
護
専
門
学
校
（
出
北
六
丁
目
）

現　
　
　

在　
　
　

校　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
六
月
延
岡
市
医
師
会
立
延
岡
准
看
護
婦
養
成
所
（
入
学
生
四
二
人
）
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
発
足
。
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
延
岡
准
看
護
婦
学
校
（
定
員
一
〇
〇
人
）
と
改
称
す
る
。
五
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
七
）
に
延
岡
高
等
看
護
学
校
（
定
員
四
〇
人
）
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
延
岡
看
護
専
門
学
校
（
医
療
専
門
課
程
〈
看
護
師
科
〉、
医
療
高
等
課
程
〈
准
看
護
師
科
〉）
と
改
称
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
に
至
る
。

平
成　

十
四
年　

四
月　

医
療
高
等
課
程
の
定
員
を
四
五
人
か
ら
四
〇
人
に
変
更
す
る
。

　
　
　

十
九
年　

四
月　

校
舎
を
東
本
小
路
か
ら
出
北
六
丁
目
の
延
岡
市
医
師
会
病
院
東
側
に
新
築
移
転
す
る
。

　

本
校
の
特
色
と
し
て
は
、
准
看
護
師
養
成
課
程
（
昼
間
二
年
間
）
卒
業
後
に
准
看
護
師
資
格
試
験
の
受
験
資
格
が
取
得
で
き
、
さ

ら
に
看
護
師
を
め
ざ
す
学
生
は
、看
護
師
養
成
課
程
（
夜
間
三
年
間
）
に
進
学
し
、卒
業
後
に
看
護
師
国
家
試
験
資
格
が
取
得
で
き
る
。

　
「
働
き
な
が
ら
学
べ
る
」
学
校
と
し
て
、
准
看
卒
業
生
・
高
看
卒
業
生
合
わ
せ
て
約
五
〇
〇
〇
人
（
二
十
三
年
度
末
現
在
）
を
社

会
に
輩
出
し
、
県
北
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
。
な
お
、
准
看
護
師
資
格
試
験
合
格
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
看
護
師
国
家
試
験
合

格
率
は
全
国
平
均
を
上
回
る
実
績
を
誇
り
、
県
北
で
の
就
業
率
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。
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第
三
章
　
社 

会 

教 

育

　　

第
一
節	

社
会
教
育
近
年
の
歩
み

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
社
会
等
の
急
速
な
進
展
等
を
背
景
に
、
人
々
の
生
活
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
、

人
々
の
価
値
観
も
「
物
の
豊
か
さ
」
か
ら
、「
心
の
豊
か
さ
」
を
重
視
す
る
傾
向
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

人
々
が
自
ら
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
個
性
を
磨
き
、
能
力
や
技
能
を
高
め
、
教
養
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
、
学
習
情
報
の
提
供
、
相
談
、
指
導
者
の
養
成
に
つ
と
め
な
が
ら
、
関
係
施
設
の
整
備
充
実

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
、
そ
し
て
社
会
教
育
関
係
団
体
等
と
の
よ
り
緊
密
な
連
携
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
延
岡
市
で
は
、「
延
岡
市
教
育
基
本
方
針
」
お
よ
び
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
に
宣
言
し
た
「
未
来
を
ひ
ら
く

人
づ
く
り
都
市
宣
言
」
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
民
が
生
涯
に
お
い
て
、
い
つ
で
も
、
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
そ
の
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
の
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
を
受
け
、
社
会
教
育
が
よ
り
一
層
、
学
校
、
家
庭
お
よ
び
地
域
住
民

そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
協
力
・
連
携
の
促
進
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
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第
二
節	

社
会
教
育
の
推
進
体
制

　

一　

社
会
教
育
に
関
す
る
諮
問
機
関
お
よ
び
支
援
機
関

　

市
民
の
社
会
教
育
の
充
実
振
興
を
図
る
た
め
に
、社
会
教
育
に
関
し
助
言
や
意
見
を
求
め
る
機
関
と
し
て
、「
社
会
教
育
委
員
会
議
」

「
文
化
財
保
護
審
議
会
」「
図
書
館
協
議
会
」「
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
社
会
教
育
指
導
員
が
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
か
ら
配
置
さ
れ
、
青
少
年
教
育

を
は
じ
め
、
家
庭
教
育
、
成
人
教
育
、
人
権
・
同
和
教
育
、
自
治
公
民
館
活
動
等
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
経
験
と
知
識
を
生
か
し
、

指
導
、
育
成
お
よ
び
相
談
等
に
努
め
て
い
る
。

　

二　

少
年
団
体
指
導
員

　

少
年
団
体
指
導
員
は
、
年
齢
の
異
な
る
集
団
の
中
で
体
験
を
積
み
上
げ
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き

る
資
質
や
能
力
を
も
っ
た
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
子
ど
も
会
育

成
者
巡
回
講
座
を
は
じ
め
、
子
ど
も
会
活
動
の
指
導
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
・
育
成
、
さ
ら
に
、
学
校
の
休
日
を
利
用
し
て

行
う
自
然
体
験
や
社
会
体
験
の
指
導
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
四
年
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（
二
〇
一
二
）
四
月
現
在
で
一
〇
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
節	

社
会
教
育
と
関
係
施
設

　

一　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か

　
「
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か
」
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
、
市
民
の
生
涯
学
習
や
文
化
活
動
な
ど
の
拠
点
と
し
て
建

設
さ
れ
た
。
こ
の
施
設
は
図
書
館
を
核
と
し
て
、
多
目
的
ホ
ー
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
カ
ル
チ
ャ
ー

施
設
と
、
既
設
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
と
を
有
機
的
に
機
能
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

図
書
館
は
、
こ
れ
ま
で
資
料
の
充
実
お
よ
び
貸
出
等
を
行
う
と
と
も
に
、
移
動
図
書
館
車
を
巡
回
さ
せ
る
な
ど
、
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
講
演
会
活
動
や
読
み
聞
か
せ
・
お
は
な
し
会
・
読
書
会
な
ど
の
読
書
活
動
等
を
通
し
て
、
広
く
市

民
へ
の
図
書
館
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
地
域
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
施
設
と
し
て
は
、
他
に
北
方
分
館
・
北
浦
分
館
・
北
川
分
館
（
二
十
五
年
度
開
館
予
定
）

が
あ
る
。

　

１　

所
在
地　

本
小
路
三
九
番
地
一

　

２　

施　

設



ー 578ー

第 5 編　教育と文化の振興

　

３　

駐
車
場　

二
三
七
台

　

４　

主
要
施
設

　
《
カ
ル
チ
ャ
ー
施
設
》　

多
目
的
ホ
ー
ル
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ

　
《
図
書
館
》　

一
階
開
架
コ
ー
ナ
ー
、
団
体
・
移
動
図
書
館
室
、
閉
架
書
庫
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
、
セ
ミ
ナ
ー
室

　
《
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
》　

研
修
室
、
会
議
室
、
和
室
、
調
理
室
、
自
然
学
習
館
（
休
館
中
）

二　

社
会
教
育
施
設

　

１　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
延
岡
市
の
中
央
公
民
館
と
し
て
各
種
の
講
座
を
は
じ
め
、
市
民
に
対
し
学
習
会
や
研
修
会
、
講
演
会
等

を
実
施
す
る
な
ど
、
各
種
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
学
習
・
研
修
・
会
議
の
場
と
し
て
施
設
の
提
供
を
行
っ

て
き
た
。
な
お
、
事
業
実
施
状
況
・
団
体
等
の
利
用
状
況
は
、
次
の
表
１
・
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

事

業

費

構

造

延

床

面

積

建

築

面

積

開

館

日

区

分

二
八
億
二
〇
〇
〇
万
円
（
用
地
費
除
く
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
（
地
下
一
階
地
上
三
階
建
）

七
九
五
二
㎡

三
七
七
七
㎡

平
成
九
年
二
月
二
十
一
日

図
書
館
・
カ
ル
チ
ャ
ー
施
設

三
億
六
〇
〇
〇
万
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建

二
七
二
七
㎡

一
〇
四
四
㎡

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
五
日

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
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表１　事業実施状況
区 分 　 講 座 名 　 回数（回） 開設期間 受講者数（人）
家 庭 教 育 いきいき子育て講座Ⅰ期 5 ６月～７月 25

同 いきいき子育て講座Ⅱ期 5 11月～12月 25
成 人 教 育 市民大学講座 15 ９月～12月 88

同 英会話入門講座Ⅰ期 5 ７月～８月 27
同 英会話入門講座Ⅱ期 6 ２月～３月 28
同 韓国語初級入門講座・昼間の部 8 ７月～８月 14
同 韓国語初級入門講座・夜間の部 8 ７月～８月 14
同 のべおか郷土塾 4 10月 25

高齢者教育 さわやかカレッジ 18 ６月～11月 128
平成23年度現在 （資料：延岡市教育委員会社会教育課）

表２　団体等の利用状況 （単位：件・人）
年度

団体名
平成20 21 22 23

件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員
市 教 委 関 係 131 3,569 108 3,326 158 4,155 153 3,562 
学 級 講 座 46 2,501 51 1,994 66 1,973 45 1,623 
文 化 団 体 455 7,749 509 7,273 476 6,991 436 6,727 
子 ど も 会 33 754 88 2,122 47 1,364 49 933 

ボ ー イ ス カ ウ ト
ガ ー ル ス カ ウ ト 116 1,295 118 1,231 141 1,350 133 1,173 

Ｐ Ｔ Ａ 156 1,584 150 1,228 149 1,214 155 1,171 
住みよい町づくり 10 140 22 326 4 58 0 0 
婦 人 団 体 62 1,027 73 887 56 752 47 524 
青 年 団 体 21 189 21 148 18 213 15 187 
公 民 館 158 1,031 140 915 137 676 120 803 
公 共 団 体 368 14,021 485 19,315 416 16,300 391 14,702 
学 校 関 係 180 3,761 124 3,440 159 5,060 157 5,222 
ス ポ ー ツ 団 体 242 6,470 239 6,124 214 5,593 213 5,617 
自主学習グループ 183 2,481 180 2,204 244 2,995 291 3,238 
そ の 他 410 12,121 340 9,425 373 10,176 414 9,833 
合 計 2,571 58,693 2,648 59,958 2,658 58,870 2,619 55,315 

（資料：延岡市教育委員会社会教育課）
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２　

北
方
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

⑴　

所
在
地　

北
方
町
川
水
流
卯
六
八
二
番
地

　
　

⑵　

施　

設

　

３　

北
浦
公
民
館

　
　

⑴　

所
在
地　

北
浦
町
古
江
一
九
四
七
番
地
一

　
　

⑵　

施　

設

　

４　

北
川
公
民
館
（
平
成
二
十
五
年
度
以
降
閉
館
予
定
）

　
　

⑴　

所
在
地　

北
川
町
川
内
名
七
一
五
〇
番
地

　
　

⑵　

施　

設

　　

な
お
、
北
方
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
・
北
浦
公
民
館
・
北
川
公
民
館
の
利
用
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

延
床
面
積

開

館

七
五
二
・
三
㎡

昭
和
五
十
二
年
七
月

事

業

費

構

造

八
〇
〇
〇
万
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

延
床
面
積

開

館

五
七
六
・
八
㎡

昭
和
四
十
九
年
五
月

事

業

費

構
　
　

造

三
八
〇
〇
万
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

延
床
面
積

開　
　

館

一
三
八
〇
㎡

昭
和
三
十
七
年
十
月
二
十
九
日

事

業

費

構
　
　

造

三
八
六
一
万
九
〇
〇
〇
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
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表　北方ふれあい交流センター・北浦公民館・北川公民館の利用状況

区 分
北方ふれあい交流
セ ン タ ー 北 浦 公 民 館 北 川 公 民 館

件数（件） 人員（人） 件数（件） 人員（人） 件数（件） 人員（人）

市 教 委 関 係 7 161 5 179 30 570

学 級 講 座 86 896 22 582 109 1,087

文 化 団 体 − − 8 158 5 188

子 ど も 会 − − 5 113 4 41

Ｐ Ｔ Ａ − − 2 50 2 120

新 生 活 運 動 − − 0 0 13 317

女 性 団 体 2 15 13 348 9 123

公 　 民 　 館 − − 0 0 1 10

公 共 団 体 95 1,127 32 2,508 37 509

学 校 関 係 − − 0 0 7 875

ス ポ ー ツ 団 体 − − 1 15 22 202

自主学習グループ 19 267 0 0 0 0

青 年 団 体 − − 1 30 0 0

そ の 他 9 111 7 385 13 739

合 計 218 2,577 96 4,368 252 4,781
平成23年度現在 （資料：延岡市教育委員会社会教育課）
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三　

市
立
図
書
館

　

延
岡
市
立
図
書
館
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
十
二
日
に
宮
崎
県
立
延
岡
図
書
館
（
初
代
館
長
阿
蘇
谷
彦
一
）
と
し
て

開
館
し
た
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
、
延
岡
市
役
所
の
火
災
に
よ
り
類
焼
し
た
が
、
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
新
築
、

二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
県
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
、
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）「
延
岡
市
立
図
書
館
」
と
改
称
さ
れ
た
。
三
十
九

年
（
一
九
六
四
）
十
二
月
、
旭
化
成
工
業
㈱
か
ら
新
築
の
図
書
館
の
寄
贈
を
受
け
、
翌
年
一
月
、
市
役
所
西
側
に
旧
図
書
館
が
開
館

し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
、
旧
延
岡
小
学
校
跡
地
に
、
複
合
施
設
「
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か
」
が
完
成
し
、

現
在
の
図
書
館
が
開
館
し
た
。

　

市
民
の
生
涯
学
習
や
余
暇
活
動
へ
の
欲
求
が
高
ま
る
中
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
様
々
な
資
料

や
情
報
及
び
学
習
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
は
、
今
日
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

ま
た
、
移
動
図
書
館
車
の
運
行
を
開
始
す
る
な
ど
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
読
書
普
及
活
動
を
行
い
、

入
館
者
は
年
間
約
四
〇
万
人
、
資
料
の
貸
出
数
も
年
間
約
三
〇
万
点
を
超
え
る
な
ど
、
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て
定
着

し
て
き
た
。

　

近
年
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
媒
体
の
発
達
・
普
及
に
よ
り
、

子
ど
も
の
「
読
書
離
れ
」
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
に
、

子
ど
も
に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
生
き
方
が
で
き
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る
よ
う
に
「
延
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
児
童
館
・
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
代
表
者
や
関
係
機
関
に
よ
る
「
延
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
読
書
活
動
を
推
進
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
か
ら
は
各
小
中
学
校
に
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
年
間
を
通
し
て

計
画
的
に
読
書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
図
書
館
と
し
て
は
、
従
来
の
学
校
支
援
に
加
え
て
、
さ
ら
に
各
小
中
学
校
の
読
書

活
動
を
支
援
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
は
、
延
岡
の
図
書
館
創
立
九
十
周
年
・
新
館
開
館
十
周
年
を
記
念

し
て
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
「
ラ
タ
ト
ス
キ
ュ
ー
」
を
開
催
し
た
。
館
内
に
巨
大
樹
や
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
、
人
類
と
書
物
の
歴

史
や
図
書
館
の
歩
み
を
映
像
と
音
楽
で
描
き
出
す
も
の
で
、
延
べ
約
一
〇
〇
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
二
日
間
に

わ
た
り
八
回
の
公
演
を
行
い
、
小
中
学
生
を
含
め
、
約
一
三
〇
〇
人
が
鑑
賞
し
た
。

　

二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
度
に
は
、
職
員
体
制
の
見
直
し
等
を
行
い
、
市
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
祝
日
開
館
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
図
書
館
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
図
書
、
記
録
、
そ
の
他
地
域
資
料
な
ど
の
収
集
・
整
理
・

保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
本
館
と
北
方
分
館
・
北
浦
分
館
・
北
川
分
室
と
の
連
携
を
密
に
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
こ
ま

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
き
た
。

　

１　

開
館
時
間

　

平
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

２　

建
設
の
経
過
の
概
要

　

市
立
図
書
館
は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
七
月
に
文
化
ゾ
ー
ン
建
設
基
本
構
想
を
策
定
。
七
年
（
一
九
九
五
）
三
月
建
設
工
事

着
手
。
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月
工
事
完
了
。
九
年
（
一
九
九
七
）
二
月
二
十
一
日
に
開
館
し
た
。
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３　

市
立
図
書
館
の
沿
革

平
成　

十
六
年　

三
月　

市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　
　
　

二
十
年　

二
月　

延
岡
の
図
書
館
創
立
九
十
周
年
事
業
「
ラ
タ
ト
ス
キ
ュ
ー
」
を
実
施

　
　

二
十
二
年　

四
月　

祝
日
開
館
を
実
施

　

４　

北
方
分
館
の
沿
革

平
成　

十
八
年　

二
月　

合
併
後
、
北
方
町
立
図
書
館
が
延
岡
市
立
図
書
館
北
方
分
館
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

北
方
地
区
に
、
移
動
図
書
館
車
「
ふ
く
ろ
う
号
」
に
よ
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

　
　

二
十
三
年　

五
月　

開
館
十
周
年
事
業
と
し
て
、
写
真
展
「
北
方
分
館
十
周
年
の
歩
み
」、
多
読
者
表
彰
等
を
実
施

　

５　

北
浦
分
館
の
沿
革

平
成　

十
八
年　

二
月　

合
併
後
、
北
浦
町
中
央
公
民
館
図
書
室
が
延
岡
市
立
図
書
館
北
浦
分
室
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

北
浦
地
区
に
、
移
動
図
書
館
車
「
ふ
く
ろ
う
号
」
に
よ
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

　
　

二
十
四
年　

二
月　

市
立
図
書
館
北
浦
分
館
完
成

　
　
　
　
　
　
　

四
月　

市
立
図
書
館
北
浦
分
館
開
館

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

北
浦
地
区
に
、
移
動
図
書
館
車
「
ふ
く
ろ
う
号
」
に
か
わ
り
、「
せ
せ
ら
ぎ
号
」
に
よ
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
始
す
る
。

　

６　

北
川
分
室
の
沿
革
（
二
十
五
年
度
か
ら
分
館
の
予
定
）

平
成　

十
九
年　

三
月　

合
併
後
、
北
川
公
民
館
図
書
室
が
延
岡
市
立
図
書
館
北
川
分
室
と
な
る
。

　
　

二
十
五
年　

四
月　

市
立
図
書
館
北
川
分
館
開
館
（
予
定
）
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７　

移
動
図
書
館
車
（
ふ
く
ろ
う
号
）

　

移
動
図
書
館
車
ふ
く
ろ
う
号
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
六
月
か
ら
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
移
動
図
書
館
の
機
動
力
を

活
か
し
、遠
隔
地
の
市
民
や
学
校
へ
の
貸
出
等
を
実
施
し
て
い
る
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月
現
在
、市
内
三
一
カ
所
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
二
週
間
の
周
期
で
巡
回
し
て
い
る
。

　
　

⑴　

業
務
内
容
等

　

毎
週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
定
期
巡
回
（
熊
野
江
・
浦
城
地
区
は
月
一
回
、島
浦
・
北
方
地
区
は
、年
六
回
の
巡
回
）。
貸
出
、返
却
、

利
用
者
カ
ー
ド
申
込
、
リ
ク
エ
ス
ト
の
受
付
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
べ
も
の
相
談
業
務
）
な
ど
。
一
人
あ
た
り
の
本
の
貸
出
冊
数
五

冊
、
返
却
期
限
は
、
次
回
の
巡
回
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

８　

移
動
図
書
館
車
（
せ
せ
ら
ぎ
号
）

　

移
動
図
書
館
車
せ
せ
ら
ぎ
号
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
八
月
か
ら
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
移
動
図
書
館
の
機
動
力
を

活
か
し
、
北
川
地
区
の
遠
隔
地
の
住
民
や
学
校
へ
図
書
の
貸
出
等
を
実
施
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
六

月
か
ら
、
北
浦
地
区
へ
の
巡
回
も
開
始
し
た
。
同
年
八
月
現
在
三
八
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
て
い
る
。

　
　

⑴　

業
務
内
容
等

　

毎
週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
定
期
巡
回
。
貸
出
、
返
却
、
利
用
者
カ
ー
ド
申
込
、
リ
ク
エ
ス
ト
の
受
付
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調

べ
も
の
相
談
業
務
）
な
ど
。
一
人
あ
た
り
の
本
の
貸
出
冊
数
五
冊
、
返
却
期
限
は
、
次
回
の
巡
回
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

９　

学
校
図
書
館
支
援
業
務

　

延
岡
市
で
は
、
学
校
図
書
館
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
度
よ
り
市
立
図
書
館
の
司
書
が
市
内
の
小
・
中
学

校
四
八
校
（
分
校
を
含
む
。
二
十
四
年
八
月
現
在
）
を
必
要
に
応
じ
て
訪
問
し
、
学
校
図
書
館
の
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。
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業
務
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
図
書
館
の
実
情
に
応
じ
、
図
書
主
任
と
司
書
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
選
書
、
教
職
員
の
教

材
研
究
、
児
童
生
徒
の
調
べ
学
習
、
図
書
館
整
備
、
読
書
啓
発
活
動
、
児
童
生
徒
の
図
書
委
員
会
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

10　

そ
の
他
の
図
書
館
活
動

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
度
か
ら
は
、
㈶
あ
さ
ひ
・
ひ
む
か
文
化
財
団
や
㈱
夕
刊
デ
イ
リ
ー
新
聞
社
と
連
携
し
て
「
21
世
紀
を

ひ
ら
く
～
歴
史
と
文
化
の
再
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
著
名
な
講
師
等
を
招
い
て
、
市
民
の
生
涯
学
習
に
役
立
つ
講
演
会
を
毎
年

行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
度
か
ら
は
、
夕
刊
デ
イ
リ
ー
新
聞
社
等
と
共
催
し
て
、
六
月
二
十
九
日
の
延
岡
大
空
襲
を
は
さ
む

前
後
約
三
週
間
の
期
間
に
、
市
民
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
た
め
の
「
平
和
祈
念
資
料
展
」
を
毎
年
行
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
度
か
ら
読
書
会
「
牧
水
を
旅
す
る
」
を
始
め
、
以
後
「
平
家
物
語
を
読
む
」
や
「
短
歌
入
門
講
座
」
な
ど
の
読
書

会
や
講
座
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
「
夏
休
み
親
子
セ
ミ
ナ
ー
布
絵
本
講
座
」
や
毎
月
「
牧

水
歌
が
る
た
の
じ
か
ん
」、「
民
話
の
じ
か
ん
」、
連
続
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
「
延
岡
の
先
賢
と
ま
ち
づ
く
り
」（
二
十
一
年
度
か
ら

二
十
三
年
度
ま
で
実
施
）
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

11　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

⑴　

場　

所　

延
岡
市
立
図
書
館
内

　
　

⑵　

目　

的　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
視
聴
覚
教
材
・
機
材
を
備
え
、
広
く
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
聴
覚

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
充
実
・
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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⑶　

視
聴
覚
教
材
・
機
材
保
有
状
況
（
平
成
二
十
四
年
八
月
十
五
日
現
在
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
図
書
館
の
蔵
書
数
お
よ
び
利
用
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

四　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
と
、
関
係
機
関
・
団
体
・
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
問
題
行
動
を

未
然
に
防
止
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。

　

１　

施
設
の
概
要　
　

　
　
　
　

・
所
在
地
（
東
本
小
路
六
番
地
一
）　　

・
敷
地
面
積　

三
三
八
・
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

表　図書館の蔵書数
および利用状況

（単位：冊）　

本

館
　

蔵 書 数 320,146

貸 出 数 349,213
　

北
方
分
館　

蔵 書 数 46,829

貸 出 数 14,443
　

北
浦
分
室　

蔵 書 数 11,878

貸 出 数 3,099
　

北
川
分
室　

蔵 書 数 39,698

貸 出 数 7,298

計
蔵 書 数 418,551

貸 出 数 374,053

（資料：延岡市立図書館）
（注１）蔵書数は平成23年度末現在
（注２）貸出冊数は平成23年度実績

視
聴
覚
機
材

視
聴
覚
教
材

Ｏ
Ｈ
Ｐ　

二
台　

・
ス
ラ
イ
ド
映
写
機　

一
台　

・
ビ
デ
オ
セ
ッ
ト　

一
台　

・
十
六
ミ
リ
映
写
機　

四
台

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー　

四
台　

・
ス
ク
リ
ー
ン　

一
台

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム　

六
〇
九
本　
　

・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ　

六
七
三
本　
　

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

八
二
枚
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２　

組
織
機
構

表　青少年育成センター組織機構図

教 育 委 員 会

青 少 年 育 成 セ ン タ ー
運 営 協 議 会 委 員

（11人）

青少年指導員（９班・約100人）
・街頭指導活動
・環境浄化活動
・理事会（年４～５回）

社 会 教 育 課

青 少 年 育 成 セ ン タ ー

職員４人（所長１・社会教育指
導員１・相談員１・臨時職員１）

関係機関・団体との連絡提携

学校・PTA・警察・児相・家
裁・地区青少協・子ども会育成
会・（警）補導員・民児委員・婦
協・保護司ほか

青 少 年 育 成 連 絡 会 議

１　  島浦地区青少協
２　  熊野江・須美江地区青少協
３　  浦城・安井地区青少協
４　  東海地区青少協
５　  黒岩地区青少協
６　  旭小・中校区青少協
７　  岡富南地区青少協
８　  西階地区青少協
９　  上南方地区青少協
10　  東延岡地区青少協
11　  恒富西地区青少協
12　  南中学校校区青少協
13　  土々呂中校区青少協
14　  延岡市北川町青少協
15　  北浦地区青少協
16　  北方地区青少協
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五　

教
育
集
会
所

　

教
育
集
会
所
は
、
同
和
地
区
お
よ
び
そ
の
近
隣
住
民
の
教
育
の
充
実
や
生
活
の
改
善
・
向
上
を
図
る
目
的
で
、
塩
浜
教
育
集
会
所
、

高
千
穂
通
教
育
集
会
所
、さ
さ
め
教
育
集
会
所
の
三
カ
所
設
置
し
て
い
る
。
特
に
、塩
浜
教
育
集
会
所
は
、解
放
子
ど
も
会
学
習
会（
わ

か
く
さ
学
級
）
や
成
人
教
室
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
の
伝
統
行
事
「
い
の
こ
祭
り
」
を
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
か
ら
継
続
し

て
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
学
習
と
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
か
ら
、
塩
浜
教
育
集
会

所
と
さ
さ
め
教
育
集
会
所
は
、
公
民
館
寺
子
屋
事
業
の
活
動
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

１　

教
育
集
会
所

　
　

⑴　

塩
浜
教
育
集
会
所
（
塩
浜
町
二
丁
目
一
八
五
五
番
地
三
）

　
　
　
　

建
設
事
業
等

　
　
　
　

・
改　
　
　

装　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月

　
　
　
　

・
改
装
事
業
費　

六
三
八
一
万
五
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

・
建
物
面
積　

三
〇
八
・
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

⑵　

高
千
穂
通
教
育
集
会
所
（
高
千
穂
通
三
八
五
五
番
地
七
）

　
　
　
　

建
設
事
業
等

　
　
　
　

・
建　
　
　

設　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月

　
　
　
　

・
建
設
事
業
費　

四
一
四
二
万
円
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・
建
設
面
積　

一
五
二
・
五
二
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

⑶　

さ
さ
め
教
育
集
会
所
（
塩
浜
町
四
丁
目
一
七
二
五
番
地
一
七
）

　
　
　
　

建
設
事
業
等

　
　
　
　

・
建　
　
　

設　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月

　
　
　
　

・
建
設
事
業
費　

二
〇
五
九
万
八
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

・
建
物
面
積　

一
五
一
・
〇
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

六　

一
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　　

一
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
一
ケ
岡
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
社
会
教
育
活
動
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
利
用
で
き
る
よ
う
延
岡
市
に
お
い
て
最
も
早
く
整
備
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
地
域
の
生
涯

学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や
趣
味
の
会
等
が
数
多
く
利
用
し
て
お
り
、
年
間
約
一
万
人
の
利
用
が
あ
る
。

　

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
か
ら
は
、
地
区
の
代
表
者
や
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
た
延
岡
市
一
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
委
員
会
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
た
こ
と
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
と
し
て
の
機
能
が
一
層
果
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

１　

所　

在　

地　

南
一
ケ
岡
二
丁
目
一
七
番
一
号
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２　

建
設
事
業
等

　

３　

利
用
状
況

七　

リ
バ
ー
パ
ル
五
ヶ
瀬
川
（
河
川
資
料
館
）

　

リ
バ
ー
パ
ル
五
ヶ
瀬
川
は
、
国
土
交
通
省
が
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
に
、
適
切
な
水
門
管
理
や
河
川
に
関
す
る
学
習
、

啓
発
な
ど
を
行
う
た
め
に
、
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
延
岡
市
が
同
省
か
ら
委
託
を
受
け
、
管
理
運
営
し
て
い
る
。
資
料
館
と
し
て

休

館

日

利
用
時
間

建
物
面
積

工

事

費

建
設
工
事

月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

午
前
十
時
～
午
後
十
時

四
八
五
・
二
五
㎡

三
三
二
六
万
一
〇
〇
〇
円

二　

期

一　

期

平
成
七
年
二
月
～
三
月

平
成
六
年
九
月
～
十
月

指
定
管
理
者

調

理

室

研

修

室

集

会

室

　

施

設

概

要

　

延
岡
市
一
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会

　

六
三
㎡

　

六
三
㎡

一
七
一
㎡

和

室

二

和

室

一

三
一
㎡

三
一
㎡

二
十
三

年
度

人
員
件
数
室
名

七
、
一
二
二

　

二
九
七

集

会

室

一
、
六
三
一

　

一
七
六

研

修

室

三
九
〇

　

二
六

調

理

室

六
五
二

　

六
九

和

室

一

三
八
六

　

七
六

和

室

二

一
〇
、
一
八
一

　
　

六
四
四

計
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の
活
用
や
施
設
管
理
等
の
業
務
を
、
五
ヶ
瀬
川
流
域
の
自
然
環
境
を
熟
知
し
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
五
ヶ
瀬
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、河
川
や
自
然
環
境
の
学
習
・
啓
発
、住
民
の
交
流
活
動
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

　

１　

所
在
地　

牧
町

　

２　

設　
　

備　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
環
境
学
習
室
・
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
・
洪
水
学
習
室
・
情
報
室
・
観
察
室
・
そ
の
他

　

３　

建
物
面
積　

六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

第
四
節	
社
会
教
育
と
社
会
教
育
関
係
団
体

一　

生
涯
学
習
の
推
進

　

近
年
、
情
報
化
や
国
際
化
、
価
値
観
の
多
様
化
す
る
中
で
、
市
民
自
ら
が
知
識
や
技
術
の
習
得
お
よ
び
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
市
民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
度
化
・
多
様
化
す
る
に
伴
い
、
そ
の
機
会
や
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し
て
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
五
月
、
延
岡
市
生
涯
学
習
推
進
会
議
が
発
足
し
、
生
涯
学
習
の
推

進
や
啓
発
な
ど
を
行
う
体
制
が
整
い
、生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
元
年
度
か
ら
十
年
度
ま
で
実
施
）
等
の
開
催
を
中
心
に
、様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
意
識
は
、
さ
ら
に
主
体
的
実
践
的
な
も
の
へ
と
移
行
し
た
た
め
、
啓
発
的
活

動
が
主
で
あ
っ
た
同
推
進
会
議
は
、
十
年
（
一
九
九
八
）
度
に
、
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
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な
お
、
市
民
の
生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
推
進
大
会
の
開
催
を
始
め
、
生
涯
学

習
人
材
バ
ン
ク
事
業
、
出
前
講
座
事
業
の
充
実
を
図
る
な
ど
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

１　

生
涯
学
習
推
進
事
業
の
概
要

　
　

⑴　

生
涯
学
習
推
進
大
会

　

こ
の
大
会
は
、市
民
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、文
化
の
向
上
や
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
か
ら
、

市
・
教
育
委
員
会
お
よ
び
社
会
教
育
関
係
団
体
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、意
見
発
表
・
講
演
、社
会
教
育
関
係
表
彰
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
毎
年
二
月
に
開
催
し
て
い
た
が
、
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
度
か
ら
は
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー

ゾ
ー
ン
・
フ
ェ
ス
タ
と
同
日
開
催
し
て
お
り
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
で
、
二
四
回
実
施
し
て
い
る
。

　
　

⑵　

カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
・
フ
ェ
ス
タ

　

十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
社
会
教
育
課
と
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
伴
い
、カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
社
会
教
育
課
・

文
化
課
・
図
書
館
の
三
課
が
合
同
で
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
各
種
発
表
会
・
展
示
・
遊
び
・
体

験
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
市
民
の
文
化
・
生
涯
学
習
の
向
上
に
資
し
て
い
る
。
な
お
、
二
十
四
年
度
で
、
九
回
実
施

し
て
い
る
。

　
　

⑶　

学
習
情
報
提
供
事
業

　

市
民
が
、
生
涯
を
と
お
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
習
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
や
企
業
・
団
体
な
ど
が
実
施
す
る

講
座
や
教
室
な
ど
の
情
報
を
集
約
し
た
「
延
岡
市
生
涯
学
習
オ
ー
ル
ガ
イ
ド
」
を
、
九
年
（
一
九
九
七
）
度
か
ら
毎
年
発
行
し
、
情

報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

⑷　

出
前
講
座
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市
民
の
学
習
機
会
の
拡
充
と
、開
か
れ
た
市
政
を
目
的
に
市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。十
年（
一
九
九
八
）

度
か
ら
市
の
行
う
各
事
業
を
講
座
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
化
し
、
市
民
の
求
め
に
応
じ
て
職
員
が
地
域
に
出
向
い
て
行
う
も
の
で
、
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）
度
か
ら
は
、
企
業
・
団
体
も
加
わ
る
な
ど
、
本
講
座
の
充
実
が
さ
ら
に
図
ら
れ
、
市
民
の
生
涯
を
と
お
し
た
学
習
を
支

援
し
て
い
る
。
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
の
主
な
出
前
講
座
の
実
施
状
況
等
は
、
次
の
表
１
・
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

表１　市役所出前講座実施状況 （単位：回・人）

順位 　 講 座 名 　 　 課 所 室 名 　 実施
回数

参加
人数

１ 健康講話 健康増進課 337 10,050 

２ 自主防災組織の育成と
拡大について 消防本部警防課 210 17,552 

３ 調理実習 健康増進課 182 3,359 

４ あなたにもできる応急
手当 消防本部警防課 155 5,605 

５ 内藤記念館ガイド 文化課 106 4,002 

６ 身近な防災対策 危機管理室 58 2,925 

７ 消防本部・署見学 消防本部警防課・消
防署消防課 51 1,749 

８ 国際交流員の出前講座 総務課（国際交流推
進室） 34 1,454 

９ 延岡の歴史と文化財 文化課 33 2,209 

10 おはなし会 図書館 24 764 

平成23年度現在 （資料：延岡市教育委員会社会教育課）
（注）全40課所室70メニューのうち、実施回数の上位10位

表２　企業・団体出前講座実施状況  （単位：回・人）

順位 　 講 座 名 　 　 団 体 名 　 実施
回数

参加
人数

１ 旭化成延岡展示セン
ター見学 旭化成㈱延岡支社 385 3,894 

２ ベンベルグ工場見学 旭化成㈱延岡支社 140 1,748 

３ 一日消費者スクール 宮崎県延岡地方消費
生活センター 88 1,806 

４ 最新ガス機器の体感 宮崎ガス㈱延岡支店 77 923 

５ 旭化成エヌエスエネル
ギー延岡発電所見学 旭化成㈱延岡支社 46 580 

６ 若年者啓発推進事業 宮崎県延岡地方消費
生活センター 42 2,577 

７ 延岡の語り部 延岡の語り部・萌ぎ
の会 36 1,100 

８ だれにでもできる救急法 宮崎県救急安全赤十
字奉仕団延岡地区 34 1,075 

９ 河川資料館リバーパル
五ヶ瀬川見学

河川資料館リバーパ
ル五ヶ瀬川 24 1,135 

10 ハンディキャップ体験
学習

NPO法人延岡市ボラ
ンティア協会 24 1,575 

平成23年度現在 （資料：延岡市教育委員会社会教育課）
（注）全24団体33メニューのうち、実施回数の上位10位
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⑸　

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
事
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、
指
導
で
き
る
人
を
「
人
材
バ
ン
ク
」
へ
登
録
し
、
多
岐
に
わ
た
る
市
民
の
学

習
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
は
、
冊
子
「
延
岡
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
」
に
ま
と
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
み
や
ざ
き
学
び
応
援
ネ
ッ
ト
」
に
も
掲
載
し
、
人
材
の
活
用
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

二
十
三
年
度
は
、
一
〇
九
人
が
登
録
し
て
い
る
。

　
　

⑹　

生
涯
学
習
モ
デ
ル
地
域
事
業

　

地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
の
一
定
地
域
を
生
涯
学
習
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

九
年
度
か
ら
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
ま
で
の
一
〇
年
間
に
、
伊
形
地
区
と
東
海
地
区
が
指
定
さ
れ
、
生
涯
学
習
を
と
お
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
研
究
・
実
践
を
行
っ
た
。

　
　

⑺　

き
た
か
た
学
園
（
北
方
教
育
課
）

　
「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
自
覚
と
責
任
の
高
揚
を
基

本
と
し
、
そ
の
た
め
の
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
十
八
年
度
に
開
設
さ
れ
、
年
八
回
実
施
し
て
い
る
。

　
　

⑻　

せ
せ
ら
ぎ
塾
（
北
川
教
育
課
）

　

高
度
情
報
化
、
国
際
化
、
少
子
高
齢
化
等
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
培
い
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
度
よ
り
年
八
回
実
施
し
て
い
る
。

　
　

⑼　

公
民
館
講
座
（
北
方
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
度
よ
り
北
方
町
民
の
学
習
機
会
を
拡
充
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
一
〇
講

座
、
約
一
六
〇
人
の
受
講
生
が
各
分
野
で
生
涯
学
習
を
と
お
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
研
究
・
実
践
を
行
っ
て
い
る
。



ー 596ー

第 5 編　教育と文化の振興

　
　

⑽　

公
民
館
講
座
（
北
浦
公
民
館
）

　

地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
北
浦
公
民
館
に
お
い
て
、
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
講
座
、
絵
手
紙
教
室
な
ど
の
各
種
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。

　
　

⑾　

公
民
館
講
座
（
北
川
公
民
館
）

　

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
度
よ
り
北
川
町
民
の
学
習
機
会
の
拡
充
の
た
め
、
専
科
教
室
と
し
て
講
座
を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
七
講
座
、
年
間
延
べ
九
〇
〇
人
近
い
市
民
が
各
分
野
で
受
講
し
て
い
る
。

二　

青
少
年
教
育

　

１　

子
ど
も
会
育
成
者
巡
回
講
座

　

子
ど
も
会
の
育
成
者
を
中
心
と
し
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々
を
対
象
に
子
ど
も
会
の
運
営
方
法
や
あ
り
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日

頃
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
ご
と
に
巡
回
し
て
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、
一
二
回
実
施
し
、
一
四
七
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

２　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
事
業

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
度
か
ら
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
度
ま
で
の
三
年
間
、
学
校
五
日
制
に
対
応
す
る
た
め
に
、
文
部
科
学

省
の
委
嘱
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
活
動
等
を
紹
介
す
る
情
報
誌
の
発
行
や
相
談
業
務
等
を
行
う
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

事
業
」
を
実
施
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
度
か
ら
は
、
地
元
の
大
学
（
十
七
年
度
ま
で
は
、
聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
、
十
八
年
度
か
ら
は
、
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九
州
保
健
福
祉
大
学
）
と
連
携
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
主
眼
に
地
域
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
大
学
の
人
材
や
施
設
を
活

用
し
、
様
々
な
親
子
体
験
活
動
や
子
育
て
講
話
、
子
ど
も
の
た
め
の
情
報
誌
の
発
行
（
年
３
回
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
の
べ
お
か
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
が
、
実
施
部
隊
と
し
て
企
画
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
大
学
教
員
の
他
に
地
域
の
様
々

な
体
験
活
動
団
体
の
代
表
や
子
育
て
経
験
者
、
教
育
経
験
者
が
加
わ
っ
て
層
を
厚
く
し
て
い
る
。

　

３　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

　

大
人
と
子
ど
も
の
架
け
橋
と
な
る
中
学
・
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
研
修
会
を
、

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
等
で
自
主
研
修
を
行
う
と

と
も
に
子
ど
も
会
の
要
請
に
応
じ
て
行
事
に
参
加
し
、
子
ど
も
会
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
浦
町
で
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
担
い
手
と
し
て
独
自
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

４　

は
ら
は
ら
わ
く
わ
く
体
験
隊

　

農
林
水
産
業
の
体
験
活
動
、
キ
ャ
ン
プ
の
野
外
体
験
活
動
等
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
・
協
調
性
・
創
造
性
を
育
む

と
と
も
に
、郷
土
に
対
す
る
親
し
み
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

か
ら
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
市
内
の
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
六
〇
人
が
参
加
し
、
六
月
か
ら
一
月
の
第
三
土
曜
日
に

田
植
え
、
山
の
仕
事
体
験
、
水
産
加
工
場
見
学
、
稲
刈
り
、
も
ち
つ
き
、
む
か
ば
き
青
少
年
自
然
の
家
宿
泊
体
験
等
を
行
っ
た
。
ま

た
、
北
方
町
、
北
浦
町
、
北
川
町
に
お
い
て
は
、
夏
休
み
に
宿
泊
野
外
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

５　

地
域
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
「
わ
か
あ
ゆ
」

　

青
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
お
よ
び
青
年
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
度
か
ら
実
施
さ
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れ
て
い
た
県
の
補
助
事
業
「
若
人
ひ
む
か
活
性
化
塾
」
は
、
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
を
も
っ
て
県
の
事
業
が
終
了
し
た
。
そ
こ
で

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
度
か
ら
は
地
域
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
「
わ
か
あ
ゆ
」
と
し
て
再
出
発
し
、
年
間
通
し
て
八
回
程
度
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
国
際
交
流
事
業
「
す
み
え
世
界
村
」
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

６　

国
際
交
流
事
業
「
す
み
え
世
界
村
」

　

国
際
感
覚
を
培
い
な
が
ら
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
。
十
一
月
に
須
美
江
家
族
旅
行
村
に
お
い
て
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

国
際
交
流
員
等
の
外
国
人
青
年
と
の
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
で
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　

７　

延
岡
市
青
年
祭

　

青
年
男
女
の
活
動
を
広
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
目
的
で
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
現
在
は
青

年
団
体
協
議
会
を
中
心
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
の
べ
お
か
冬
恋
物
語
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

８　

全
国
・
県
青
年
大
会

　

宮
崎
県
青
年
大
会
は
、
各
地
域
の
青
年
団
と
の
交
流
を
深
め
て
、
連
携
を
強
め
る
こ
と
や
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
・
芸
能
の
掘

り
起
し
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
度
に
発
足
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
能
の
各
部
門
に
お
い
て
競
技
や

発
表
が
行
わ
れ
る
。
年
々
参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
本
市
か
ら
は
毎
年
、
野
球
や
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
る
。
特

に
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
た
び
た
び
県
大
会
で
優
勝
を
お
さ
め
、
全
国
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、
全
国
の
青
年
団
と
の
交
流
を
深

め
て
い
る
。

　

９　

成
人
式

　

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
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「
成
人
の
日
」
が
国
民
の
祝
日
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
翌
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
毎
年
、
成
人
式
を
開
催
し
て
い

る
。
最
初
は
、
岡
富
小
学
校
講
堂
が
会
場
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
野
口
記
念
館
、
市
民
体
育
館
等
を
経
て
、
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

か
ら
は
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
い
る
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
度
か
ら
は
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
設

け
ら
れ
、
新
成
人
自
ら
が
式
典
の
司
会
進
行
を
行
い
、
各
高
校
の
恩
師
に
よ
る
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ビ
デ
オ
を
上
映
す
る
な
ど
、
魅

力
の
あ
る
式
典
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
は
、
一
一
二
四
人
（
住
民
基
本
台
帳
）
の
新
成
人
が
誕
生
し
た
。

　

10　

青
年
大
学
講
座
（
平
成
十
九
年
度
終
了
）

　

青
年
の
生
き
方
や
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
度
か
ら
開
催
し
て
い
た
が
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
度
を
も
っ
て
終
了

し
た
。

　

11　

五
ヶ
瀬
川
イ
カ
ダ
下
り
大
会

　

参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川
愛
護
意
識
を
高
め
る
目
的
で
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
度
に
県
内
で
は
じ
め

て
実
施
さ
れ
た
。
青
年
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営
を
行
い
、
毎
年
七
月
中
旬
に
実
施
し
て
い
る
。
職
場
・
団
体
・
グ

ル
ー
プ
等
の
チ
ー
ム
に
よ
る
手
づ
く
り
の
「
イ
カ
ダ
」
で
、
五
ヶ
瀬
川
を
下
る
も
の
で
、
今
や
延
岡
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
は
約
四
〇
〇
人
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
は
、
口
蹄
疫
の
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
は
、
度
重
な
る

豪
雨
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　

12　

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
中
に
お
い
て
、
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
校
の
余
裕
教
室
や
体
育
館
を
利
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用
し
て
実
施
し
て
い
る
。
放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点
を
設
け
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
習
活

動
や
各
種
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
度
か
ら
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
ま
で
、
国
の
委
託
事
業
と
し
て
、
恒
富
小
に
お
い
て
子
ど
も
教
室

を
実
施
し
た
。
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
は
国
の
補
助
事
業
と
し
て
、
名
水
小
・
北
方
小
・
北
川
小
で
開
始
し
、
さ
ら
に
二
十
二

年
（
二
〇
一
〇
）
度
か
ら
は
黒
岩
小
が
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
か
ら
は
港
小
が
開
始
し
た
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
は

名
水
小
・
北
方
小
・
黒
岩
小
・
港
小
で
実
施
し
て
い
る
。

　

13　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

　

本
事
業
は
、
地
域
の
人
材
や
資
源
を
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
用
し
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
目
的
で
、
平
成
二
十
年

（
二
〇
〇
八
）
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
現
在
、
北
方
中
学
校
区
（
一
中
学
校
・
四
小
学
校
）
で
学
校
の
環
境
整
備
や
授
業
支
援
を
、

岡
富
中
・
延
岡
中
・
恒
富
中
・
東
海
中
で
は
、
理
科
・
数
学
等
の
授
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

14　

公
民
館
寺
子
屋
事
業

　

本
事
業
は
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
と
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
の
関
係
者
が
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間

中
に
自
治
公
民
館
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
に
勉
強
会
や
異
年
齢
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
年
度
は
、
六
団
体
が
事
業
を
実
施
し
、
九
八
七
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度

に
は
、
一
二
団
体
が
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
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三　

家 

庭 

教 

育

　

１　

家
庭
教
育
学
級

　

子
ど
も
を
持
つ
親
、
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
保
護
者
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
て
、
家
庭
の
あ
り
方
・
子
ど
も
の
し
つ
け
等
の
共

通
す
る
課
題
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
度
に
発
足
し
た
。
幼
稚
園
・
保
育
園
（
所
）・
児
童

館
・
小
学
校
・
中
学
校
お
よ
び
支
援
学
校
等
を
会
場
に
、
年
間
一
〇
回
程
度
開
催
し
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、

六
三
学
級
、
二
五
五
〇
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
。

　

２　

家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
平
成
二
十
二
年
度
終
了
）

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
度
か
ら
家
庭
教
育
学
級
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
を
対
象
に
、
家
庭
教
育
の
望
ま
し
い
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
研
究
協
議
を
毎
年
行
っ
て
い
た
が
、
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

　

３　

い
き
い
き
子
育
て
講
座

　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
度
か
ら
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
ま
で
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
親
を
対
象
に
就
学
時
健

診
を
活
用
し
、
小
学
校
や
保
育
所
等
に
お
い
て
「
子
育
て
講
座
」
を
実
施
し
た
。

　

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
度
か
ら
は
、
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親
を
対
象
に
、
子
育
て
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
、
子
育
て
の

悩
み
や
問
題
点
を
お
互
い
に
出
し
合
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
い
き
い
き
子
育
て
講
座
」
を
開
講
し
、
Ⅰ
期
五
講
座
、
Ⅱ

期
五
講
座
を
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
。

　

４　
「
家
庭
の
日
」
の
啓
発
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宮
崎
県
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
家
庭
の
機
能
を
回
復
・
促
進
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
に
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
、
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
県
の
条
例
と
し
て
制
定
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
こ
れ
が
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
本
市
で
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
「
共
遊
」「
共
食
」「
共
話
」

「
共
汗
」「
共
働
」
の
「
五
つ
の
共
感
活
動
」
を
推
進
し
、「
家
庭
の
日
」
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

５　

訪
問
型
家
庭
教
育
支
援

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
か
ら
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
度
に
か
け
て
、
国
・
県
の
委
託
を
受
け
、
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
、

孤
独
な
子
育
て
に
陥
り
が
ち
な
親
等
を
対
象
に
、
家
庭
教
育
支
援
者
が
、
地
域
に
お
け
る
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
個
別
訪
問
に

よ
る
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
た
。
な
お
、
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
度
は
、
子
育
て
・
親
育
ち
講
座
を
実
施
し
た
。

四　

成 
人 
教 
育

　

１　

女
性
学
級

　

女
性
に
関
す
る
問
題
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
学
習
、
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
及
び
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
し
て
、

自
治
公
民
館
等
を
会
場
に
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
学
級
を
開
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
高
齢
化
・
国
際
化
・
情
報

化
等
が
進
展
す
る
変
化
の
激
し
い
今
日
に
お
い
て
、
地
域
社
会
や
家
庭
で
の
女
性
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
グ
ル
ー
プ
が
公
民
館
等
を
活
用
し
、
生
活
上
の
課
題
等
を
学
習
し
て
い
く
こ
と
で
、
資
質
や
能
力
の
向
上
、
豊
か
な
人

間
性
の
養
育
、
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
図
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
は
、
約
三
五
〇
人
が
参
加
し
、
現
在
一
四
学
級
が
活
動
し
て
い
る
。
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２　

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
講
座
（
平
成
十
七
年
度
終
了
）

　

前
身
は
、
時
代
に
即
し
た
女
性
の
向
上
を
目
指
す
女
性
教
養
講
座
で
、
中
央
女
性
学
級
を
経
て
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
度
か

ら
本
講
座
の
名
称
と
な
っ
た
。
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
実
施
し
て

い
た
が
、
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
度
に
終
了
し
た
。

　

３　

市
民
大
学
講
座

　

延
岡
市
に
お
け
る
講
座
の
中
で
は
最
も
歴
史
が
あ
り
、
学
習
に
よ
る
よ
り
よ
い
人
生
の
創
造
や
自
己
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
開
講
し
た
。
受
講
生
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
末
ま
で
延
べ
六
八
〇
〇
人
を
数
え
、

講
座
は
、
環
境
問
題
や
延
岡
の
歴
史
・
文
化
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
る
。

　

ま
た
、
受
講
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
も
充
実
し
て
き
て
お
り
、
生
涯
学
習
や
受
講
生
同
士
の
交

流
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

４　

英
会
話
入
門
講
座

　

初
歩
的
な
日
常
会
話
の
習
得
を
め
ざ
し
、
国
際
交
流
員
等
が
講
師
と
な
っ
て
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
度
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

期
間
は
、
七
月
か
ら
八
月
ま
で
の
六
回
（
定
員
二
四
人
）、
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
六
回
（
定
員
二
四
人
）
の
二
講
座
で
、
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
。

　

５　

韓
国
語
入
門
講
座

　

韓
国
語
の
初
歩
的
な
日
常
会
話
の
習
得
を
目
標
に
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
度
か
ら
開
設
し
、
昼
間
の
部
と
夜
間
の
部
に

分
け
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、
七
月
か
ら
八
月
ま
で
の
八
回
（
各
定
員
一
五
人
）
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
。
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６　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
平
成
十
七
年
度
終
了
）

　

広
く
市
民
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
書
の
作
成
等
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
成
人
を
対
象
（
定
員
二
〇
人
）
と
し
て
「
み
や
ざ
き

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
べ
お
か
」
を
実
施
し
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
五
月
か
ら
十
一
月
の
間
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
等
一
九

の
会
場
で
一
八
一
回
の
講
習
会
を
行
い
、
三
一
五
八
人
が
受
講
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
講
習
会
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
本

講
習
会
の
修
了
者
等
を
対
象
（
定
員
一
五
人
）
に
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
独
自
の
講
習
会
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
た
が
、
民
間
教

室
の
普
及
等
に
よ
り
、
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
度
で
終
了
し
た
。

　

７　

高
齢
者
教
室

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
公
民
館
等
を
会
場
に
、
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）度
は
、約
四
〇
〇
人
が
参
加
し
、一
五
学
級
が
活
動
し
た
。

　

８　

さ
わ
や
か
カ
レ
ッ
ジ
講
座

　

高
齢
者
を
対
象
に
学
習
を
と
お
し
て
現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
新
し
い
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
の
あ

る
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、二
年
（
一
九
九
〇
）
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
に
一
八
回
実
施
し
た
。

　

９　

シ
ル
バ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
（
平
成
十
六
年
度
終
了
）

　

高
齢
者
に
多
様
な
分
野
の
学
習
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
修
了
者
が
地
域
の
生
涯
学
習
指
導
者
等
と
し
て
活
動
し
て
い
く
な
か
で
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。
三
年
（
一
九
九
一
）
度
か
ら
毎
年
二
六
回
の
講
座
を
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
た
が
、
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
度
で
終
了
し
た
。
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10　

の
べ
お
か
郷
土
塾

　

延
岡
に
初
め
て
来
た
人
、
延
岡
を
も
っ
と
知
り
た
い
人
を
対
象
に
、
延
岡
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
、
見
ど
こ
ろ
等
に
つ
い
て
紹
介
し
、

充
実
し
た
市
民
生
活
の
手
助
け
を
す
る
た
め
に
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、

十
月
の
毎
週
土
曜
日
に
定
員
二
五
人
で
計
四
回
実
施
し
、
市
内
各
地
を
視
察
し
た
。

　

11　

高
齢
者
大
学
（
北
川
教
育
課
）

　

新
し
い
時
代
に
対
応
し
、
い
つ
ま
で
も
心
身
と
も
に
生
き
生
き
と
健
康
を
保
ち
、
心
豊
か
な
生
活
の
充
実
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
家
族
お
よ
び
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
高
齢
者
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
増
や
し
、
社
会

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

12　

団
塊
世
代
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
二
十
二
年
度
終
了
）

　

団
塊
の
世
代
に
お
け
る
第
二
の
人
生
の
手
助
け
を
行
う
た
め
に
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
内
容
が
さ
わ

や
か
カ
レ
ッ
ジ
講
座
等
と
重
複
す
る
た
め
、
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
度
に
終
了
し
た
。

五　

人
権
・
同
和
教
育

　

延
岡
市
の
人
権
・
同
和
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
な
か
で
、
不
合
理
な
差
別
を
な
く
す
様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

三
月
に
策
定
し
た
「
延
岡
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
方
針
」
に
基
づ
き
、
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
行
政
・
市
民
・
事
業
所
・
関
係
団
体
が
と
も
に
連
携
・
協
働
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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１　

学
習
会

　

市
民
が
、
人
権
・
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
た
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
家
庭
教
育
学
級
・

女
性
学
級
・
高
齢
者
教
室
等
に
お
い
て
、
年
一
回
は
、
人
権
学
習
を
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

社
会
教
育
指
導
員
等
が
講
師
と
な
り
、
視
聴
覚
教
材
等
を
活
用
し
て
、
人
権
・
同
和
教
育
の
学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、
八
一
講
座
で
、
八
一
回
実
施
し
た
。

　

２　

教
育
集
会
所
事
業

　

人
権
教
育
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指
す
研
修
の
場
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
子
ど
も
解

放
学
級
（
わ
か
く
さ
学
級
）
や
成
人
教
室
（
生
花
）
等
を
実
施
し
、
地
区
住
民
の
教
育
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

　

３　

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

市
民
を
は
じ
め
、
行
政
職
員
、
学
校
職
員
等
が
、
人
権
・
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
市
民
全
体
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に

向
け
た
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
関
係
課
と
連
携
し
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
度
か
ら
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
・
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
等
で
開
催
し
て
い
る
。
な
お
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、
四
回
実
施
し
た
。

　

４　

人
権
・
同
和
教
育
教
材
整
備
事
業

　

人
権
・
同
和
教
育
ビ
デ
オ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
の
周
知
を
図
り
、
学
校
・
企
業
・
自
主
学
級
等
で
行
う
人
権
学
習
で
の
活
用
促
進
を
図
っ

て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
は
、
二
七
本
の
活
用
が
あ
っ
た
。

　

５　

延
岡
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
支
援
事
業

　

市
民
を
は
じ
め
、
学
校
教
職
員
・
行
政
職
員
・
企
業
・
県
北
住
民
等
を
対
象
に
し
た
人
権
・
同
和
教
育
を
促
進
す
る
た
め
、
延
岡

地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
は
、
第
三
十
二
回
大
会
と
し

て
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
開
催
さ
れ
た
。
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六　

自
治
公
民
館
関
係

　

１　

自
治
公
民
館
長
研
修
会

　

新
任
館
長
を
対
象
に
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
度
か
ら
公
民
館
運
営
の
基
本
・
市
の
支
援
体
制
・
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
業

全
般
・
活
動
事
例
等
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
館
長
を
対
象
に
、
自
治
公
民
館
活
動
の
拡
充
発
展
の
た
め
、
生
涯
学
習

推
進
大
会
を
公
民
館
長
研
修
会
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

七　

社
会
教
育
団
体
の
活
動

　

延
岡
市
に
お
け
る
社
会
教
育
団
体
は
、
次
の
一
〇
団
体
と
他
の
章
に
記
載
す
る
「
延
岡
市
文
化
連
盟
」「
延
岡
史
談
会
」「
延
岡
市

郷
土
芸
能
保
存
会
」
の
合
計
一
三
団
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、「
延
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
」

が
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
度
か
ら
社
会
教
育
関
係
団
体
を
脱
退
し
、
ま
た
「
延
岡
市
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
」
も
、
会
員
の
減

少
と
同
会
が
一
つ
の
役
割
を
終
え
た
と
し
て
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
で
解
散
し
た
た
め
、
現
在
の
社
会
教
育
関
係
団
体
は

合
計
一
一
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
に
「
延
岡
市
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
」
は
、「
延
岡
住
み

よ
い
町
づ
く
り
協
議
会
」
に
名
称
を
改
め
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

１　

延
岡
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

延
岡
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
は
、
子
ど
も
会
活
動
を
と
お
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
て
、
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昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
発
足
し
た
。
活
動
と
し
て
は
、
新
春
子
ど
も
た
こ
上
げ
大
会
、
子
ど
も
会
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
加
え
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
か
ら
は
新
規
事
業
と
し
て
、
こ
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
二
十
三
年
度
現
在
、
加
盟
子
ど
も
会
数
は
一
七
五
団
体
で
、
会
員
数
三
七
二
二
人
で
あ
る
。

　

２　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宮
崎
県
連
盟
北
部
地
区
協
議
会

　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宮
崎
県
連
盟
北
部
地
区
協
議
会
は
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
青

少
年
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
、
緑
ヶ
丘
地
区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
指
定
さ
れ
た
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
に
発
足
し
た
。

　

野
外
体
験
活
動
等
を
行
う
と
と
も
に
、「
世
界
友
情
の
日
」（
毎
年
二
月
）「
の
べ
お
か
天
下
一
薪
能
」「
成
人
式
」「
延
岡
ア
ー
ス
デ
イ
」

等
の
様
々
な
行
事
に
対
し
参
加
協
力
を
行
っ
て
い
る
。延
岡
第
一
団
・
第
四
団
、日
向
第
六
団
か
ら
な
り
、平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）

度
現
在
、
隊
員
一
一
七
人
、
指
導
者
三
一
人
、
団
委
員
一
九
人
で
あ
る
。

　

３　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
延
岡
地
区
協
議
会

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
延
岡
地
区
協
議
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
結
成
さ
れ
た
。
団
員
の
社
会
参
加
と
、
奉
仕
の
精
神

お
よ
び
資
質
の
向
上
を
目
指
し
、シ
ン
キ
ン
グ
デ
ー（
毎
年
二
月
）や
団
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
、「
ふ
く
し
バ
ザ
ー
」「
成
人
式
」「
延
岡
ア
ー

ス
デ
イ
」
等
へ
の
参
加
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
構
成
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
現
在
、
第
一
団
、
第
四
団
か
ら

な
り
、
隊
員
二
三
人
、
指
導
者
一
二
人
で
あ
る
。

　

４　

延
岡
市
青
年
団
体
協
議
会

　

延
岡
市
青
年
団
体
協
議
会
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月
に
市
青
年
団
の
結
成
に
は
じ
ま
り
幾
多
の
名
称
変
更
後
、
五
十
三

年
（
一
九
七
八
）
に
市
青
年
団
体
協
議
会
と
な
っ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月
の
北
方
町
・
北
浦
町
と
の
合
併
、
十
九
年

（
二
〇
〇
七
）
三
月
の
北
川
町
と
の
合
併
を
経
て
、
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
六
月
に
各
市
町
に
あ
っ
た
青
年
団
体
協
議
会
が
「
延
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岡
市
青
年
団
体
協
議
会
」
に
統
一
さ
れ
、
新
た
に
延
岡
支
部
・
北
方
支
部
・
北
浦
支
部
・
北
川
支
部
が
設
置
さ
れ
た
。
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
の
べ
お
か
冬
恋
物
語
」（
延
岡
市
青
年
祭
）
の
開
催
、イ
カ
ダ
下
り
大
会
等
へ
の
協
力
や
県
・
全
国
青
年
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
お
よ
び
奉
仕
活
動
を
と
お
し
て
団
体
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
現
在
、
九
八
人
の
団
員
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

５　

延
岡
市
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会

　

延
岡
市
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
は
、
地
域
婦
人
の
連
帯
、
婦
人
の
教
養
と
社
会
的
地
位
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
度
に
発
足
し
た
。
市
内
各
地
の
地
域
婦
人
会
が
加
盟
し
て
、
地
域
婦
人
体
育
ま
つ
り
の
開
催
を
は
じ
め
、

交
通
安
全
母
の
会
の
活
動
、
子
育
て
支
援
事
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

北
方
町
・
北
浦
町
・
北
川
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
六
月
に
延
岡
・
北
方
・
北
浦
の
地
域
婦
人
連
絡

協
議
会
を
統
合
し
た
。
特
に
、
北
川
町
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
が
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に

発
足
・
統
合
し
、
延
岡
市
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
統
合
に
よ
り
、
各
旧
市
町
の
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
は
支

部
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
た
。

　

６　

延
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　

延
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
四
月
に
発
足
し
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
な
育
成
発
達
の
促

進
お
よ
び
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
、
延
岡
市
・
北
方
町
・
北
浦
町
・
北
川
町
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
を
統
合
し
、
延
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
な
っ
た
。
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
現
在
、
小
学
校
三
一
校
（
Ｐ
会
員

五
五
三
〇
人
、
Ｔ
会
員
五
七
六
人
）、
中
学
校
一
七
校
（
Ｐ
会
員
三
五
一
二
人
、
Ｔ
会
員
三
七
七
人
）
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
等
の
研
修
活
動
を
始
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
、
親
善
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
等
に
取
り
組
ん
で
い
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る
。
ま
た
、「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
や
「
家
庭
の
日
」
を
啓
発
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

十
二
月
か
ら
姉
妹
都
市
・
福
井
県
坂
井
市
（
旧
丸
岡
町
）
と
の
児
童
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
、
お
よ
び
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

度
か
ら
の
交
互
派
遣
、
二
十
三
年
か
ら
の
福
島
県
い
わ
き
市
と
の
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
隊
の
交
互
派
遣
な
ど
、
姉
妹
・
兄
弟
都
市
の
交
流

に
も
協
力
し
て
い
る
。

　

７　

延
岡
市
公
民
館
連
絡
協
議
会

　

延
岡
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
は
、
地
域
住
民
の
生
活
課
題
の
解
決
、
人
間
関
係
の
改
善
、
連
帯
感
の
強
化
並
び
に
教
養
の
向
上
、

明
る
い
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
北
方
町
・
北
浦
町
・
北
川
町
と
の
合
併

に
伴
い
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
に
各
市
町
の
組
織
が
統
合
さ
れ
た
。
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
四
月
現
在
、
九
地
区

二
〇
七
の
自
治
公
民
館
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
役
員
研
修
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
金
婚
者
を
寿
ぐ
会
等
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

８　

延
岡
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会
（
旧
延
岡
市
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
）

　

延
岡
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
延
岡
市
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
と
し
て
発
足
し
、
平

成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
に
親
し
み
や
す
い
現
在
の
名
称
に
改
め
た
。
本
協
議
会
は
、
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
地
域
婦
人
連
絡

協
議
会
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
・
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
お
よ
び
個
人
会
員
で
組
織
さ
れ
、「
も

の
を
大
切
に
す
る
市
民
の
つ
ど
い
」
の
開
催
を
は
じ
め
、
青
少
年
を
伸
ば
す
運
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

９　

延
岡
市
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
（
平
成
二
十
三
年
四
月
解
散
）

　

延
岡
市
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
結
成
さ
れ
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
が
、

会
員
の
減
少
と
協
議
会
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
で
解
散
し
た
。
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10　

延
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　

延
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
度
に
、日
向
延
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
独
立
し
、国
際
協
力
を
促
進
す
る
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
一
環
と
し
て
、地
域
社
会
で
活
躍
し
て
い
た
が
、そ
の
活
動
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

度
に
社
会
教
育
関
係
団
体
を
脱
退
し
た
。

第
四
章
　
文
　
　
　
化

第
一
節	

文
　
化
　
財

　

一　

指
定
文
化
財

　

延
岡
市
に
は
、
国
指
定
文
化
財
と
し
て
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
が
あ
り
、
県
指
定
は
史
跡
、
有
形
・
無
形
文
化
財
、
名
勝
お

よ
び
天
然
記
念
物
、
市
指
定
で
は
史
跡
、
有
形
・
無
形
文
化
財
、
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
指
定
文
化
財
一
覧
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表　指定文化財一覧
指定 種　　　別 　 名 　 称 　 指定年月日 所在地等
国 史 跡 南方古墳群 昭和18年９月８日 南方地区（野地、天下他）
〃 名 勝 比叡山および矢筈岳 昭和14年９月７日 北方町菅原

国特 天然記念物 カモシカ 昭和30年２月15日 指定地域無し
国 〃 高島のビロウ自生地 昭和５年２月28日 高島（北浦町宮野浦）
〃 〃 古江のキンモクセイ 昭和５年４月25日 北浦町古江
〃 〃 祝子川のモウソウキンメイ竹林 昭和45年８月11日 北川町祝子川小岩屋
県 史 跡 延岡古墳群 昭和14年１月27日 東海・岡富・恒富地区
〃 〃 南浦箱式石棺群 昭和17年６月23日 熊野江町外浜
〃 〃 北方村古墳 昭和12年７月２日 北方町曽木
〃 〃 南州翁寓居跡 昭和８年12月５日 北川町俵野
〃 有形文化財 石造六地蔵幢 昭和40年８月17日 内藤記念館（天神小路）
〃 　 〃 　 鍍銀蓮池文華鬘 昭和40年８月17日 三福寺（北町）
〃 　 〃 　 鉄鰐口 昭和40年８月17日 行縢神社（行縢町）
〃 　 〃 　 内藤家旧蔵能狂言面 平成19年３月22日 内藤記念館（天神小路）
〃 　 〃 　 檜垣桐唐草蒔絵面箱 平成19年３月22日 〃
〃 　 〃 　 僧胤康関係資料 平成16年３月29日 慈眼禅寺（北方町曽木）
〃 無形民俗文化財 「伊形花笠踊り」　伊形花笠踊り保存会 平成20年３月31日 伊形町5517番地　
〃 名 勝 那智の滝 昭和12年７月２日 川島町字崩ケ内
〃 〃 行縢山 昭和32年12月15日 行縢町字山口（国有林）
〃 天然記念物 アカウミガメ及びその産卵地 平成８年３月25日 長浜町～緑ケ丘の海岸（一部）
市 史 跡 小峰窯跡 昭和53年３月14日 小峰町内山
〃 〃 沖田貝塚 昭和53年３月14日 小野町横谷
〃 〃 延岡城跡 平成10年３月30日 東本小路157番地外
〃 〃 佐伯次郎惟治戦没地 平成元年６月16日 北浦町三川内
〃 有形文化財 積上式経筒 昭和53年３月14日 内藤記念館（天神小路）
〃 〃 鰐口 昭和53年３月14日 〃
〃 〃 神獣鏡 昭和53年３月14日 〃
〃 〃 梵鐘「城山の鐘」 昭和53年３月14日 〃
〃 〃 延岡城下図屏風 昭和63年10月13日 個人所蔵
〃 〃 光久寺の梵鐘 平成元年６月16日 光久寺（北浦町三川内）
〃 〃 伝内藤政長所用　紅糸縅胴丸具足 平成11年８月５日 内藤記念館（天神小路）
〃 〃 伝内藤義泰所用　紫糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤義英所用　紺糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤義孝所用　紺糸素懸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤義孝所用　紫糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤義覺所用　紅糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤政樹所用　浅葱糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤政擧所用　紫糸素懸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　紺糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　萌黄糸縅五枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　浅葱糸素懸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　紺糸縅胴丸具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　青糸縅（松葉糸）二枚胴具足 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　紺革縅胴丸具足（伝太田家旧蔵） 平成11年８月５日 〃
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指定 種　　　別 　 名 　 称 　 指定年月日 所在地等
市 有形文化財 伝内藤治部左衛門所用　紺糸縅二枚胴具足 平成11年８月５日 内藤記念館（天神小路）
〃 〃 伝内藤義英所用　タイラギ兜 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤忠興所用　鉄黒漆塗七十四間小星兜 平成11年８月５日 〃
〃 〃 伝内藤義孝所用　鉄黒漆塗六十二間筋兜 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　軍配采配蒔絵鞍・鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　諌鼓鶏蒔絵鞍・鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　木瓜紋皺革包鞍・鐙ほか馬具一式 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　真向兎紋桜花散蒔絵鞍 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　獅子牡丹文彫漆鞍 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　鉄線文蒔絵鞍 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　下がり藤紋破七宝繋蒔絵鞍 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　雲龍螺鈿鞍 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　下がり藤紋花菱繋蒔絵鞍 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　鯱濤文銀象嵌鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　下がり藤紋銀象嵌鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　竹虎据文鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　矢屏風蒔絵鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　青貝散鐙 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　鉄製日輪文軍配 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　黒漆塗軍配 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　日月文軍配 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　藤文蒔絵白采配及び下がり藤紋蒔絵采配箱 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　白采配及び桐九曜下がり藤紋蒔絵采配箱 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　朱采配及び黒漆塗采配箱 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　黒漆塗八角柄白采配 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　朱采配 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　銀采配及び桐九曜下がり藤紋蒔絵采配箱 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　黒漆塗八角柄銀采配 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　桐九曜下がり藤紋散蒔絵刀筒 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　唐草桐九曜下がり藤紋散蒔絵刀筒 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　藤桐九曜剣木瓜紋散蒔絵刀筒 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　桐九曜下がり藤紋散蒔絵鉄砲筒 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　唐草桐九曜下がり藤紋散蒔絵鉄砲筒 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　下がり藤紋散蒔絵空穂 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　桐下がり藤紋蒔絵空穂 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　熊毛槍鞘 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家伝来　白熊毛槍鞘 平成11年８月５日 〃
〃 〃 内藤家長・馨崇院画像 平成12年４月７日 〃
〃 〃 谷家所蔵　貨幣資料 平成11年８月５日 個人所蔵
〃 〃 谷家所蔵　能装束 平成12年４月７日 〃
〃 〃 谷家所蔵　能面 平成12年４月７日 〃
〃 〃 内藤政長画像 平成12年４月７日 内藤記念館（天神小路）
〃 〃 土持卒塔婆 平成12年４月７日 吉野町吉野　光福寺跡
〃 〃 内藤家墓碑及び供養塔 平成12年４月28日 本小路176番地外
〃 〃 常夜灯 平成15年１月10日 東海町98番12地先
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指定 種　　　別 　 名 　 称 　 指定年月日 所在地等
市 有形文化財 カザレ式アンモニア合成装置 平成15年10月５日 旭町７丁目4319番地
〃 〃 伝蒲生家　鉄製背負陣太鼓 平成15年11月16日 内藤記念館（天神小路）
〃 〃 椎畑六地蔵 昭和８年３月３日 北方町椎畑
〃 〃 梅木の五輪石塔群 平成３年６月１日 北浦町三川内
〃 〃 梅木の仏像 平成３年６月１日 〃
〃 〃 昌雄寺六地蔵石幢 平成６年８月16日 北浦町古江
〃 〃 市尾内石塔群 平成６年８月16日 北浦町三川内
〃 〃 宮野浦八十八ケ所 平成元年６月16日 北浦町宮野浦
〃 〃 俵野庚申塔 平成８年２月１日 北川町長井
〃 〃 松葉観音寺六地蔵幢 平成８年２月１日 北川町川内名
〃 〃 岩ノ口庚申塔 平成12年12月20日 〃
〃 〃 堂ノ元五輪塔 平成12年12月20日 北川町長井
〃 〃 熊田川平庚申塔群 平成17年３月28日 川内名神社（北川町川内名）
〃 〃 夏田家文書 平成８年２月１日 北川町
〃 〃 年貢割付文書 平成８年２月１日 〃
〃 〃 野村忍介書簡 平成10年１月22日 〃
〃 〃 万歳記大学 平成10年１月22日 〃
〃 〃 西南の役陣中日記 平成11年11月１日 〃
〃 〃 長井村高拾石鬮帳 平成11年11月１日 〃
〃 無形民俗文化財 「行縢臼太鼓踊り」技術保持団体　行縢臼太鼓踊り保存会 平成15年11月16日 行縢町874番地７
〃 〃 三川内神楽 平成10年４月16日 北浦町三川内
〃 〃 深瀬亥の子行事 平成15年２月27日 北川町川内名
〃 〃 家田の虫追い行事 平成15年２月27日 北川町長井
〃 名 勝 土々呂の観音滝 平成３年６月１日 北浦町三川内
〃 天然記念物 ヤッコソウ自生地（含む椎の木） 昭和53年３月14日 熊野江神社（熊野江町）
〃 〃 行縢のギンモクセイ 平成15年11月16日 行縢神社（行縢町）
〃 〃 市振神社のヤッコソウ 平成元年６月16日 市振神社（北浦町市振）
〃 〃 三川内神社の桜 平成８年７月19日 三川内神社（北浦町三川内）

平成24年４月１日現在 （資料：延岡市教育委員会文化課）

※難語句での読み

鍍銀…とぎん　　　　　華鬘…けまん　　　檜垣…ひがき　　　蒔絵…まきえ　　　　縅…おどし　　　　浅葱…あさぎ
諌鼓鶏…かんことり　　木瓜…もっこう　　鞍…くら　　　　　彫漆…ちょうしつ　　破七宝繋…やぶれしっぽうつなぎ
象嵌…ぞうがん　　　　采配…さいはい　　空穂…うつぼ　　　槍鞘…やりざや　　　馨崇院…けいすういん
忍介…おしすけ　　　　鬮帳…くじちょう　行縢…むかばき　　螺鈿…らでん　　　　鐙…あぶみ
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伊形花笠踊り（平成20年３月31日県指定）
約400年ほど前、７日７晩も続いた津波が、７羽の白鷺が現われ、
舞ったところ引いたことに由来する。

カザレ式アンモニア合成装置（平成15年10月５日市指定）
大正12年（1923）、わが国で初めて空気中の窒素を固定し、
アンモニア製造に成功した記念すべき産業文化遺産である。
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二　

文
化
財
愛
護
・
啓
発
活
動

　

延
岡
市
民
は
、
文
化
財
を
愛
護
・
啓
発
す
る
た
め
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

城
山
ガ
イ
ド
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
城
山
に
あ
る
史
跡
・
顕
彰
碑
・
や
ぶ
椿
な
ど
城
山
の
魅
力
を
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
発
足
。城
山
を
ガ
イ
ド
す
る
他
に
講
演
会
活
動
や
内
藤
家
墓
所
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。ま
た
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）

に
、
城
山
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
「
延
岡
の
歴
史
」、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
「
延
岡
の
先
賢
」
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

２　

延
岡
市
野
生
動
物
研
究
会

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
及
び
そ
の
産
卵
地
」
が
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
発
足
し
た
。

県
の
委
託
を
受
け
、
毎
年
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産
卵
・
孵
化
が
行
わ
れ
る
五
月
～
十
月
に
、
方
財
・
長
浜
・
新
浜
海
岸
に
お

け
る
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
孵
化
す
る
前
に
流
木
や
ゴ
ミ
の
撤
去
な
ど
の
保
護
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

３　

能
面
ガ
イ
ド
の
会

　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
延
岡
を
代
表
す
る
文
化
財
・
天
下
一
能
面
等
を
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
。
具
体
的
な
活
動

と
し
て
は
、
毎
年
薪
能
の
開
催
時
に
行
わ
れ
る
能
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
、
内
藤
家
旧
蔵
の
能
面
展
の
ガ
イ
ド
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

４　

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会

　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
先
人
の
知
恵
の
遺
産
で
あ
る
五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
か
ら
「
防
災
の
心
」
や
「
郷
土
愛
」
な
ど
を
学
び
、

後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
。
畳
堤
と
は
、
高
欄
（
橋
の
欄
干
）
状
の
枠
に
畳
を
差
し
込
む
こ
と
で
水
害
を
防
ぐ
仕
組
み
で
、
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他
に
岐
阜
県
長
良
川
と
兵
庫
県
揖
保
川
の
二
カ
所
し
か
な
く
、
国
内
で
最
も
古
い
貴
重
な
土
木
遺
産
で
あ
る
。
活
動
と
し
て
今
ま
で

に
「
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
を
は
じ
め
、
畳
堤
紹
介
パ
ン
フ
「
謎
の
畳
堤
」
や
「
畳
堤
の
詩
」
の
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
発
行
し
て
い
る
。

　

５　

延
岡
あ
お
ぞ
ら
博
物
館
の
会

　

延
岡
市
全
体
を
あ
お
ぞ
ら
博
物
館
と
と
ら
え
、
市
内
に
散
在
す
る
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
野
外
の
展
示
物
と
見
立
て
、「
地
域
の

文
化
財
は
地
域
が
守
る
」
と
い
う
文
化
財
愛
護
の
精
神
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
発
足
し
た
。
地

域
の
貴
重
な
文
化
財
を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
一
般
市
民
を
対
象
に
毎
年
二
回
ほ
ど
地
域
探
訪
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
き

た
。

　

６　

延
岡
市
北
川
町
温
故
知
新
の
会

　

地
域
に
残
る
歴
史
・
文
化
を
保
存
・
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
発
足
し
た
。
労
働
歌
で
あ
る
山

師
の
「
長
井
木
遣や

り
歌
」「
長
井
籾も

み

摺す

り
歌
」、
農
業
行
事
の
「
家え

田だ

虫
追
い
」、
田
圃
の
水
位
調
節
の
技
術
で
あ
る
「
尺
八
樋ど

い

」、
川

の
護
岸
工
事
の
技
術
で
あ
る
「
な
ん
ば
引
き
」
な
ど
の
保
存
・
伝
承
を
行
い
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

７　

古
文
書
入
門
講
座

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
度
か
ら
本
市
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
「
内
藤
家
文
書
」
や
市
内
に
伝
存
す
る
「
地
方
文
書
」
の
解

読
を
通
し
て
歴
史
を
学
び
、
文
化
財
保
存
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
し
た
。
以
後
毎
年
度
、
月
一
回
、
年
間

一
〇
回
行
っ
て
き
た
。

　

８　

延
岡
の
歴
史
を
読
み
解
く
会

　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
度
か
ら
「
内
藤
家
文
書
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
、
未
翻
刻
の
史
料
の
解
読
を
市
民
と
と

も
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し
た
。
以
後
毎
年
度
、
月
一
回
、
年
間
一
〇
回
行
っ
て
き
た
。
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三　

内
藤
家
文
書
に
よ
る
明
治
大
学
と
の
交
流

　

明
治
大
学
博
物
館
に
は
、
約
五
万
点
も
の
内
藤
家
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
文
書
は
、
江
戸
時
代
の
譜
代
藩
を
研
究
す
る
上

で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
他
に
な
く
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
て
の
本
市
と
明
治
大
学
と
の

交
流
が
、
一
五
年
ほ
ど
前
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
年
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
る
。

　

明
治
大
学
か
ら
は
、
学
芸
員
等
の
講
師
派
遣
に
よ
る
中
学
高
校
生
を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
や
一
般
市
民
向
け
の
講
演
会
、
懸
賞

論
文
に
よ
る
児
童
生
徒
の
大
学
へ
の
招
待
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
市
か
ら
は
、
内
藤
記
念
館
で
所
蔵
す
る
大
名
道
具
等
の

明
治
大
学
博
物
館
で
の
展
示
や
延
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
学
芸
員
に
よ
る
同
大
学
で
の
講
演
等
を
行
っ
て
い
る
。
同
大
学
と
の

交
流
が
今
後
ま
す
ま
す
活
発
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
延
岡
の
歴
史
の
解
明
と
市
民
の
生
涯
学
習
の
一
層
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

第
二
節	

文	
化	
施	
設

一　

延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
文
化
的
要
望
に
対
応
す
る
た
め
に
、
芸
術
・
芸
能
活
動
、
美
術
展
や
文
化
講
演
会
等
の
実

施
、
文
化
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
の
育
成
を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
施
設
は
、
国
の
田
園
都
市
構
想
に
基
づ
く
中
核
施
設
と
し
て
、
宮
崎
県
北
部
広
域
市
町
村
圏
域
の
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
に
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設
置
し
た
も
の
で
、
充
実
し
た
設
備
の
大
・
小
ホ
ー
ル
を
有
し
、
本
格
的
な
展
示
が
可
能
な
展
示
室
や
和
風
の
交
流
室
、
研
修
室
等

を
備
え
て
い
る
。
特
に
、
大
ホ
ー
ル
の
音
響
効
果
は
専
門
家
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
一
流
の
演
奏
、
演
劇
等
の
公
演
が
相
次
ぎ
、

地
方
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
な
お
、
管
理
運
営
主
体
で
あ
る
財
団
法
人
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）
度
か
ら
公
益
財
団
法
人
へ
と
移
行
し
た
。

　

１　

建
設
事
業
等　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

２　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
の
利
用
状
況

管
理
運
営

主
要
施
設

建
築
面
積

所

在

地

設

置

公
益
財
団
法
人　

延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル　

一
三
一
二
席　

・
小
ホ
ー
ル　

二
九
一
席　

・
楽
屋　

・
リ
ハ
ー
サ
ル
室　

・
展
示
室　

・
研
修
室

会
議
室　

・
交
流
室　

・
視
聴
覚
室　

・
喫
茶
室

五
、
三
二
一
・
二
八
㎡

東
浜
砂
町
六
一
一
番
地
二

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
三
日

敷
地
面
積

総
工
事
費

一
五
、
九
〇
五
・
九
六
㎡

二
五
億
五
三
一
五
万
円

合

計

展

示

室

大
ホ
ー
ル

区

分

二
、
四
六
〇

　
　

三
五
九

　
　

一
九
六

ホ
ー
ル
使
用
件
数
（
回
）

二
○
三
、
四
四
八

四
二
、
四
四
九

一
〇
三
、
〇
三
一

入
場
者
数
（
人
）

そ

の

他

小
ホ
ー
ル

区

分

一
、
六
三
六

　
　

二
六
九

ホ
ー
ル
使
用
件
数
（
回
）

二
一
、
一
九
〇

三
六
、
七
七
八

入
場
者
数
（
人
）
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二　

野
口
記
念
館

　

公
会
堂
「
野
口
記
念
館
」
は
、
旭
化
成
工
業
株
式
会
社
（
当
時
）
の
創
業
三
十
周
年
記
念
と
し
て
延
岡
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
月
に
竣
工
し
た
。

　

同
館
は
市
街
地
の
中
心
部
、
城
山
の
東
に
位
置
し
、
市
民
の
文
化
ホ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
延
岡
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
と
並
ん
で
本
市
の
文
化
を
支
え
て
い
る
。

　

１　

建
設
事
業
等

　

２　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
の
利
用
状
況

　

ホ
ー
ル
利
用
件
数
は
、
一
〇
九
回
、
入
場
者
数
は
、
三
万
九
八
一
〇
人
で
あ
っ
た
。

三　

内
藤
記
念
館

　

市
民
会
館
「
内
藤
記
念
館
」
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設
置
さ
れ
、
郷
土
の

管
理
運
営

主
要
施
設

敷
地
面
積

設

置

公
益
財
団
法
人　

延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

一
階
：
ホ
ー
ル　

六
四
八
席
（
固
定
席
六
三
八
席
、
車
椅
子
席
一
〇
席
）　

・
ホ
ワ
イ
エ　

・
楽
屋

二
階
：
楽
屋　

・
事
務
室

四
、
三
六
五
・
六
四
㎡

昭
和
三
十
年
八
月
五
日

建
築
延
面
積

所

在

地

二
、
五
九
六
・
四
五
㎡

東
本
小
路
一
一
九
番
地
一
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歴
史
資
料
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
研
修
会
や
諸
会
議
を
行
う
会
場
と
し
て
、
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
市
民
の
文
化
意
識
の
向
上
と
と
も
に
、
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
資
料
館
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
で
、
一

部
改
修
さ
れ
、
展
示
面
積
も
広
く
な
り
、
資
料
館
と
し
て
の
内
容
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
二
月
に
は
、
内
藤
家
十
七
代
当
主
内
藤
政
道
氏
よ
り
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
伝
わ
る
能
・
狂
言
面

を
含
む
歴
代
当
主
ゆ
か
り
の
貴
重
な
品
々
の
寄
贈
を
受
け
た
。

　

そ
の
う
ち
「
天
下
一
」
の
称
号
を
も
つ
名
工
六
人
の
手
に
よ
る
能
面
を
使
っ
て
「
の
べ
お
か
天
下
一
薪
能
」
の
開
催
、
展
示
室
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
常
設
展
示
室
入
れ
替
え
や
、
当
家
ゆ
か
り
の
書
と
短
冊
展
等
を
行
い
、
ま
す
ま
す
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る

所
と
な
っ
て
い
る
。

　

１　

建
設
事
業
等

　

２　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
利
用
状
況

　

研
修
会
・
会
議
等
は
、市
民
二
件
、二
五
人
で
、公
用
等
の
使
用
は
、一
八
九
件
、四
五
七
五
人
。
展
示
室
参
観
者
は
、六
四
七
八
人
で
、

合
計
一
九
一
件
、
一
万
一
〇
七
八
人
で
あ
っ
た
。

所
蔵
資
料

敷
地
面
積

設

置

歴
史
資
料　

約
一
一
、
三
〇
〇
点　

・
民
俗
資
料　

約
三
、
三
〇
〇
点
（
内
二
、
八
〇
〇
点
は
民
俗
資
料
展
示
室
）

美
術
資
料　

約
八
〇
〇
点　

・
考
古
資
料　

約
五
三
、
〇
〇
〇
点　

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム　

約
一
、
一
〇
〇
点

八
、
八
二
〇
・
三
五
㎡

昭
和
三
十
八
年
十
月
十
五
日

建
築
面
積

所

在

地

一
、
三
九
六
・
三
〇
㎡

天
神
小
路
二
五
五
番
地
一
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四　

西
郷
隆
盛
宿
陣
跡
資
料
館

　

西
郷
隆
盛
宿
陣
跡
資
料
館
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
五
月
、
旧
北
川
町
内
に
残
っ
て
い
る
西
南
戦
争
に
関
す
る
遺
品
お
よ
び

郷
土
の
文
化
財
を
広
く
一
般
に
公
開
し
、
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

　

建
築
面
積
は
、
二
一
二
・
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
所
蔵
資
料
は
、
船
型
ま
く
ら
・
硯
・
水
筒
な
ど
が
あ
り
、
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

度
の
利
用
状
況
は
、
一
九
七
四
人
で
あ
る
。
な
お
、
所
在
地
は
、「
北
川
町
長
井
六
七
二
七
番
地
」
で
あ
る
。

五　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か

　

文
化
施
設
と
し
て
の
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
・
第
三
節
・
一
項
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か
を

参
照
。

第
三
節
　
文
化
功
労
者

一　

県
文
化
功
労
者
（
延
岡
市
関
係
）
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二　

市
文
化
功
労
者

　

二
十
二

　

二
十
二

平
成
十
八

年　
　

度

体

育

芸

術

文
化
功
労

部　
　

門

甲
斐
国
征

上
杉
忠
弘

永
田
法
順

氏　
　

名

永
年
に
わ
た
り
日
本
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
や
国
際
的
な
普
及
に
情
熱
を
注
ぐ
と
と
も

に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
す
る
な
ど
、
本
県
体
育
の
向
上
発
展
に
寄
与
し
た

功
績

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
国
内
外
で
多
く
の
作
品
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
ア
ニ
メ

界
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
呼
ば
れ
る
ア
ニ
ー
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
世
界
的
に
高
い
評
価
を

受
け
、
本
県
美
術
の
発
展
向
上
に
寄
与
し
た
功
績

永
年
に
わ
た
り
貴
重
な
日
向
盲
僧
琵
琶
の
研
鑽
・
継
承
に
努
め
、
質
の
高
い
琵
琶
奏
法

を
確
立
し
、
演
奏
活
動
を
通
じ
て
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
本
県
文
化
の

向
上
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

　

受

賞

理

由

　

五
四 回

平
成
十
五

年
　

度

井
戸
口　

ス
ミ
子

今

村

愛

子

今

村

嘉

之

氏　
　
　

名

保
健
体
育
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

表
彰
部
門

離
島
に
お
け
る
助
産
婦
活
動

市
民
音
楽
活
動
の
指
導
・
育
成

珠
算
文
化
の
普
及
・
振
興

　

主

な

功

績
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六
三

六
二

六
一

六
〇

五
九

五
八

五
七

五
六

五
五

二
十
四

二
十
三

　

二
十
二

二
十
一

二
十

十
九

十
八

十
七

平
成
十
六

太　

田　

ヒ
サ
シ

井

上

清

美

山
口　

奈
良
次
郎

竹　

森　

タ
ツ
子

徳

永
　

明

黒　

木　

重
代
司

森

川

愛

介

黒

木

道

男

吉　

田　

千
鶴
子

岩

切
　

隆

西　

村　

香
枝
子

吉

岡

澄

子

江

藤

奈

保

杉

本

喜

好

大

﨑
　

清

児　

玉　

治
兵
衛

平

野
　

悟

社
会
文
化

社
会
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

保
健
体
育
文
化

社
会
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

社
会
文
化

社
会
文
化

学
芸
文
化

学
芸
文
化

保
健
体
育
文
化

社
会
文
化

音
訳
図
書
制
作
な
ど
視
覚
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

女
医
と
し
て
地
域
医
療
の
向
上
、
女
性
の
社
会
参
加
推
進

北
川
町
山
の
文
化
の
復
興
・
伝
承
活
動

茶
道
文
化
の
普
及
・
振
興

三
川
内
神
楽
の
伝
承
活
動

北
川
町
地
域
文
化
の
発
掘
・
紹
介

軟
式
野
球
の
普
及
・
振
興

高
齢
者
福
祉
の
推
進

民
話
・
昔
話
な
ど
の
保
存
・
伝
承

延
岡
神
楽
の
調
査
・
研
究
・
伝
承

書
道
文
化
の
普
及
・
振
興

女
性
の
郷
土
史
学
習
の
推
進

城
山
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
啓
発
・
保
護
活
動

郷
土
芸
能
（
ば
ん
ば
音
頭
）
の
伝
承
活
動

旧
延
岡
藩
主
内
藤
家
の
顕
彰
活
動

環
境
衛
生
の
向
上
・
改
善

郷
土
芸
能
（
和
太
鼓
）
の
伝
承
活
動
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第
四
節
　
文	

化	

活	

動

一　

文
化
活
動
の
動
き

　

本
市
の
文
化
活
動
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
人
心
を
文
化
的
に
立
ち
直
ら
せ
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
延
岡
市

文
化
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
の
を
契
機
に
各
部
門
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、「
第
一
回
延
岡

市
美
術
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
各
種
の
文
化
事
業
や
文
化
団
体
等
の
育
成
を
通
じ
て
芸
術
文
化
の
振
興
を
行
っ
て
き
た
。

　

歴
史
や
文
化
に
対
す
る
市
民
の
自
主
的
主
体
的
活
動
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
社
会
教
育
課
に
文
化
係

が
、
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は
文
化
課
が
設
置
さ
れ
、
九
年
（
一
九
九
七
）
に
は
、
旧
藩
主
内
藤
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
天
下
一
能
面

を
活
用
し
た
「
第
一
回
延
岡
城
址
薪
能
」
が
、
延
岡
城
址
（
城
山
）
で
行
わ
れ
、
ま
た
同
年
神
楽
を
舞
う
団
体
が
集
い
、「
第
一
回

城
山
か
ぐ
ら
ま
つ
り
」
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
は
延
岡
城
築
城
四
百
年
を
記
念
し
、
市
民
が
延
岡
城
築

城
四
百
年
記
念
祭
を
盛
大
に
祝
っ
た
。
こ
の
年
、
初
め
て
天
下
一
能
面
が
海
外
に
渡
り
、
ド
イ
ツ
で
人
間
国
宝
、
九
世
片
山
九
郎
右

衛
門
に
よ
る
演
能
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
度
に
創
設
さ
れ
た
「
若
山
牧
水
青
春
短
歌
大
賞
」
は
、
毎
年
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
郷

土
の
歌
人
若
山
牧
水
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
を
は
じ
め
と
す
る
短
歌
人
口
の
拡
大
に
大
い
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
文
化

庁
の
助
成
事
業
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
」（
十
五
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
実
施
）
を
活
用
し
て
、
全
国
屈
指
の
延
べ
二
六
〇
教
室

を
開
催
し
、子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
普
及
を
図
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
年
末
恒
例
の
「
の
べ
お
か
『
第
九
』
を
歌
う
会
」

は
、
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
度
で
二
五
回
を
迎
え
、
こ
れ
を
契
機
に
映
画
「
こ
こ
に
生
き
る
」
の
制
作
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
伝
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統
を
誇
る
「
延
岡
市
美
術
展
覧
会
」
は
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
で
六
二
回
を
、「
延
岡
市
郷
土
芸
能
大
会
」
は
、
二
五
回
を

数
え
る
な
ど
、
延
岡
市
民
の
文
化
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。

二　

の
べ
お
か
天
下
一
薪
能

　　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
か
ら
始
ま
っ
た
の
べ
お
か
天
下
一
薪
能
は
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
で
、
一
六
回
を
迎
え
、
今
日
で

は
延
岡
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
本
市
の
薪
能
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
城
山
の
千
人
殺
し
の
石
垣
を
背
景
に
幽
玄
な
世

界
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
運
営
や
会
場
の
設
営
等
が
市
民
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
で
薪
能
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、
五
年
（
一
九
九
三
）
に
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
、
内
藤
家
が
能
・
狂

言
面
七
二
点
を
本
市
に
寄
贈
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
う
ち
の
三
〇
点
が
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
天
下
一
能
面
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
と
い
う
声
が
市
民
の
間
に
起
こ
り
、「
延
岡
城
址
薪
能
実
行
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

同
会
は
、
そ
の
後
法
人
化
さ
れ
、
現
在
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
べ
お
か
天
下
一
市
民
交
流
機
構
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
演
者
が
人
間
国
宝
の
片
山
幽
雪
・
十
世
片
山
九
郎
右
衛
門
父
子
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

の
延
岡
城
築
城
四
百
年
祭
の
際
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
初
め
て
の
海
外
公
演
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
近
年
は
、
延
岡
の
子
ど
も

が
演
者
と
し
て
薪
能
の
舞
台
に
上
が
る
な
ど
、
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
薪
能
の
あ
る
期
間
を
能
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
位
置
づ
け
、
内
藤
家
旧
蔵
の
能
面
展
、
西
日
本
現
代
能
面
作
家
展
、
延
岡
市

民
能
舞
台
等
が
行
わ
れ
、
能
面
展
や
延
岡
城
址
の
ガ
イ
ド
の
面
で
は
、
能
面
ガ
イ
ド
の
会
や
城
山
ガ
イ
ド
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
な

ど
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
る
。
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三　

延
岡
城
築
城
四
百
年
記
念
祭

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
高
橋
元
種
が
延
岡
城
を
築
城
し
て
四
百
年
に
当
た
る
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
市
制
施
行
七
十
周

年
協
賛
事
業
と
し
て
「
延
岡
城
築
城
四
百
年
記
念
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
柱
は
、第
一
に
「
高
橋
元
種
公
の
顕
彰
」

第
二
に
「
今
山
八
幡
例
大
祭
の
復
元
」
第
三
に
「
ま
つ
り
の
べ
お
か
」
第
四
に
「
ひ
む
か
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ウ
ズ
メ
21
』」
第
五
に
「
の

べ
お
か
天
下
一
薪
能
」
第
六
に
「
城
山
か
ぐ
ら
ま
つ
り
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

主
な
と
こ
ろ
を
述
べ
る
と
、第
一
の「
高
橋
元
種
公
の
顕
彰
」は
、著
名
な
作
家
を
招
い
て
の
講
演
会「
高
橋
元
種
公
と
上
杉
鷹
山
公
」

や
フ
ォ
ー
ラ
ム「
高
橋
元
種
公
と
延
岡
城
と
城
下
町
」な
ど
を
開
催
し
、城
山
に「
歴
代
延
岡
城
主
の
碑
」（
第
一
編
の
扉
の
写
真
参
照
）

を
建
立
し
た
。
第
二
の
「
今
山
八
幡
例
大
祭
」
は
、
江
戸
時
代
に
今
山
八
幡
宮
の
祭
例
の
大
行
列
を
、
市
民
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り

百
数
十
年
ぶ
り
に
復
元
し
た
。
第
四
の
「
ひ
む
か
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ウ
ズ
メ
21
』」
は
、
城
山
の
千
人
殺
し
の
石
垣
を
背
景
に
市
民

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
行
い
、
大
好
評
を
博
し
た
。
第
六
の
「
城
山
か
ぐ
ら
ま
つ
り
」
は
、
当
時
の
延
岡
市
・
北
方
町
・
北
浦
町
・

北
川
町
、
大
分
県
蒲
江
町
の
一
〇
神
楽
保
存
会
が
城
山
に
集
い
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

四　

文
化
団
体
の
活
動

　

延
岡
市
民
は
、
本
市
の
文
化
向
上
の
た
め
に
、
団
体
を
結
成
し
、
様
々
な
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
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１　

延
岡
市
文
化
連
盟

　

延
岡
市
文
化
連
盟
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
戦
後
の
荒
廃
し
た
人
心
を
立
て
直
す
の
は
文
化
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、

市
民
の
文
化
水
準
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
を
通
し
て
明
朗
で
潤
い
の
あ
る
郷
土
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

以
来
六
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
所
属
す
る
団
体
は
、
様
々
な
分
野
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
本
市
の
文
化
活
動
の
中
核
的

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
近
年
は
、
子
ど
も
の
文
化
活
動
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、「
第
一
回
の
べ
お
か
少
年
少
女
『
文
化
の
祭
典
』」
が
、
平

成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
行
わ
れ
、
以
後
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑴　

年
次
的
な
活
動

平
成　

十
五
年　

四
月　

市
制
施
行
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
「
延
岡
城
築
城
四
百
年
記
念
祭
」
に
参
加
し
、
多
く
の

　

（
～
十
六
年　

三
月
）
団
体
や
市
民
が
一
体
と
な
り
盛
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　

十
一
月　

㈶
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
の
宮
崎
県
芸
文
協
祭
を
延
岡
市
で
行
っ
た
。

　
　
　

十
七
年　

十
月　

第
二
回
の
べ
お
か
少
年
少
女
「
文
化
の
祭
典
」（
展
示
発
表
部
門
・
園
芸
部
門
・
茶
道
部
門
・
舞
台
発
表
部
門
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
行
っ
た
。
子
ど
も
の
参
加
総
数
二
二
〇
〇
人

　
　
　
　
　
　

十
二
月　

の
べ
お
か
「
第
九
」
を
歌
う
会
が
第
二
十
回
記
念
演
奏
会
を
行
っ
た
。

　
　
　

十
八
年　

四
月　

第
四
十
五
回
一
幅
一
瓶
展
の
記
念
展
お
よ
び
記
念
式
典
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

十
月　

の
べ
お
か
天
下
一
薪
能
第
十
回
記
念
公
演
（
初
の
二
日
間
公
演
）
を
行
っ
た
。

　
　
　

十
九
年
十
一
月　

第
六
十
回
記
念
市
民
音
楽
祭
に
合
わ
せ
、
九
州
文
学
ル
ー
ト
記
念
音
楽
祭
を
行
っ
た
。

　
　
　

二
十
年　

十
月　

第
三
回
の
べ
お
か
少
年
少
女
「
文
化
の
祭
典
」
を
行
っ
た
。
子
ど
も
の
参
加
総
数
二
〇
〇
〇
人
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二
十
一
年
十
一
月　

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
事
業
を
盛
大
に
行
っ
た
。

　
　

二
十
二
年　

七
月　

第
六
十
回
延
岡
市
美
術
展
覧
会
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

㈶
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
の
宮
崎
県
芸
文
協
祭
を
延
岡
市
で
行
っ
た
。
県
内
か
ら
の
参
加
一
〇
五
人

　
　

二
十
三
年　

十
月　

第
四
回
の
べ
お
か
少
年
少
女
「
文
化
の
祭
典
」
を
行
っ
た
。
子
ど
も
の
参
加
総
数
二
〇
〇
〇
人

　
　

二
十
四
年　

三
月　

ひ
む
か
オ
ペ
ラ
の
会
を
中
心
と
し
て
、
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
を
初
上
演
し
、
大
成
功
を
お
さ
め
た
。

　
　

⑵　

加
盟
団
体
等
の
内
訳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
現
在
）

　

２　

延
岡
史
談
会

　

延
岡
史
談
会
は
、昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）に
発
足（
初
代
会
長
仲
田
又
次
郎
）。
途
中
一
旦
活
動
を
停
止
し
、五
十
年（
一
九
七
五
）

に
再
発
足
し
た
。
延
岡
市
市
民
憲
章
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
史
跡
研
究
調
査
部
会
・
古
文
書
部
会
・
民
俗
調
査
部
会
に
分
か
れ
、
郷
土

の
歴
史
、
伝
統
及
び
民
俗
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

近
年
の
事
業
と
し
て
は
、
宮
崎
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
秋
季
延
岡
研
究
大
会
の
実
施
、
旧
延
岡
藩
領
各
地
の
史
跡
や
伝
承
、

部 門 団 体 数

美 術 ８

写 真 ６

文 芸 15

音 楽 25

書 道 ２

華 道 ３

茶 道 ３

舞 踊 ３

能 楽 ７

園 芸 ５

詩 吟 ３

民 謡 １

薪 能 １

第 九 １

着 付 道 ４

彫刻・工芸 ９

太 鼓 ７

子ども文化 45

一 般 14

邦 楽 ６

歴史・文化 ５

個 人 ２

支 部 ３

計 178
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先
哲
の
事
跡
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
で
の
資
料
の
収
集
、
実
地
踏
査
、
郷
土
ゆ
か
り
の
古
文
書
の
解
読
お
よ
び
参
考
史
料
と
の
照

合
分
析
を
重
ね
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、本
会
は
、毎
年
の
諸
活
動
の
記
録
を
編
集
し
た
「
延
岡
史
談
会
報
『
縣
』」
を
隔
年
で
刊
行
し
、平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

五
月
現
在
二
四
号
を
数
え
て
い
る
。

　

３　

延
岡
市
郷
土
芸
能
保
存
会

　

延
岡
市
郷
土
芸
能
保
存
会
は
、
郷
土
芸
能
の
掘
り
起
こ
し
と
伝
承
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
結
成
さ
れ
た
。

　

主
た
る
活
動
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
始
ま
っ
た
「
延
岡
市
郷
土
芸
能
大
会
」
や
「
ま
つ
り
の
べ
お
か
」
を

は
じ
め
と
す
る
諸
行
事
に
積
極
的
に
協
力
参
加
し
て
い
る
。

　

特
に
、
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
の
「
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
０
７
」
に
は
、
延
岡
団
七
踊
り
保
存
会
が
出
演

し
、
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
、「
日
本
の
原
点
宮
崎
の
郷
土
芸
能
伝
承
事
業
」
と
し
て
「
郷
土
芸
能
大
会
in
の
べ
お
か
」
を

開
催
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

４　

㈶
あ
さ
ひ
・
ひ
む
か
文
化
財
団

　

㈶
あ
さ
ひ
・
ひ
む
か
文
化
財
団
は
、
本
市
を
発
祥
の
地
と
す
る
旭
化
成
が
創
業
六
十
周
年
を
記
念
し
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）

十
一
月
に
基
金
五
億
円
（
旭
化
成
全
額
出
資
）
で
設
立
し
た
。
本
市
を
は
じ
め
県
北
地
域
の
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

基
金
の
運
用
を
図
り
、「
モ
ノ
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
二
八
年
間
に
わ
た
り
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た
。

　

一
流
の
音
楽
・
芸
術
・
演
劇
等
の
公
演
の
招
致
、
音
楽
鑑
賞
会
等
独
自
の
文
化
事
業
の
実
施
、
民
間
団
体
の
文
化
活
動
の
支
援
な

ど
、
地
域
社
会
に
根
差
し
た
幅
広
い
文
化
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
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な
お
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
、
団
体
名
も
「
公
益
財
団
法
人　

旭
化
成
ひ
む
か
文
化

財
団
」
に
改
称
す
る
。五　

郷
土
の
先
賢
等
の
顕
彰
活
動

　

延
岡
市
民
は
、
郷
土
の
先
賢
を
顕
彰
す
る
た
め
に
団
体
を
結
成
し
、
様
々
な
顕
彰
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
団
体
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

内
藤
家
顕
彰
会

　

本
市
の
文
化
と
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
旧
延
岡
藩
主
内
藤
家
の
顕
彰
お
よ
び
郷
土
史
の
研
究
と
普
及
を
目
的
に
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
結
成
さ
れ
た
。
毎
年
最
後
の
延
岡
藩
主
内
藤
政
擧
公
の
命
日
に
は
、
菩
提
寺
で
供
養
の
祭
を
行
い
、
内
藤
家
の
遺

徳
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
会
誌
「
亀
井
」
を
発
行
す
る
な
ど
、
内
藤
家
を
顕
彰
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

２　

延
岡
西
南
役
会

　

わ
が
国
最
後
の
内
戦
で
、
近
代
国
家
確
立
の
転
換
点
と
な
っ
た
「
西
南
の
役
」
お
よ
び
西
郷
隆
盛
の
顕
彰
活
動
を
通
し
て
地
域
お

こ
し
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
発
足
し
た
。
毎
年
和
田
越
の
決
戦
の
あ
っ
た
八
月
十
五
日
に
慰
霊

祭
を
行
い
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
は
「
明
治
十
年
西
南
戦
争
和
田
越
決
戦
の
地
」
の
慰
霊
碑
を
建
立
し
て
い
る
。

　

３　

後
藤
勇
吉
延
岡
顕
彰
会

　

郷
土
の
飛
行
家
後
藤
勇
吉
を
慰
霊
・
顕
彰
す
る
目
的
で
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
結
成
さ
れ
た
。
毎
年
二
月
二
十
八
日

の
命
日
（
本
命
日
二
十
九
日
）
に
は
、
妙
田
の
後
藤
勇
吉
銅
像
前
で
慰
霊
祭
を
、
ま
た
十
月
下
旬
に
は
、
後
藤
勇
吉
生
誕
メ
モ
リ
ア
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ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
大
会
を
行
う
な
ど
、
後
藤
勇
吉
を
顕
彰
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

４　

仲
田
又
次
郎
翁
顕
彰
会

　

初
代
と
九
代
の
延
岡
市
長
を
務
め
、
橋
か
け
又
次
郎
の
異
名
を
と
っ
た
仲
田
又
次
郎
を
顕
彰
す
る
目
的
で
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
に
結
成
さ
れ
た
。
当
初
は
「
仲
田
又
次
郎
翁
を
偲
ぶ
会
」
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
改
称
さ
れ
「
仲
田
又
次
郎
翁
顕
彰
会
」

と
な
っ
た
。

　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
㈳
延
岡
市
西
臼
杵
郡
薬
剤
師
会
が
、
同
会
を
引
き
継
ぎ
現
在
に
至
る
。
毎
年
四
月
の
第
二
日
曜
日
に

城
山
の
胸
像
前
で
、供
養
祭
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
は
、仲
田
氏
の
遺
句
集
「
二
つ
橋
」
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

５　

若
山
牧
水
延
岡
顕
彰
会

　

郷
土
の
歌
人
若
山
牧
水
を
顕
彰
し
、
本
市
の
文
化
向
上
に
寄
与
す
る
目
的
で
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
結
成
さ
れ
た
。
毎

年
春
の
彼
岸
の
前
後
に
は
城
山
の
牧
水
歌
碑
前
で
歌
碑
祭
を
、
ま
た
牧
水
の
生
誕
日
に
は
、
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
牧
水
の
銅

像
前
で
生
誕
祭
を
行
う
な
ど
、
牧
水
を
顕
彰
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

６　

野
口
遵
顕
彰
会

　

旭
化
成
の
前
身
で
あ
る
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
の
創
業
者
野
口
遵

し
た
が
うを

顕
彰
す
る
目
的
で
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
結
成

さ
れ
た
。
宮
崎
県
内
に
お
い
て
工
業
化
技
術
開
発
に
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
企
業
や
個
人
に
対
し
「
野
口
賞
」
の
授
与
、
小
中
学
生

を
対
象
に
科
学
啓
発
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
野
口
研
究
所
や
科
学
館
な
ど
へ
の
研
修
派
遣
事
業
「
ジ
ュ
ニ
ア
科
学
者
の
翼
」
は
、

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
る
。

六　

郷
土
史
学
習
団
体
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延
岡
市
民
は
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
学
習
団
体
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

延
岡
市
郷
土
史
婦
人
学
級
Ｏ
Ｂ
会
ま
が
た
ま

　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
度
延
岡
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
郷
土
史
婦
人
学
級
の
受
講
生
が
、
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

度
「
延
岡
市
郷
土
史
婦
人
学
級
Ｏ
Ｂ
会
ま
が
た
ま
」
を
発
足
さ
せ
た
。
郷
土
史
の
学
習
を
は
じ
め
、
延
岡
市
郷
土
芸
能
大
会
な
ど
の

文
化
団
体
の
行
事
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
奉
仕
活
動
も
行
っ
て
き
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
で
結
成
三
十
周
年
を
迎

え
る
。
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
は
、「
県
北
の
お
寺
さ
ん
」
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

２　

延
岡
市
郷
土
史
婦
人
学
級
Ｏ
Ｂ
会
ひ
み
こ

　

昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
）度
延
岡
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
郷
土
史
婦
人
学
級
の
受
講
生
が
、六
十
年（
一
九
八
五
）度「
延

岡
市
郷
土
史
婦
人
学
級
Ｏ
Ｂ
会
ひ
み
こ
」
を
発
足
さ
せ
た
。
郷
土
史
の
学
習
を
は
じ
め
、
城
山
か
ぐ
ら
ま
つ
り
な
ど
の
文
化
団
体
の

行
事
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
奉
仕
活
動
も
行
っ
て
き
た
。
ま
た
同
会
の
発
足
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
市
内
の
神
社
を
調
査

し
た
「
延
岡
の
市
内
の
神
社
を
た
ず
ね
て
」
を
、
さ
ら
に
十
周
年
、
十
五
周
年
、
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
延
岡
の
石
塔
を

訪
ね
て
」
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

３　

内
藤
充
真
院
を
学
ぶ
会

　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
内
藤
家
十
四
代
政ま

さ
よ
り順

の
正
室
・
充じ

ゅ
う
し
ん
い
ん

真
院
の
書
い
た
旅
日
記
を
読
み
解
く
会
と
し
て
発
足
。
毎
月
一

回
読
み
解
く
会
を
行
い
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
同
会
の
発
足
十
周
年
に
、
遺
徳
を
顕
彰
す
る
た
め
に
充
真
院
像
を
建
立
し
た
。

　

ま
た
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
、
宮
崎
日
日
新
聞
賞
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
な
お
、
そ
の
成
果
は
、
内
藤
家
文
書
を
所
蔵
す
る

明
治
大
学
博
物
館
に
よ
り
「
内
藤
藩
主
夫
人
内
藤
充
真
院
繁
子
道
中
日
記
」
等
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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第
五
章
　
ス 

ポ 

ー 

ツ

第
一
節
　
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
べ
お
か

　

延
岡
市
は
、「
運
動
」
を
通
し
た
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ

ま
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
の
一
部
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡
充
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
的
な
大
会
に
出
場
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
数
多
く
輩
出
し
て
お

り
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ム
ズ
in
の
べ
お
か
」「
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
」「
磯
貝
杯
九
州
少
年
柔
道
大
会
」
な

ど
の
全
国
レ
ベ
ル
・
九
州
レ
ベ
ル
の
大
会
、
さ
ら
に
は
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上
・
柔
道
・
野
球
な
ど
様
々
な
競
技
種
目
で
の
合
宿
等
が
一

年
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
地
域
固
有
の
資
源
と
し
て
活
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
交
流
人

口
の
増
大
を
図
る
「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り
」
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
本
市
活
性
化
の
た
め
の
重
点
施
策
と
し
て
と
ら
え
、「
ア
ス
リ
ー
ト

タ
ウ
ン
づ
く
り
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
」
を
二
本
柱
に
「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
べ
お
か
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
」
を
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
三
月
に
策
定
し
、
賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
元
気
な
延
岡
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
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一　

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り

　

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
本
市
の
特
性
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
活
動
や
交
流
を
進
め
な
が
ら
、「
大
会
・
合
宿
の
充
実
」

お
よ
び
「
推
進
体
制
の
充
実
」
に
努
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
交
流
人
口
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

１　

大
会
・
合
宿
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
に
定
着
し
た
本
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
規
模
以
上
の
大
会
に
つ
い
て
、
競
技
会
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
内
容

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
競
技
施
設
や
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
広
く
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
、
国
際
的
な
大
会
か
ら
全
国
・

九
州
・
東
九
州
規
模
ま
で
の
新
た
な
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

大
会
・
合
宿
の
参
加
者
・
関
係
者
等
の
た
め
の
宿
泊
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

２　

推
進
体
制
の
充
実

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
べ
お
か
」
の
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
推
進
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
ゆ

か
り
の
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
顕
彰
や
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、「
す
る
（
競
技
）」「
観

る
（
応
援
）」「
支
え
る
（
支
援
）」
な
ど
様
々
な
形
で
の
市
民
参
加
を
促
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
た
人

材
の
活
用
等
を
通
じ
て
競
技
人
口
の
増
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
競
技
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

二　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り

　

市
民
生
活
に
心
の
豊
か
さ
と
健
康
を
も
た
ら
し
、
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
た
め
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
お
よ
び
「
関
係
団
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体
及
び
指
導
者
の
育
成
」
に
努
め
る
こ
と
で
、「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
い
つ
ま
で
も
」
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

１　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

市
民
の
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
主
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

①　
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
。

　
　

②　

市
民
が
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
摂
取
に
努
め
る
こ
と
。

　
　

③　

児
童
の
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
た
体
力
向
上
へ
の
指
導
・
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

　
　

④　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
の
交
流
の
促
進
や
社
会
適
応
性
の
向
上
等
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
障
が
い
に
対
す

　
　
　

る
正
し
い
認
識
を
深
め
る
こ
と
。

　
　

⑤　

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
、
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
も
個
々
人
の
生
活
や
身
体
状
況
に
合
わ
せ
た
健

　
　
　

康
・
体
力
づ
く
り
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

⑥　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
活
習
慣
の
一
部
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
・
イ
ベ
ン

　
　
　

ト
等
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

２　

関
係
団
体
お
よ
び
指
導
者
の
育
成

　

多
様
化
す
る
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、関
係
団
体
が
主
体
と
な
り
、様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
振
興
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
習
会
や
研
修
会
を
通
し
て
指
導
者
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
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第
二
節
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

一　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
状
況

表　スポーツ施設の整備状況
年度 施設・場所 事　　　　　業（主な内容） 事業費（円）

平成
15

西 階 陸 上 競 技 場 カメラ設置塔に階段および踊り場の設置 2,335,200

西 階 遊 泳 場
50ｍプール改修およびポンプ室の補修 11,866,000

50ｍプール周辺フェンス補修 1,018,500

西 階 庭 球 場 排水設備の整備および雨樋補修 1,297,000

西 階 野 球 場

スコアボードの塗替えおよび補修 1,890,000

内外野の整備 1,702,000

ナイターランプの交換 1,013,000

16

西 階 野 球 場 ナイター照明補修 2,614,500

市 民 体 育 館 雨樋の全体的な改修 8,494,000

勤労者体育センター 屋根補修 7,380,000

17
西 階 野 球 場 メインスタンドの改修 55,597,500

北 浦 海 浜 運 動 公 園 芝生舗装 34,689,000

18

西 階 陸 上 競 技 場
走路の全面改修 116,736,000

合宿室・医務室他の改修 8,085,000

浜 川 遊 泳 場 25ｍプールおよび幼児プールの塗装 2,829,000

北 浦 海 浜 運 動 公 園 外構フェンスおよびトイレ設置 20,327,000

19 西 階 遊 泳 場 50ｍプールの配管およびスロープ改修 11,142,000

20 西 階 野 球 場 防球ネットの設置 3,255,000

21

西 階 野 球 場
内野等の改修 21,000,000

バックスクリーンの改修 9,685,000

延 岡 市 民 体 育 館 冷房設備設置 79,880,000

西 階 遊 泳 場
25ｍプールおよび幼児プールの配管改修 10,154,000

25ｍプールの塗装 7,230,000

北方南部地区体育館 屋根の塗装 3,425,100

北 川 運 動 公 園 夜間照明点灯盤の補修 445,200

22

西 階 野 球 場 ナイター照明設備の整備 1,957,000

延 岡 市 民 体 育 館 コンコースの改修および駐車場のライン引き 20,555,000

北 川 体 育 館 防火設備・舞台幕等修繕、消火栓ポンプ用発電機設置 9,474,604

23
西 階 庭 球 場 全天候化改修、管理棟実施設計委託、管理棟新設 454,553,000

西 階 球 技 場 芝生化 42,000,000

24 市 民 体 育 館
西 階 補 助 グ ラ ン ド

延岡市屋内体育施設改修工事（北方勤労者体
育センターを含む）
西階補助グランド改修工事

4,798,000
18,600,000

（資料：延岡市教育委員会保健体育課）
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第
三
節
　
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
活
躍

一　

ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
主
な
出
来
事

二
十

十
九

十
八

十
七

十
六

平
成
十
五
年

二
〇
〇
八

二
〇
〇
七

二
〇
〇
六

二
〇
〇
五

二
〇
〇
四

二
〇
〇
三

西
暦

八
月

二
月

十
月

七
月

五
月

八
月

三
月

八
月

九
月

八
月

三
月
月

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
二
人
が
出
場
し
た

延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
が
、
九
州
五
局
ネ
ッ
ト
で
テ
レ
ビ
生
中
継
さ
れ
た

延
岡
市
健
康
教
室
推
進
協
議
会
に
保
健
事
業
推
進
功
労
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
並
び
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優

良
団
体
表
彰
（
文
部
科
学
省
）
が
授
与
さ
れ
た

「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
べ
お
か
二
〇
〇
七
国
際
武
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た

北
川
町
と
の
合
併
に
よ
り
延
岡
市
体
育
協
会
・
北
川
町
体
育
協
会
が
統
合
さ
れ
た

延
岡
学
園
高
等
学
校
が
春
夏
連
続
で
、
五
度
目
の
夏
の
全
国
高
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た

延
岡
学
園
高
等
学
校
が
二
度
目
の
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た

北
方
町
・
北
浦
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
延
岡
市
体
育
協
会
・
北
方
町
体
育
協
会
・
北
浦
町
体
育
協
会
が

統
合
さ
れ
た

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
が
、
夏
の
全
国
高
校
野
球
大
会
に
初
出
場
し
た

ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
一
人
が
出
場
し
た

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
四
人
が
出
場
し
た

延
岡
学
園
高
等
学
校
が
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
出
場
し
た

　

事

　

項
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二
十
四

二
十
三

二
十
二

二
十
一

平
成
二
十
年

二
〇
一
二

二
〇
一
一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
九

二
〇
〇
八

西
暦

八
月
七
月

二
月

十
二
月

二
月

八
月

十
二
月

十
月

九
月
五
月
三
月

二
月

十
二
月
九
月
月

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
が
一
人
出
場
し
た

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
が
二
人
出
場
し
た

延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
が
、
九
州
七
県
へ
の
地
上
波
テ
レ
ビ
生
中
継
に
加
え
、
Ｂ
Ｓ
放
送
に
よ
る
全
国

生
中
継
が
実
施
さ
れ
た

全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
で
、
延
岡
学
園
高
等
学
校
（
男
子
）
が
優
勝
。
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
優
勝
（
八
月
）、
国
民
体
育
大
会
優
勝
（
十
月
）
を
あ
わ
せ
た
高
校
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
史
上
五
校
目
の
全
国
高
校
三
冠
を
達
成
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
Ｉ
「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
」
の
キ
ャ
ン
プ
一
〇
周
年
を
記
念
し
、
仙
台
市
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

を
招
待
の
う
え
、
地
域
間
交
流
を
実
施
し
た

延
岡
学
園
高
等
学
校
が
六
度
目
の
夏
の
全
国
高
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た

大
相
撲
東
関
部
屋
延
岡
合
宿
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た

第
二
二
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
祭
健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
部
が
北
川
総
合
運
動
公
園
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た

延
岡
市
体
育
協
会
が
県
内
で
初
め
て
一
般
社
団
法
人
化
さ
れ
た

第
二
〇
回
記
念
大
会
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ム
ズ
in
の
べ
お
か
」
が
開
催
さ
れ
た

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
べ
お
か
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
た

延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
テ
レ
ビ
生
中
継
が
、
九
州
五
局
ネ
ッ
ト
か
ら
七
局
ネ
ッ
ト
に
拡
大
の
う
え
実

施
さ
れ
た

大
相
撲
巡
業
「
延
岡
場
所
」
が
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
が
一
人
出
場
し
た

　

事

　

項
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第
四
節
　
体
育
功
労
者

一　

文
部
科
学
省
お
よ
び
宮
崎
県
表
彰
者

　

１　

文
部
科
学
省
お
よ
び
宮
崎
県
表
彰
（
延
岡
市
関
係
）

表１　
区分

年度

文部科学省 県教育委員会

功労者 優良 
団体

生涯 
スポーツ
功労者

生涯 
スポーツ 
優良団体

スポーツ 
栄誉賞

スポーツ 
特別賞

平成15 渡邊孝之 首藤邦子

16 本田敏満
延岡市健
康教室推
進協議会

工藤　恭子 
（陸上）

大野　龍二
（陸上）

松田　丈志 
（水泳）

塘内　将彦
（柔道）

17 岩室富雄 松田　丈志 
（水泳）

佐藤　智之
（陸上）

18

松田　丈志 
（水泳）

草野　大輔 
（野球）

19

日本武道
院征武館

松田　丈志 
（水泳）

延岡市健
康教室推
進協議会

久世由美子 
（水泳指導者）

20

川名　修徳
（弓道）

北郷純一郎
（バスケット

ボール）

21

岩井　勇輝
（陸上）

杉尾　勇士
（野球）

岡田　聖司
（野球）

藤島　琢哉
（野球）

22

黒木　聖仁
（サッカー）

内瀬戸真実
（バレーボール）

永吉　佑也
（バスケット

ボール）

23

桑幡朝子 延岡少年
ラグビー
スクール

堀端　宏行
（陸上）

大園　政伸
（カヌー）

新鍋　理沙
（バレーボール）

北林　健治
（ハンドボール）

延岡学園高
校男子バス
ケットボー
ル部

（資料：延岡市教育委員会保健体育課）
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表２　
区分

年度

スポーツ推進委員 
（体育指導委員） 　 県 体 育 協 会 　

国・九州 県

平成15

（九州） 森重ヒサミ 功労賞　甲斐　国征（空手道）
矢頭　重信 久城　信子 　同　　緒方　誠三（ソフトボール）

　同　　井本　萬利（四半的弓道）
優秀賞　塘内　将彦（柔道）

16

（国） 臼間　貴弘 功労賞　成合　昭夫（スキー）
川崎　邦久 　同　　岩室　富雄（バレーボール）

（九州） 優秀賞　斉藤　制剛（柔道）
福田　　積 「保田篤則（少林寺拳法延岡東スポーツ少年団）」

17
（九州） 岡本真奈美 功労賞　甲斐　英二（剣道）
桑幡　朝子 芝﨑　玉美 奨励賞　大野　龍二（陸上）

美村　訓宏

18
首藤　邦子 功労賞　花田　　寔（ソフトテニス）
高見　謙二
木村　隆次

19

（国） 兒島　妙子 功労賞　久世由美子（水泳指導者）
川崎　邦久 河野　清志

（九州） 石井　清子
三宅　公子

20
（国） 上田　高惠 功労賞　東　　行男（ソフトボール）
桑幡　朝子 　同　　宮崎　三郎（サッカー）

21

日吉　基晶 功労賞　稲田　義美（テニス）
北林　修身 　同　　河野　　正（陸上）
河野三千代 　同　　沖米田征一（サッカー）

「岩切佳三（一友スポーツ少年団）」
「宇戸田萬四郎（北浦クラブスポーツ少年団）」

22
（九州） 功労賞　甲斐　三正（野球）
芝﨑　玉美 　同　　松岡　真央（ソフトボール）

23

（国） 松田　勝志 功労賞　舟津　謹止（ソフトボール）
福田　　積 　同　　佐藤　愛子（バレーボール）

　同　　旭化成男子ソフトボール部
「小林敏秀（延岡佐藤道場スポーツ少年団）」
「橋本健治（恒富サッカースポーツ少年団）」

（注）「　　」は県スポーツ少年団表彰 （資料：延岡市教育委員会保健体育課）
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表　県高等学校体育連盟表彰者
年　度 氏名・チーム名 学校名 　 記 　 録 　 備　　　考

平成15

ホ ッ ケ ー 延岡工業 県高等学校総合体育大会男子団体22年連続優勝 男子
高 橋 　 昌 史 延岡学園 Ｕ−18男子日本代表選手 バスケットボール
山 田 　 芳 博 延岡学園 全九州高等学校新人体育大会90kg級優勝 柔道

國 府 　 宏 基 延岡工業 県高等学校総合体育大会200ｍ背泳ぎ３年連続
優勝 水泳

鷹 巣 　 有 希 延 岡 南九州陸上競技大会女子400ｍ優勝 陸上競技
長 野 　 桃 子 延岡第二 全国高等学校定時制通信制体育大会女子第３位 柔道
赤 木 　 一 隆 延岡学園 優秀選手 柔道
長 倉 誠 一 郎 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
甲 斐 沙 矢 香 延岡商業 優秀選手 ホッケー
堀 原 　 義 提 延岡工業 優秀選手 水泳
日 高 　 美 紀 延 岡 優秀選手 陸上競技

16

水 泳 延岡工業 県高等学校総合体育大会男子団体３年連続優勝 男子
太 田 　 　 匠 延岡学園 Ｕ−18男子日本代表選手 バスケットボール
工 藤 　 美 穂 延岡学園 全国高等学校総合体育大会優秀選手 バレーボール

甲 斐 　 小 彩 延岡工業 県高等学校総合体育大会200ｍ・400ｍ個人メド
レー３年連続優勝 水泳

江 藤 　 　 淳 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
横 田 　 知 子 延岡学園 優秀選手 バレーボール
井 本 　 克 典 延 岡 東 優秀選手 ラグビー
河 野 　 泰 也 延岡工業 優秀選手 ソフトボール

17

バスケットボール 延岡学園

全国高等学校総合体育大会優勝

男子全九州高等学校体育大会優勝
全国高等学校選抜優勝大会準優勝
県高等学校総合体育大会３年連続優勝

ホ ッ ケ ー 延岡工業 県高等学校総合体育大会男子団体24年連続優勝 男子
城 戸 　 優 佑 延岡商業 優秀選手 体操
早 瀬 　 康 寛 延 岡 西 優秀選手 水泳
東 　 　 達 也 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
斎 藤 　 泰 子 延岡学園 優秀選手 バレーボール
山 本 　 真 也 延 岡 東 優秀選手 ラグビー
川 並 　 洋 司 延 岡 優秀選手 弓道

18

バスケットボール 延岡学園 全国高等学校総合体育大会３位 男子全九州高等学校体育大会優勝
バ レ ー ボ ー ル 延岡学園 県高等学校総合体育大会３年連続優勝 女子
水 泳 延岡工業 県高等学校総合体育大会５年連続優勝 男子

黒 木 　 貴 之 延岡工業

県高等学校総合体育大会400ｍ・800ｍリレー３
年連続優勝 水泳県高等学校総合体育大会400ｍ・1500ｍ自由形
３年連続優勝

戸 高 　 功 貴 延岡工業 県高等学校総合体育大会400ｍ・800ｍリレー３
年連続優勝 水泳

土 持 　 亮 二 延岡工業 県高等学校総合体育大会400ｍ・800ｍリレー３
年連続優勝 水泳

節 政 　 健 一 延岡工業

県高等学校総合体育大会400ｍ・800ｍリレー３
年連続優勝 水泳県高等学校総合体育大会200ｍ自由形３年連続
優勝

オーティス永井 延岡学園 Ｕ−18男子日本代表選手 バスケットボール
池 田 　 雅 史 延 岡 東 Ｕ−19男子日本代表・高校日本代表選手 ラグビー
小 野 　 　 崇 延岡商業 優秀選手 体操
月 野 　 雅 人 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
児 玉 　 千 秋 延岡学園 優秀選手 バレーボール
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年　度 氏名・チーム名 学校名 　 記 　 録 　 備　　　考

平成19

バスケットボール 延岡学園 県高等学校総合体育大会５年連続優勝 男子

村 岡  大 潤 延岡学園 全九州高等学校体育大会90kg級優勝 柔道全九州高等学校新人大会90kg級優勝
内 満  由 紀 延岡学園 全国高等学校総合体育大会優秀選手 バレーボール

永 吉  佑 也 延岡学園 日・韓・中ジュニア交流競技会Ｕ−18日本代表
選手 バスケットボール

八 重 尾 優 衣 延岡学園 全九州高等学校新人大会優勝 弓道
福 留  貴 明 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
秦 彩 延岡学園 優秀選手 バレーボール

20

柔 道 延岡学園 全国高等学校総合体育大会男子団体３位 男子県高等学校総合体育大会男子団体３年連続優勝
バ レ ー ボ ー ル 延岡学園 県高等学校総合体育大会５年連続優勝 女子

バスケットボール 延岡学園 全国高等学校総合体育大会優勝 男子全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会３位
村 岡  大 潤 延岡学園 全九州高等学校体育大会90kg級優勝 柔道
赤 迫  健 太 延岡学園 全国高等学校総合体育大会100kg級２位 柔道
玉 城  一 生 延岡学園 全九州高等学校体育大会73kg級優勝 柔道

新 鍋  理 沙 延岡学園 全国高等学校総合体育大会バレーボール競技優
秀選手 バレーボール

永 吉  佑 也 延岡学園 アジア・ジュニア選手権大会日本代表選手 バスケットボール

和 田  力 也 延岡学園 全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会ベ
スト５選手 バスケットボール

那 須  萌 美 延岡工業 全九州高等学校体育大会南九州地区予選会七種
競技優勝 陸上競技

岩 切  福 成 延岡商業 優秀選手 体操
城 戸  杏 梨 延岡商業 優秀選手 体操
内 村  祥 也 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
岩 田   望 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
金 丸  真 子 延岡学園 優秀選手 バレーボール

21

バスケットボール 延岡学園
全国高等学校総合体育大会２位

男子第40回全国高等学校バスケットボール選抜優勝
大会ベスト８

安 田  知 史 延岡学園 全九州高等学校体育大会81kg級優勝 柔道全国高等学校総合体育大会81kg級５位
高 橋  拓 努 延岡学園 全九州高等学校体育大会100kg超級優勝 柔道
中 武  剣 吾 延岡工業 全国高等学校体育大会個人５位 剣道
横 瀬  孝 樹 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
佐 藤  義 朗 延岡星雲 優秀選手 ラグビー
甲 斐  智 哲 延岡工業 優秀選手 登山

22

バスケットボール 延岡学園 全九州高等学校体育大会優勝 男子
柔 道 延岡学園 県高等学校総合体育大会男子団体５年連続優勝 男子
体 操 延岡商業 県高等学校総合体育大会男子団体３年連続優勝 男子
体 操 延岡商業 県高等学校総合体育大会女子団体３年連続優勝 女子
後 藤  将 志 延岡学園 全九州高等学校新人体育大会90kg級優勝 柔道
橋 口  祐 葵 延岡学園 全国高等学校総合体育大会66kg級優勝 柔道
甲 斐  慶 彦 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
室 屋  佳 太 延岡星雲 優秀選手 ラグビー
八 矢  圭 祐 延岡工業 優秀選手 弓道
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年　度 氏名・チーム名 学校名 　 記 　 録 　 備　　　考

平成23

バスケットボール 延岡学園
全国高等学校総合体育大会優勝

男子全国高等学校選抜優勝大会優勝
全九州高等学校体育大会優勝

柔 道 延岡学園 全九州高等学校新人体育大会男子団体優勝 男子
弓 道 延岡学園 全九州高等学校新人体育大会男子団体優勝 男子
ベ ン ド ラ メ 
礼 生 延岡学園 日・韓・中ジュニア交流競技会日本代表選手 バスケットボール全国高等学校選抜優勝大会ベスト５
ジョフ チェイカ
アハマド バンバ 延岡学園 全国高等学校選抜優勝大会ベスト５ バスケットボール

橋 口 　 祐 葵 延岡学園 フランスジュニア国際大会66kg級日本代表選手 柔道全九州高等学校新人体育大会66kg級優勝

中 山 　 智 予 聖 心
ウルスラ

全九州高等学校新人体育大会50ｍバタフライ優
勝・100ｍバタフライ優勝 水泳

岩 瀬 　 優 太 延 岡 優秀選手 体操
岩 田 　 大 輝 延岡学園 優秀選手 バスケットボール
白 井 　 之 美 延岡学園 優秀選手 バレーボール
古 谷 遼 太 郎 延岡工業 優秀選手 登山
後 藤 　 将 志 延岡学園 優秀選手 柔道

24

バスケットボール 延岡学園

全国高等学校総合体育大会優勝

男子全国高等学校選抜大会優勝
平成23年度全九州高等学校春季選手権大会優勝
県高等学校総合体育大会10年連続優勝

柔 道 延岡学園 県高等学校総合体育大会７年連続優勝 男子

弓 道 延岡学園 平成23年度全国高等学校選抜大会３位 女子県高等学校総合体育大会３年連続優勝
体 操 延岡商業 県高等学校総合体育大会５年連続優勝 男子

橋 口 　 祐 葵 延岡学園
全国高等学校総合体育大会66kg級優勝

柔道平成23年度全国高等学校選抜大会73kg級２位
全九州高等学校体育大会66kg級優勝

寺 園 　 脩 斗 延岡学園
FIBA ASIA Ｕ−18男子選手権日本代表選手

バスケットボール全国高等学校選抜大会ベスト５
優秀選手

ジョフ チェイカ
アハマド バンバ 延岡学園 全国高等学校選抜大会ベスト５ バスケットボール

新 森 　 純 平 延岡学園 平成23年度全国高等学校学校選抜大会個人２位 弓道優秀選手
浮 島 杏 加 子 延岡学園 アジアユース女子選手権日本代表選手 バレーボール

松 田 　 裕 介 延岡星雲 全国高等学校総合体育大会500ｍカナディアン
シングル優勝・200ｍカナディアンシングル３位 カヌー

渡 部 　 真 也 延 岡 優秀選手 体操
宮 川 　 　 和 延 岡 優秀選手 体操

中 山 　 智 予 聖 心
ウルスラ 優秀選手 水泳

邊 木 園 良 介 延岡学園 優秀選手 柔道
（資料：宮崎県高等学校体育連盟）
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岡
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）

表　延岡市内中学校関係記録
競技名 性別 年度 月 出 場 校 　 大 会 名 　 　 順 位 　

剣道 男子
平成15 8 延 岡 中 九 州 大 会

16 8 延 岡 中 九 州 大 会
23 8 延 岡 中 九 州 大 会

女子 15 8 東 海 中 九 州 大 会 九州３位

柔道 男子 17 8 南 中 九 州 大 会
18 8 岡 富 中 九州大会・全国大会

女子 15 8 南 中 九 州 大 会
水泳 女子 21 8 東 海 中 九州大会・全国大会 九州３位

ソフト
テニス

男子 22 8 西 階 中 九州大会・全国大会 九州１位
24 8 西 階 中 九州大会・全国大会 九州２位・全国３位

女子
15 8 土々呂中 九 州 大 会
16 8 土々呂中 九州大会・全国大会 九州３位
24 8 西 階 中 九 州 大 会

ソフト
ボール

男子 18 8 東 海 中 九州大会・全国大会 九州２位

女子

17 8 岡 富 中 九 州 大 会
19 8 岡 富 中 九 州 大 会
20 8 岡 富 中 九州大会・全国大会 九州２位・全国５位
21 8 延 岡 中 九 州 大 会 九州３位
22 8 延 岡 中 九 州 大 会
22 8 東 海 中 九州大会・全国大会 九州２位
23 8 延 岡 中 九 州 大 会
24 8 南 中 九 州 大 会

卓球

男子 18 8 南 中 九 州 大 会

女子

15 8 南 中 九 州 大 会
16 8 南 中 九州大会・全国大会 九州２位
17 8 南 中 九州大会・全国大会 九州２位
18 8 南 中 九州大会・全国大会 九州３位
19 8 南 中 九 州 大 会
21 8 南 中 九州大会・全国大会
23 8 土々呂中 九 州 大 会
24 8 土々呂中 九州大会・全国大会 九州３位

軟式 
野球 男子

20 8 西 階 中 九 州 大 会
21 8 恒 富 中 九 州 大 会
24 8 西 階 中 九 州 大 会 九州４位

バ　ス
ケット
ボール

男子

18 8 土々呂中 九 州 大 会
19 8 尚学館中 九 州 大 会
20 8 尚学館中 九州大会・全国大会 九州１位
21 8 尚学館中 九 州 大 会
22 8 尚学館中 九 州 大 会
23 8 土々呂中 九 州 大 会
24 8 尚学館中 九 州 大 会

女子
15 8 西 階 中 九 州 大 会
16 8 南 中 九 州 大 会
17 8 恒 富 中 九 州 大 会
18 8 恒 富 中 九 州 大 会

バドミ
ントン

男子 15 8 東 海 中 九 州 大 会
女子 18 8 岡 富 中 九 州 大 会

バレー
ボール

男子 20 8 南 中 九州大会・全国大会 九州３位・全国５位
24 8 土々呂中 九州大会・全国大会 九州５位

女子

18 8 東 海 中 九州大会・全国大会
20 8 東 海 中 九 州 大 会
21 8 尚学館中 九 州 大 会
22 8 尚学館中 九 州 大 会
23 8 旭 中 九 州 大 会
24 8 尚学館中 九州大会・全国大会 九州２位

ハンド
ボール

男子
16 8 延 岡 中 九 州 大 会
23 8 延 岡 中 九 州 大 会
24 8 延 岡 中 九 州 大 会

女子

15 8 延 岡 中 九 州 大 会
17 8 延 岡 中 九 州 大 会
18 8 延 岡 中 九州大会・全国大会 九州３位
19 8 延 岡 中 九 州 大 会
22 8 延 岡 中 九 州 大 会
23 8 延 岡 中 九 州 大 会

（注）県中学校体育連盟主権の競技で、九州大会・ （資料：延岡地区中学校体育連盟）
全国大会の記録
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表　宮崎県高等学校記録
（１）陸上競技

　 種 　 目 　 県高校記録 氏 名 学 校 名 年　度 　 備 　 考 　

女子

800ｍ 2分09秒24 宗　由香里 聖心ウルスラ 平成12

1500ｍ 4分19秒92 宗　由香里 聖心ウルスラ 13

3000ｍ 9分11秒29 宗　由香里 聖心ウルスラ 13

三段跳 11ｍ42 菊池　　瞳 延 岡 商 業 19

円盤投 40ｍ90 佐藤美智子 延 岡 商 業 昭和52

（２）水泳競技

　 種 　 目 　 県高校記録 氏 名 学 校 名 年　度 　 備 　 考 　

男子

自 由 形

50ｍ 24秒61 松田　丈志 延 岡 東 平成12 県高校総体

100ｍ 52秒53 松田　丈志 延 岡 学 園 13 国民体育大会

200ｍ 1分52秒60 松田　丈志 延 岡 学 園 13 全国ＪＯ

400ｍ 3分51秒62 松田　丈志 延 岡 学 園 14 日本選手権

800ｍ 8分01秒24 松田　丈志 延 岡 学 園 14 日本選手権

1500ｍ 15分29秒24 松田　丈志 延 岡 学 園 13 ヨーロッパＧＰ

バ タ フ ラ イ

50ｍ 26秒24 鈴木　康弘 延 岡 東 4 宮崎県選手権

100ｍ 52秒53 松田　丈志 延 岡 学 園 13 ヨーロッパＧＰ

200ｍ 1分52秒60 松田　丈志 延 岡 学 園 14 パンパシフィック

背 泳 ぎ 50ｍ 28秒57 國府　宏基 延 岡 工 業 15 県高校総体

個人メドレー 200ｍ 2分08秒75 松田　丈志 延 岡 学 園 13 西日本年齢別

メ ド レ ー
リ レ ー

200ｍ 1分53秒52
國府　宏基 延 岡 工 業 15 県高校総体

堀原　義提 延 岡 工 業 15 県高校総体

400ｍ 4分06秒52 鈴木　康弘 延 岡 東 4 国民体育大会

リ レ ー
200ｍ 1分40秒90

國府　宏基 延 岡 工 業 15 末弘杯

堀原　義提 延 岡 工 業 15 末弘杯

800ｍ 8分06秒99 鈴木　康弘 延 岡 東 3 国民体育大会

女子

自 由 形

200ｍ 2分12秒23 日髙仁慈子 延 岡 学 園 12 宮崎県選手権

400ｍ 4分29秒92 日髙仁慈子 延 岡 学 園 13 西日本年齢別

800ｍ 9分10秒68 日髙仁慈子 延 岡 学 園 13 西日本年齢別

バ タ フ ラ イ 100ｍ 1分03秒06 中山　智予 聖心ウルスラ 24 県高校総体

メ ド レ ー
リ レ ー 400ｍ 4分35秒79

羽田　陽子 延 岡 西 3 国民体育大会

赤星　　薫 延 岡 西 3 国民体育大会

リ レ ー 400ｍ 4分15秒81 赤星　　薫 延 岡 西 3 国民体育大会

（注１）「全国ＪＯ」は、「全国ジュニアオリンピック」 （資料：宮崎県高等学校体育連盟）
の略称

（注２）「ヨーロッパＧＰ」は、「ヨーロッパグランプリ」の略称
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表　オリンピック・パラリンピック出場者
回 西暦 平成・年 大　会 氏　名 種　　　目 成　績 備　考

28 2004 16 ア テ ネ 高松正裕 柔道（73㎏級） 旭化成

塘内将彦 柔道（81㎏級） 同

大野龍二 陸上（10000m） 19位 同

松田丈志 水泳
（200mバタフライ） 中京大

同 水泳（400m自由形） ８位 同

同 水泳（1500m自由形） 同

アテネパラ
リンピック 工藤恭子 卓球

（女子シングルス） ４位 日赤熊本

29 2008 20 北 　 京 泉　　浩 柔道（90㎏級） 旭化成

松田丈志 水泳
（200mバタフライ） 銅メダル ミズノ

同 水泳（400m自由形） 同

北京パラリ
ン ピ ッ ク 中西麻耶 陸上

（女子100mT44クラス） ６位 スカパー

同 陸上
（女子200mT44クラス） ４位 同

30 2012 24 ロンドン 松田丈志 水泳
（200mバタフライ） 銅メダル コスモス

薬品

同 水泳
（400mメドレーリレー） 銀メダル 同

新鍋理沙 バレーボール（女子） 銅メダル 久光製薬

ロンドンパラ
リ ン ピ ッ ク 中西麻耶 陸上

（女子100mT44クラス）
Team

Hanger

同 陸上
（女子200mT44クラス） 同

同 陸上
（女子走り幅跳び） ８位 同

（資料：延岡市教育委員会保健体育課）
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表　世界選手権大会出場者
西暦 平成・年 場所 氏　名 種　　　目 成績 備　考

2003 15 グラスゴー 佐藤　博光 剣道
（個人・団体） 優勝 大阪府警

2005 17 カイロ 高松　正裕 男子柔道
（73kg級） 　 旭化成

泉　　　浩 男子柔道
（90kg級） 優勝 同

高井　洋平 男子柔道
（無差別級） ３位 同

モントリオール 松田　丈志 男子水泳
（200ｍバタ） ２位 中京大

2007 19 リオデジャネイロ 塘内　将彦 男子柔道
（81kg級） 　 旭化成

泉　　　浩 男子柔道
（90kg級） 同

大阪 佐藤　智之 陸上
（男子マラソン）  同

久保田　満 陸上
（男子マラソン）  同

2008 20 ルバロワ 高井　洋平 男子柔道
（無差別級） 　 同

2009 21 ロッテルダム 大束　正彦 男子柔道
（73kg級） 　 同

塘内　将彦 男子柔道
（81kg級） 同

ベルリン 岩井　勇輝 陸上
（男子10,000ｍ）  同

清水　将也 陸上
（男子マラソン）  同

ローマ 松田　丈志 男子水泳
（200ｍバタ） ３位 レオパレス21

サスカツーン 松岡　真央 男子ソフトボール 旭化成

ハワイ 志垣めぐみ トライアスロンハ
ワイアンマン

延岡市トライ
アスロン連合

2010 22 アガディール 橋口　祐葵 世界ジュニア柔道
選手権大会 ３位 延岡学園

2011 23 テグ 堀端　宏行 陸上
（男子マラソン） ７位 旭化成

上海 松田　丈志 男子水泳
（200ｍバタ） ２位 コスモス薬品

（資料：旭化成旭陽会柔道部・陸上競技部他）
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表　国際・全日本柔道競技大会出場者
平成・年 選 手 名 　 大 会 名 　 種　目 順位

15 中 村 兼 三
フ ラ ン ス 国 際 大 会 81kg級 優勝

嘉 納 治 五 郎 杯 国 際 柔 道 大 会 81kg級 優勝

16

斎 藤 制 剛

講道館杯全日本体重別選手権大会 90kg級 優勝

17 全日本選抜柔道体重別選手権大会 90kg級 優勝

ア ジ ア 選 手 権 大 会 90kg級 優勝

講道館杯全日本体重別選手権大会 90kg級 優勝

18 全日本選抜柔道体重別選手権大会 90kg級 優勝

講道館杯全日本体重別選手権大会 90kg級 優勝

19 講道館杯全日本体重別選手権大会 90kg級 優勝

16

塘 内 将 彦

全日本選抜柔道体重別選手権大会 81kg級 優勝

講道館杯全日本体重別選手権大会 81kg級 優勝

18 講道館杯全日本体重別選手権大会 81kg級 優勝

19 全日本選抜柔道体重別選手権大会 81kg級 優勝

20 嘉 納 治 五 郎 杯 国 際 柔 道 大 会 81kg級 優勝

講道館杯全日本体重別選手権大会 81kg級 優勝

21 グ ル ジ ア 国 際 大 会 81kg級 優勝

16 全日本選抜柔道体重別選手権大会 73kg級 優勝

17 全日本選抜柔道体重別選手権大会 73kg級 優勝

18 高 松 正 裕 全日本選抜柔道体重別選手権大会 73kg級 優勝

グ ル ジ ア 国 際 大 会 73kg級 優勝

19 講道館杯全日本体重別選手権大会 81kg級 優勝
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平成・年 選 手 名 　 大 会 名 　 種　目 順位

17 高 橋 宏 明 講道館杯全日本体重別選手権大会 100kg超級 優勝

17 全日本選抜柔道体重別選手権大会 100kg超級 優勝

18 嘉 納 治 五 郎 杯 国 際 柔 道 大 会 100kg超級 優勝

グ ル ジ ア 国 際 大 会 100kg超級 優勝

高 井 洋 平 フ ラ ン ス 国 際 大 会 100kg超級 優勝

19 全日本選抜柔道体重別選手権大会 100kg超級 優勝

20 嘉 納 治 五 郎 杯 国 際 柔 道 大 会 100kg超級 優勝

グ ル ジ ア 国 際 大 会 100kg超級 優勝

20

全日本選抜柔道体重別選手権大会 90kg級 優勝

泉 浩 ド イ ツ 国 際 大 会 90kg級 優勝

ア ジ ア 選 手 権 大 会 90kg級 優勝

19 増 渕 　 樹 全日本選抜柔道体重別選手権大会 90kg級 優勝

21
大 束 正 彦

全日本選抜柔道体重別選手権大会 73kg級 優勝

23 講道館杯全日本体重別選手権大会 73kg級 優勝

24 百瀬   優

Ｇ Ｐ ・ バ ク ー 大 会 100kg超級 優勝

Ｇ Ｐ ・ ア ブ ダ ビ 大 会 100kg超級 優勝

Ｗ Ｃ ・ チ ェ ジ ュ 大 会 100kg超級 優勝

24 吉 田 優 也 Ｗ Ｃ ・ タ シ ケ ン ト 大 会 90kg級 優勝

（団体成績）旭化成柔道部

※全日本実業柔道団体対抗大会（通算13回優勝）平成15年、16年、17年、19年、24年優勝

（注１）優勝者を掲載 （資料：旭化成旭陽会柔道部）
（注２）GPは、「グランプリ」の略。WCは、「ワールドカップ」の略
（注３）世界選手権大会出場者を除く
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表　国際・全日本陸上競技大会出場者

選手氏名 平成・年 大　会　名 順位 種　目 記　　　録

佐藤智之

18 別府大分毎日マラソン ２ 位 マラソン ２時間11分46秒

22
びわ湖毎日マラソン ２ 位

マラソン ２時間10分７秒
（日本陸上競技選手権）（優勝）

堀端宏行

23 びわ湖毎日マラソン ３ 位 マラソン ２時間９分25秒

24
福岡国際マラソン ２ 位

マラソン ２時間８分24秒
（日本陸上競技選手権）（優勝）

清水将也 20 北海道マラソン ３ 位 マラソン ２時間15分29秒

岩井勇輝 21 日本陸上競技選手権 優 勝 10000m 28分19秒25

足立知弥 20 別府大分毎日マラソン 優 勝 マラソン ２時間11分59秒

渡辺共則
17 北海道マラソン 優 勝 マラソン ２時間14分50秒

18 北海道マラソン 優 勝 マラソン ２時間17分50秒

久保田満 18 北海道マラソン ２ 位 マラソン ２時間17分52秒

森下由輝 17 別府大分毎日マラソン ３ 位 マラソン ２時間11分48秒

小島忠幸 16 びわ湖毎日マラソン ２ 位 マラソン ２時間８分18秒

出口和也 24 日本陸上競技選手権 優 勝 5000m 13分47秒17

（団体成績）旭化成陸上競技部
※全日本実業団対抗駅伝（通算20回優勝）　　　
※朝日駅伝（通算28回）平成19年、20年、21年優勝　
※九州一周駅伝（通算36回優勝）平成15年、16年、22年、23年優勝

（注１）個人は、３位以上の成績者を掲載 （資料：旭化成旭陽会陸上競技部）
（注２）世界選手権大会出場者を除く
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表　その他の国際大会の出場者
選手・団体名 平成・年 　 大 会 名 　 成　績 　 備 考 　
松田　丈志 15 ユニバーシアード大会 金 水泳
松田　丈志 17 ユニバーシアード大会 銀・銅 水泳
松田　丈志 18 アジア競技大会 金・銀・銅 水泳
高松　正裕 18 アジア競技大会 銀 柔道
高井　洋平 18 アジア競技大会 銅 柔道
泉　　　浩 18 アジア競技大会 銅 柔道
大西　智也 21 ユニバーシアード大会 銀 陸上

山口　清楓 21 ISF女子ソフトボールU16ユース
ワールドカップ 金 女子ソフトボール・日本代表・

南中
橋口　祐葵 21 ブレーメンジュニア国際大会 金 柔道・東海中
松田　丈志 22 アジア競技大会 金・銀・銅 水泳
橋口　祐葵 22 世界ジュニア柔道選手権大会 銅 柔道・延岡学園高校
橋口　祐葵 23 フランスジュニア国際大会 銅 柔道・延岡学園高校
磯田　範仁 23 世界柔道カデ選手権大会 準優勝 北浦出身・国士舘高校

浮島杏加子 24 アジアユース女子バレーボール
選手権大会 金 女子バレーボール日本代表・

延岡学園高校
橋口　祐葵 24 韓国ジュニア国際大会 銀 柔道・延岡学園高校

橋口　祐葵 24 クリスマス杯エクサンプロヴァ
ンスジュニア国際大会 金 柔道・延岡学園高校

（注）三位以上の者を掲載 （資料：延岡市教育委員会保健体育課等）

表　全国大会等の出場者
選手・団体名 平成・年 　 大 会 名 　 成　績 　 備 考 　

岩 永 　 圭 介 17 JAWA全日本アームレスリング
選手権大会 優勝 アームレスリング

延岡学園高校 17 全国高等学校総合体育大会 優勝 男子バスケットボール
芦 塚 柔 道 場 18 全国少年柔道大会 優勝 柔道
磯 田 　 範 仁 18 全国小学校学年別柔道大会 優勝 柔道・北浦小
芦 塚 柔 道 場 19 全国少年柔道大会 優勝 柔道
森 　 　 翔 平 19 全国少年柔道大会 優勝 柔道・恒富小
磯 田 　 範 仁 19 全国小学生学年別柔道大会 優勝 柔道・北浦小
森 　 　 翔 平 19 全国小学生学年別柔道大会 優勝 柔道・恒富小
芦 塚 柔 道 場 19 全日本選抜少年柔道大会 優勝 柔道
芦 塚 柔 道 場 19 日整全国少年柔道大会 優勝 柔道
川 名 　 修 徳 20 天皇杯全日本男子選手権 優勝 弓道
延岡学園高校 20 全国高等学校総合体育大会 優勝 男子バスケットボール

岩 永 　 圭 介 20 JAWA全日本アームレスリング
選手権大会 優勝 アームレスリング

中 山 　 智 予 21 全国JOCジュニアオリンピック
カップ夏季水泳競技大会 優勝 水泳・東海中

岩 永 　 圭 介 21 JAWA全日本アームレスリング
選手権大会 優勝 アームレスリング

橋 口 　 祐 葵 22 全国高等学校総合体育大会 優勝 男子柔道・延岡学園高校
延岡学園高校 23 全国高等学校総合体育大会 優勝 男子バスケットボール

岩 永 　 圭 介 23 JAWA全日本アームレスリング
選手権大会 優勝 アームレスリング

延 岡 学 園 23 全国高校バスケットボール選抜
優勝大会 優勝 男子バスケットボール

延 岡 学 園 24 全国高等学校総合体育大会 優勝 男子バスケットボール
橋 口 　 祐 葵 24 全国高等学校総合体育大会 優勝 男子柔道・延岡学園高校
松 田 　 裕 介 24 全国高等学校総合体育大会 優勝 カヌー男子・延岡星雲高校

岩 永 　 圭 介 24 JAWA全日本アームレスリング
選手権大会 優勝 アームレスリング

松 田 　 裕 介 24 ぎふ清流国民体育大会 優勝 カヌー男子・延岡星雲高校

延岡学園高校 24 全国高校バスケットボール選抜
優勝大会 優勝 男子バスケットボール

（注）優勝者・優勝団体を掲載 （資料：延岡市教育委員会保健体育課等）
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